















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　きみに恋する物語









「愛してる？」




　とても甘く澄んだ声だった。

　長い赤茶髪、細く整った鼻び梁りよう、力強く美しい双そう眸ぼう。大人のレディに成熟しつつある八頭身の優美なスタイル。そんな世界から愛されるために生まれてきたようなクラスメイト──津つ布ぶ楽ら紅くれ羽はがおれに向けて言った。

　頭が真っ白になった。

　昼休みの真まっ只ただ中なか、津布楽さんは唐突に告げた。そもそも彼女と最後に話したのがいつだったかすら覚えていない。高校に入学してから夏休みが終わったばかりの今日に至るまで、おそらく数回程度しか言葉を交えていない。世間話さえしない関係だ。

　それなのにどうして「愛してる？」だなんて尋ねてきたんだ。きっと夏の暑さにやられて頭がおかしくなっているんだろう。

　が、すぐに原因は判明した。

『愛してる』

　机上のノートに書かれた四文字の台詞せりふ。誰かがイタズラしたわけじゃない。これは他の誰でもなく、このおれ──船ふな倉くら静しず真まが自分で書いたものだ。

「あ、ああ……」

　おれはフリーズしかけた。

　このノートは誰にも見られてはいけない禁断のノートだ。湿った苔こけのように陰で過ごしている高校一年生の男子が、密ひそかにラブストーリーを執筆していると知られたら高校生活は終しゆう焉えんを迎える。だからこの小説でも脚本でもない創作物が人にバレぬよう勉強しているフリをしていたのだが、つい油断して大っぴらにしすぎた。

　しかもバレてしまった相手が最悪だ。

「いやいやいやこれは違う！」

　彼女が何か意見を言ったわけでもないのに、おれは手を振って全力で否定した。

　同時に吐き気がこみ上げた。極度の焦燥感が胃の中で暴れ回り、そして後悔の波が押し寄せる。なんでもっと注意しなかったんだ、と間抜けな自分を激しく心の中で責めた。

　そんなことをしていたら津布楽さんに禁断の創作ノートを奪われてしまった。おれは反射的に取り返そうとしたが寸前で手を引っ込めた。彼女は教室に咲く花だ。花を傷つけたりむしり取ろうとすれば自然の自浄作用が働き、近いうちに抹殺されることになる。

　おれは呻うめき声ごえを小さく上げながら身体からだをよじらせた。もう学校ごと爆発してくれ。

「船倉くんって、ラブコメが好きなの？」

「……え？」

「これってラブコメだよね？」

　ジャンル付けするならきっとラブコメに入るとは思う。個人的にはラブロマンスのつもりだがラブコメでも間違っていない。

「まぁ、そうだけど……」

「やっぱりそうなんだ！　思った通りだぁ」

　逃げよう。これ以上はおれの忍耐が持たない。

「じゃ、じゃあおれ自販機行くから！」

　なるべく優しく彼女の手から創作ノートを取り返して教室を出た。だが彼女もなぜか追いかけてきた。何が何でもこのノートを世間に公表するつもりなのだろう。そこまでしておれを社会的に殺したいのか。

　仕方なく逃走を諦め、彼女の歩調に合わせてやった。

　おれの心拍数は再び上がった。彼女は世間一般でいうスーパー美少女だ。陽キャ、可愛かわいい、容姿端麗、運動神経抜群などなど、数多あまたある恋愛作品の中で目にする偏差値の低そうな単語たちが違和感なく当てはまる美少女なのだ。もはや彼女は崇拝の対象であり、触れ得ざる者。陰の者が触れようとすれば肉体はちりぢりになって消し飛ぶ。もはや神に等しい美少女である。

　そんな彼女と一緒に歩く上で平常心を保つのは不可能だ。

「船倉くんって映画とかよく観みるんでしょ？」

　その通りだ。映画を愛しすぎて紹介ブログを立ち上げ、作品をネット上で布教し続けている。最近は努力の甲か斐いもあって閲覧数は右肩上がりだ。特に好きなのは恋愛映画で、ブログでもそれに関する映画をよく紹介している。

　ちなみにこの活動はリアルでは行っていない。そもそも映画という趣味自体、おれたち高校生には高い出費だ。割引があるとは言え、それでも十分高い。交通費もかかる。それに楽しめるのはたった二時間だけだ。少ない出費で延々と楽しめる他の娯楽にはどうしても負ける。

「というか、なんでそう思ったんだ」

「船倉くんの友だちがよく大声で言ってるじゃん」

「あいつか……いちいち声がデカいんだよなぁ……」

　アニオタの松まつ本もと喜き太た郞ろうのことだろう。やつとの会話劇を第三者から見れば一目瞭然だ。

　結局自販機に着いてしまった。彼女はニコニコとご機嫌な様子で小銭を自販機に投入し、指を宙に泳がせて悩んだ末、ボタンを押した。

「わたし、恋愛ってよくわかんないんだ」

　購入した紅茶を頬ほおに当て、彼女はそう呟つぶやいた。

「へぇ」

「反応薄くない？　真面目な話なんだけど」

　校則違反並みにスカートを短く穿はき、胸元のボタンは多めに外して白い肌を広く見せている。どう見たって色気を意識的に匂わせた、モテるためにやっているファッションスタイルだ。そんな露出少女が恋愛がよくわからないだなんて冗談だろ。

　未いまだ彼女の意図が不明のため、とりあえず話を合わせることにした。

「検索してみたら？　恋愛、方法、って調べれば何万件とヒットすると思うぞ」

「それでわかるなら苦労してないんだけどなぁ」

「えぇ……」

　もしや本当にわからないのだろうか。いやいや、そんなわけないだろう。こんな火星からやってきたような赤茶髪の美少女が恋愛と無関係なんてあり得ない。告白されすぎて「愛とは何か」と哲学者のような思考になっているんだな。実に贅ぜい沢たくな悩みだ。

　おれも自販機のボタンを押し、しゃがんでボトルに手を伸ばした。その時、眼前にスマホが差し出された。

　画面に釘くぎ付づけになる。スマホに表示されていた画像は二人の美男子が描かれたイラストだった。妙に乳首がピンクで肌は白く、顔立ちは二人とも中性的で美形だ。

　津布楽さんに顔を向ける。頬も耳も真っ赤に染め、つぐんだ口元を震わせていた。

　これがどういうジャンルか、おれでも知っていた。

「わ、わわっわわわわわたし、わ、わたし──」

　薄い唇を細かく上下させ、小さな声で告げた。

「びーえる描いてるの……」

「そうか。じゃあな……」

　おれは身の危険を感じ、ボトルを掴つかむと早歩きで逃げた。

　あらゆる作品を視聴してきたからこそわかる。これはおれ自身がＢＬのモデルにされるパターンだ。きっと津布楽さんは男の裸体や男同士のイチャラブを参考にしたいのだろう。非常に残念ながらどちらも協力できそうにない。公然の場でエロ画像を見せつける人だったのか、津布楽さん。残念だ。
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　逃げ出すと即座に背中から津布楽さんに羽交い締めされた。こちらの方が身長も高く踏ん張る力もあるはずなのに一歩も踏み出せない。

「逃げないでよもぉ！　話は終わってないでしょ！」

「津布楽さん。おれは異性愛者なんだ。多分、津布楽さんが理解したい『恋』は教えられそうにない」

　肩が壊れそうなくらい力が強かった。同時に、もしかしたら本当に彼女は恋を知らないのではと考えた。背中からがっちり抱きつかれているのだ。己の十分に実った二つのメロンを多感な男子に押し当てているこの行動が、同じく多感な女子が平然とやれるか。やれるわけがない。おかしいよ、あんた。

　理性の限界が近いおれは声を上げた。

「わかった！　わかったから放してください！」

「逃げない!?　逃げてわたしの秘密を言いふらさないよね!?」

「逃げないし言わない！　限界だ！」

　それでようやく解放された。彼女は乱れた制服をさっと直すと眉の角度を上げてこちらを見た。戦闘態勢に入った野良猫みたいだ。

　息を整える間もなく、彼女はおれのネクタイを掴んだ。

「次は何だよ……」

「逃げないように。ほら、ついてきて」

　まるで散歩している犬と人間だ。違うのはどちらも人間であるということと紐ひもを握った飼い主が犬より先行していることだった。他の生徒の目が痛い。

　その主従関係のまま校舎から出て、グラウンドがよく見える小さな石段に座った。

「端的に言うとね、ラブコメを描きたいの」

「はぁ」

「なんでそんなに薄い反応なの？　わたしと話すのは嫌？」

「色々と理解が追いついてないんだよ」

　クラスの美少女がＢＬ大好きでＢＬを描いているなんて想像すらしなかった。彼女のような陽キャはサブカルチャーとは無縁で、彼氏と夢中で愛し合っているイメージしかなかったから意表を突かれて混乱した。これを噂うわさ話ばなしとして耳に入れていたら信じていなかっただろうけれど、直接本人から暴露されたのだから信じるほかなかった。

「わたし、ずっとＢＬ描いてて同人誌として本を出してるの」

「へぇ、そりゃすごい。ペンネームは？」

「ダ、ダメェ……恥ずかしい……」

「今になって恥じるのか」

「だってぇ……恥ずかしいもん……」

　同じ事を二度言っている。津布楽さんはモジモジしながらまた顔を赤らめた。

「それでね、とある出版社さんからスカウトされて、少年少女のラブコメを描いてみないかって提案されたの。折せつ角かくのチャンスだから引き受けて、いざプロットを送ってみたんだけど『これじゃない』って言われちゃった」

「これじゃない」

「うん、これじゃない。担当さんから『あなた恋したことないでしょ』って言われちゃった。今のままじゃ企画は通らないって。でも、九月中頃までには提出しないといけないの」

「四週間くらいかぁ。でもＢＬ描いてるならラブコメも十分描けるんじゃないのか。ボーイズラブなんだから恋愛だ。男を女に代えれば万事解決だろ」

「うわっ。なにそのＢＬを舐なめた表現。腐女子界隈でそんなこと言ったら間違いなく殺されるよ。バラバラだよ、バラバラ。ＢＬに女は要らないから」

「すみません」

　あの津布楽紅羽さんが熱くＢＬを語っている。これが本当の津布楽紅羽なのか？　ますます混乱した。可愛いことには変わりないが。

「難しいなら今まで通り自分が得意なＢＬで勝負した方がいいんじゃないか？　その方が津布楽さんにとっても楽しいと思うし」

「だって……挑戦してみたいんだもん。わたしだって男の子との恋愛できゅんきゅんしてみたいんだもん……」

　彼女は体育座りをして顎を膝に乗せた。先ほどまでの強気な姿勢から一転して次はしょんぼり。浮き沈みが激しいな。それにしてもスカートが短くて危ない。

「だったら好きな人でも作ればいいのでは？　津布楽さん、男の間じゃ結構人気あるし恋愛に困ることなんてないだろ」

「え!?　わたしってモテるの!?」

「そりゃもう、付き合うなら誰って言われたら津布楽さんは普通に挙がると思う」

「うおぅ……わたしが腐っているとも知らずに……わたしじゃなくてお互い好き同士になればいいのにぃ……！」

　怪しい笑みを浮かべておれに期待の目を向ける。いや、おれは無理だから。

「よし、じゃあ契約ってことで！」

「え、何が」

　彼女はすっと立ち上がると両手をぐんと伸ばした。

「ラブコメ作り！　手伝って！」

「は？」

「大丈夫大丈夫！　船倉くんが映画紹介をブログで書いてることも知ってるし、船倉くんが恋愛映画が好きなのも知ってるし、ラブコメが大好きなことも知ってるし、作品に対する想おもいが特別だってことも知ってるし、そして自分で作品を生み出そうとしていることも……知ってる」

「ブログのことまで知られてるのか……」

　津布楽さんは元気いっぱいの笑顔を浮かべ、両手を腰に添えた。その勇ましさを目にしたら普通はやる気が出るところだけれど、おれは乗り気にはなれなかった。彼女はプロだし、素人のおれが関わったところで良い方向へと転がるとは思えない。

　そんなおれに彼女は言葉を続けた。

「わたしに心を開いてよ。人と関わった分、物語は濃厚になるよ。船倉くんはわたしよりもたくさんの作品を感じて、のめり込んで、その世界に恋してる。だからわたしに恋を……ラブコメを教えてくれると思ったの。だからわたしは秘密を明かせた。わたしには足りないことが多すぎるから君が必要なの。船倉くんならそれを埋めて満たしてくれるって信じてる」

「過大評価だ……」

「そんなことない。船倉くんがブログに書く文章は生き生きしてる。わたしたち作り手が全身全霊で命を吹き込むこの想おもいを、ちゃんと汲くみ取とって丁寧に書いてる。そんな君がわたしは……必要なの！　お願い！」

　迫真のお願いを正面からぶつけられ、おれは戸惑った。

　全てとは言えないが創作する苦労の片へん鱗りんくらいは理解しているつもりだ。破壊することは造作もないが、創造することは苦しみの連続だ。この世の全てに共通していることではなかろうか。

　無から物語を作る苦しみ。

　想像を現実化させる苦しみ。

　お金を作る苦しみ。

　子を生み出す母の苦しみ。

　人は作ることに命をかける。彼女たち表現者はそれでも作り続ける。それはその世界で見いだしたいことや伝えたいことがあるからだ。たとえ苦労するとわかっていても。

「わたしと恋を作ろう」

　答えは、明白だった。







「三次元の女の声を聞きすぎて腐ったその耳でよく聞け。Ｖチューバーは産業革命以来の大革命なんだ」

　五時限目が終わると孤高のアニオタ──松本喜太郞がおれに語り始めた。

　彼は人生の全てをアニメに捧ささげ、アニメを最優先事項とし、三度の飯よりアニメと本気で言い切る。人間関係は非常に狭く、彼がクラスメイトと会話している姿をほとんど見たことがない。そのくせ、おれに語るときは声をデカくして三次元はクソ、現実はクソ、リア充はゴミ、恋愛はゴミと説きやがる。そんなクソとゴミに溢あふれた世界で彼は日々必死に戦っている。

「アニメと変わらないと思うけどな」

　おれの何気ない返しに苛いら立だったのか、彼はふくよかな肉体を大きく動かし椅子に正しく座り直した。

「ほぅ。ならアニメのキャラに話しかけたら声は返ってくるのか？　なんならほれ、この壁紙に話しかけてみろよ」
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　そう言って彼はスマホのホーム画面を突き出した。とある美少女アニメのとあるヒロインが天使のように笑っている。彼のお嫁さんらしい。

「こんにちは」

「ん～返事がねぇなぁ」

「そうだな」

「だがＶチューバーはコメントを送れば反応するし、自在に動く！　生きているんだ！　生命なんだよ！　０と１の羅列にとうとう魂が宿ったんだ！」

「でも中身は人間だろ」

「地獄に落ちやがれ。中の人なんていねぇんだよ、雑魚が」

　過激派だなぁとしみじみ思いながら、いつか現実が正常に眼めに映ることを祈ってあげた。そして彼は過激派らしく海外のソーセージみたいな太い中指を立て、おれを挑発し始めた。

「それはそうと静真。お前、おれを裏切ったな」

「次は何の話だよ。おれとお前の接点なんてアニメくらいだろ。といってもおれはあんまり観みないけど。それくらい薄い関係のおれたちに裏切りも何もないだろ」

「魔法使い同盟を破った。おれたちは女子と喋しやべらない、触れない、付き合わない。この三箇条を既に二つ破りやがった」

「魔法……なんだって？　初耳なんだが」

「とぼけてんじゃねぇこの裏切り者が！　津布楽紅羽とイチャつきやがって！」

　おおよそ、彼の言う「魔法使い」とは男のプライドを三十年間守り続けた者を指す代名詞だろう。心底くだらないので、おれを巻き込まずにどこか知らないところで魔法使いになってほしい。

「どちらかと言えばおれは被害者だ。あっちが一方的だったし」

「あーあー青春いいっすね。これで魔法使い同盟は解体だな。お前は空も飛べない人間のまま一生を終えるんだ。火を使うためにプロパンガスを使って、水を飲むために水道代を払い続けるくだらねぇ一生だ。魔法を使えれば全部タダなのにな。あぁ悲しい悲しい」

「元から同盟を結んだ覚えはないけど不思議と晴れ晴れした気分だ。ありがとな」

「なぁに、魔法使いって」

　再び津布楽さんが現れた。喜太郞は切り替わるように石像化し、無表情になった。魔法使い同盟とやらを意地でも守り抜くつもりらしい。ぴくりとも動かなくなった。

　津布楽さんは膝を折ってしゃがみ、両手をちょこんと机において上目遣いになった。

「津布楽さんは知らない方がいい」

「ふぅん。船倉くん。今日うち来ない？」

　彼女の一言におれも固まった。

「自己紹介もかねてわたしが描いてきたものを紹介したいなって思って。ほら、お互いのことをよく知っておかないと作品作りに支障が出ると思うし」

　出会って間もない女の子のご自宅に訪問だなんてハイレベルすぎる。そもそも異性の家にお邪魔することがもう気軽にできない年齢だ。小学生ならまだしも、高校生となったおれたちにはあまりにも煩悩が多すぎる。

「ねー、来るでしょ。予定無いでしょー。手伝ってくれるんでしょー」

「……」

「はい決まり！　放課後、一人で帰らないでよね！」

　彼女は笑みを見せるとすっと立ち上がった。ふわっとスカートが浮いてヒヤリとする。津布楽さんは色々と危なっかしい。ピンと伸びた姿勢の良い背中が元の席へと戻っていくと、硬直していた喜太郞が息を吹き返した。

「静真。おれはお前に宣戦布告する。魔法使いと人間との全面戦争だ」

「じゃあおれたちは二度と話すことはないだろうな」

「それは困る。寂しくておれ死んじまうぞ。唯一話が合うお前を失ったら、おれの高校生活は確実に終わる。いや、もう終わってたか」

「やっと気付いたな」







　放課後。

　まだ津布楽さんのご自宅にお邪魔する覚悟はできていない。女の子の家に行くこと自体ハードルが高いだけでなく、そのお相手が、可愛さをこれでもかと詰め込んだ津布楽紅羽さんだ。嬉うれしい反面、緊張と恐怖も募った。完全無欠の陽キャ美少女との関係はこれが最初で最後かもしれないのだ。無礼のないよう最善の注意を払って臨もう。

　そう意気込んで気を引き締めたが、隣で直立する津布楽さんの存在で気が散った。

　席に座って荷物をバッグに入れている最中なのだが、ずっと津布楽さんが傍そばでじっと見つめてくるのだ。それに距離がとても近い。彼女のお腹なかが肩に触れてしまいそうなくらい肉薄している。

「距離感って知ってます？」

「知ってるよ。逃げる魂胆ってわけ？」

「逃げはしないけどな……その、男の気持ちってのをだな……」

「それがよくわかんないから船倉くんに助けてーって言ってるんじゃん。ラブストーリーをいっぱいレビューしてきた君の感性を頼りにしてるよ」

「それでよく今までＢＬを描け──」

「うわあああっったたあぁ！」

　彼女は悲鳴とともにおれをビンタした。

　そうだった。彼女はＢＬを描いていることを秘密にしているのだった。どうやら人前で津布楽さんとＢＬが結びつく話を仄ほのめかすと物理的に阻止されるらしい。なかなかに痛いな。羽交い締めの時もそうだったが津布楽さんの力は強い。

　だが本意だったわけではないようで、すぐに「ごめんなさい！　ごめんなさい！」とまた悲鳴を上げて慌てふためいた。

「大丈夫だから。おれも口が滑って悪かったよ」

「ご、ごめん、ごめん……嫌いにならないで……」

「そういや津布楽さんの家って遠い？」

「ううん。歩いて三十分くらいかな」

「なんとも微妙な距離」

　荷物をまとめ終わると津布楽さんはおれの腕を掴つかみ上あげた。あまりにも身を寄せるためおれは抵抗した。

「くっ、ちょっ……」

「はいはい。ちんたらしてないで帰るよ」

「帰るから放してくれ」

「どうして赤くなってんの？　もしやこれが恋!?」

「恋の前にデリカシーを学べ！」




　津布楽さんの自宅はおれの帰り道と正反対の方角だった。ラブコメチックに自転車に一緒に乗って風を感じる、なんてイベントは発生せず警察官もニッコリの安全第一だ。彼女の歩調に合わせて自転車を手で押した。

　津布楽さんには落ち着きというものがないらしく、歩道と車道を隔てる縁石の上を両腕を広げて歩き始めた。綱渡りのようにバランスを取りながら時折スキップして鼻歌を奏でた。

「危ないぞ」

「だーいじょーぶ！」

　彼女の運動神経の優秀さは体育で存分に発揮されていた。男子に全く引けを取らない動きはスポーツマンそのもので、バスケ、バレー、バドミントン、陸上競技のどの種目でもコート内で美しく赤茶髪を乱して華麗に舞っていた。

　今まで津布楽さんが誰かと付き合ったという噂うわさ話ばなしが立ったことがないのはそれが要因だったのかもしれない。彼女の持ち前の強さが我々男子のプライドを傷つけ、自信を失わせる。おおよそ「女子より身長が低い」などのしょうもないプライドだろうけれど。

　彼女の言った通り校門を出てから三十分で到着した。

「ここがわたしの家」

「立派な一軒家だな。ご両親は？」

「うちは共働きだからまだ帰ってきてないと思う。だから……何でもできるよ？」

「言い方を変えてくれ」

　得意げに腕を組み、おれをからかっているつもりのようだ。その警戒心のない言葉にまた呆あきれた。悪党に狙われたらいちころな気がする。だが、そんなことより彼女の振る舞いが可愛かわいいせいですぐ耳を熱くしている自分自身のことを気にするべきだ。

　自分はもっと淡泊で冷静だと思っていたが、津布楽さんの吸い込まれそうになる瞳を見ると鼓動のリズムが狂い始める。なぜかはわかっていた。けれど、こんなにも短時間で心は変化するものなのかと懐疑的な自分が頭の中でべらべらと喋り、ひねくれた理論を提示してしまう。気の迷い、女性に慣れてない、欲望の奴隷になっているだけ、と津布楽さんへの好意に異議を唱え続けるのだ。

　そんなひねくれた自分に腹が立つ。

「お邪魔します」

「はい、いらっしゃい」

　玄関を通るとまず大きな棚に視線がとまった。トロフィーやメダルが飾られている。

「あ、これ空手で取ったの」

「なるほど。どうりで津布楽さんの力が強いわけだ」

「むふふ。女の子への力強いは褒め言葉なのかな？」

　全国大会優勝、市大会優勝など優勝の文字がたくさん刻まれていた。めちゃくちゃお強いようだ。感心していると津布楽さんは腕をまくってドヤ顔を披露した。

「わたし最強の腐女子だから」

　大股開いてそう言うと格かつ好こいいのか可愛いのかわからなくなる。

　てっきりリビングに行くのかと思いきや、彼女は二階へと続く階段を上がり始めた。それを目にし、おれは瞬時に下を向いた。周知の通り津布楽さんのファッションスタイルは常にギリギリを追求している。長い脚の原点に潜む秘境が、その短いスカートでは確実に見えてしまうし、見てしまったら罪悪感と幸福感の狭はざ間まで死ぬ。いや、人間としてダメだからいっそ死んだ方が良い。

「こっちだよ。あれ。どったの下向いて」

「リ、リビングじゃないのか」

「リビングの方が良い？　でもなぁ、自己紹介するならわたしの部屋が最適だと思うんだよね。ということでかもーん」

「わかった……」

「顔赤くなってるよ」

「気のせいだ」

　鈍感は罪だな。ラブコメに登場する鈍感系主人公は全員滅ぶべきだと思った。なぜ彼らはあれほどまでに耳が遠いのだろう。耳の入り口から鼓膜までの距離がキロ単位なのだろうか。愛してほしくて懸命に頑張るヒロインたちに深く同情した。

　津布楽さんの自室は女の子らしかった。乳白色のカーペット、薄ピンクの毛布が畳まれたベッド、クローゼット、立派なデスク。窓辺には小さなペンギンのぬいぐるみが五体整列していた。

「ここがわたしのアジトね。ようこそ」

「綺き麗れいに整頓されて──」

　偉い、と続けようとした時口は固まった。犯人は本棚だ。薄い本がぎっしり詰まっているのだ。もちろんあれは古き時代に親しまれたアナログレコードではない。例のブツだ。

「ベッドに座っていいよ」

「あ、はい……」

　言葉を失ったままベッドに腰を下ろした。彼女のデスクには大きな液晶タブレットやスケッチブック、手袋、資料本などが置かれていた。どうやらＢＬを描いているという話は本当のようだ。おれはここで初めて「美人局つつもたせではなかったんだ」と安あん堵どした。彼女はおれを騙だまそうとしているわけではなく純粋な気持ちで創作を手伝ってほしいのだ。

　外見も中身も完璧だと心の中で賞賛していたところ、彼女もベッドに勢いよく座った。

「いや座るんかい！」

「え？　わたしのベッドだから普通じゃない？」

「普通じゃないから！　高校一年生の男女が一緒のベッドで身体からだを寄せ合うって、それ普通じゃないから！　ダメだから！」

「ギシギシ揺らさないでよ。壊れちゃう」

「とにかくヤバいから！　王道のラブコメ的にも！　おれは床で正座する！」

「よくわかんないなぁ」

「お願いだからわかってくれ！」

　宣言通り床に正座し、背筋を伸ばした。しかし津布楽さんは何を思ったのか、またしてもご自慢の馬鹿力でおれの腕を掴み上げてベッドに投げた。

　そして事件が起こった。背中から倒れたおれに、津布楽さんがバランスを崩して倒れてきたのだ。仰あお向むけ状態だったおれにできることは何もなかった。時間もなかった。ゆったりと流れる時間の中で思ったのは、夢じゃありませんようにという浅ましい願望だった。




　時間が、止まった。




　彼女の全身がのしかかっている。彼女を構成する全て──骨、筋肉、脂肪、肌、脚、腹、乳房、肩、髪の重みが制服越しから伝わってきた。服の擦れる音や真夏の環境音が意識から疎外され、聞こえてくるのは重なった二つの心臓が高鳴る音だけ。そしてその音は命懸けで何かを伝えているかのように打っては打ち返した。一方的に、答えなんて求めず縋すがるように。

　視線は天井を向いていたが本当に天井が見えているのか知覚できなかった。しかしこの顔の横に津布楽さんの顔があることだけは感じていた。そう、彼女だけしか感じていなかった。

「もし君のことが好きだった……って言ったら、信じる？」

　なぜ、そんなことを言うのだろう。

　なぜ、甘えた声で言うのだろう。

　もし、この瞬間が大事なターニングポイントだとしたら。

　どう、答えるのが正解なのだろう。

　おれは言葉を失い、沈黙した。

「……ごめんね。痛かった？」

　身を起こして彼女は微笑ほほえんだ。

「いや……」

「すごく心臓どくんどくんって鳴ってたよ」

「そりゃあ……生きてるからな」

「ふふ。だよね～」

　初めから何事もなかったように彼女はいつもの調子で「よいしょー！」と立ち上がり、椅子に座った。一方のおれは心身ともに疲れ果てていた。これなら喜太郞が信仰する魔法使い同盟とやらに加盟した方が長生きできそうだ。

「それじゃあ仕切り直して。まず私の自己紹介でもしよっか」

　両手を合わせてそう言うと一冊の薄い本を差し出された。それは学校で見せられた画像の同人誌だった。

「くれは、ってペンネームで活動してる同人作家です。ネットとか同人誌即売会で活動してて、得意なジャンルはボーイズラブ。ちなみにそれは最近出したやつね」

「はぁ、本当に漫画を描いてるんだな」

「まぁね～。わたし、結構有名なんだよ？　すごいでしょ？　褒めてっ褒めてっ」

「すごいですね」

　フラットな声調で言ったが満足してもらえたようで彼女は腕と足を組み始めた。また見えそうになってヒヤリとする。

「創作するラブコメについてなんだけど、作りたいのはプロット。物語の説明書って言ったらわかりやすいかな。作り方とかは船倉くんは気にしなくていいよ。協力してほしいのは読者が悶もだえるようなラブコメ的物語を作る助言ね」

「ラブコメ的、かぁ」

「安心して！　船倉くんのセンスは間違いなく良いから！　とりあえず読んでみてよ」

　津布楽さんはまた足を組み直してパンチラした。やれやれ、もう読むしかない。

　ページをめくって彼女の物語に入り込んだ。

　序盤は普通に読めた。完璧主義のイケメン上司と男性新入社員。右も左もわからない主人公と職場では厳しいが飲みの場では一転して優しい性格になる上司の二人が、物語の中心となって動くようだ。その上司のギャップがウリらしい。

　こういうほのぼのとした優しいＢＬ漫画なのだろうと思ってページをめくり続けていると中盤からは世界が変わった。上司と主人公が激しく乱れ始めた。淫らになり始めたという意味だ。おれは震える指でページをめくった。男性の身体構造上不可能としか思えない荒技が次々と上司とおれの心を襲った。上司は快感で言葉を失い、読者のおれは畏怖で言葉を失った。そして終盤。完璧だったはずのイケメン上司は主人公の奴隷となり、主人公無しでは生きられない身体になってしまった。

　これはハッピーエンドなのだろうか。それとも名作によくある悲しいハッピーエンドってやつだろうか。真実はイケメン上司だけが知っている。そして人はこれを成人漫画と呼ぶ。

　一体どんな心境でこれを読ませようと決めたのか津布楽さんに問いただしたかった。読書中、エグいシーンに耐えて落ち着くため、眼鏡めがねを何度あげたり外したりしたことか。しかし彼女は大層ご満悦らしく、感想を待ちわびている様子だ。

「ねっねっ、どうだった!?」

「なんというか。うん、すごいっす」

「わはぁ嬉うれしい！　あれ、でも船倉くんやつれてるよ」

「大丈夫。無事に生きてる」

　おれは今どんな表情を浮かべているのだろう。男たちのお乱れを読んだ後、人はどんな表情を作るべきかわからなかった。けれど彼女の熱意を感じることができて良かった。素人目に見ても画力の高さは目を見張るものだったし、誤ご魔ま化かしのない自信ある線はとても彼女らしかった。内容がどうであれ、作品に対する真面目さは本物だと思う。

　あれだけカオスな愛を描けるのだからもっとノーマルな愛も描けるはずだ。ほんの少し、いや、大分優しく表現すればラブ描写は全年齢で受け入れられるはずだ。あとは物語をどうするかだな。

　そう冷静に分析しているとさっきのイケメン上司と主人公のお乱れシーンが脳裏に浮かんだ。大体、どうしてあそこまでリアルに描けるんだ。絶対に無修正の画像を検索して参考にしている。津布楽さんの純真無む垢くなイメージが天然ド変態に変わってしまいそうだ。

「次は船倉くんがしてよ」

「そうだな……えっと、ブログを見てくれたのならわかると思うけど、おれは映画専門。その……恋愛がテーマの映画です……」

「うんうん！」

「解説とか考察を記事にして、作品の布教活動をずっとしてる。世の中には衝撃的な作品がまだまだ埋もれてるからな。これを見なきゃ人生損してるってくらいの。だから更新を続けてる」

「いいねぇ、受け手の鑑かがみだよ！　作り手からすれば宣伝や布教ってすっごく嬉しいことなの。感謝してもしきれないくらいね」

「そう思ってくれると助かる。いつもビクビクしてるんだ。監督や脚本家の意図をはき違えていないかとか、正しい解釈か、とか不安を感じながらキーボードを叩たたいてる」

　実際、記事を修正することは少なからずある。読者に指摘されて恥をかく流れは何度もあった。

「そんなに深く考えなくていいんだよ」

　津布楽さんはおれの手を包み込んだ。柔らかな感触が伝わってきた。

「船倉くんみたいな人がいてくれるから、わたしたちは作り続けられる。一番怖いのは話題にしてもらえなくなることだから。忘れ去られて無かったことになるのが怖い。作品は語られているうちが華。語られなくなったら、終わりなの」

　ベッドの上で二人の若い男女が熱く手を握り合って見つめている。これまたアウトな状況に陥ってしまっていた。いや、待てよ。津布楽さんは確実に感情が高ぶっている。目がうるうるして今にも涙が零こぼれそうだ。まさに、これは彼女が求めるラブコメ的展開ではないか……？　絶対にラブコメを感じているはずだ……愛や恋を感じているはずだ！

「津布楽さん。今、どんな気持ち!?」

「手があったかい」

　ダメか。まだラブコメをわかっていなそうだ。

　ご両親が帰宅する前にここらで帰ることにした。その旨を伝えて立ち上がったが、彼女は未練がましくもっと創作話がしたいだとかラブコメ教えてだとか喚わめき、袖を掴つかんでおれを引き留めようとした。ご両親にご挨拶という究極のイベントを避けるため、おれは断固たる意思で玄関まで歩いた。そういう挨拶は人生で一回だけでいい。絶対に今ではない。

「ねぇ。わたしにもラブコメ……描けるかなぁ」

　靴を履いていると彼女は素っ気なく呟つぶやいた。

「絶対に描ける。おれが言えたことじゃないけどな。でも津布楽さんは無限の可能性を秘めてると思うよ。ま、誰にでも可能性は無限にあるけど」

「最後の一言いらなーい。素直に褒めてよー」

「良い物語ができたらな」

　ドアノブに手をかけて振り返る。津布楽さんは後ろに手を回して微笑んだ。

「今日はありがとね。あれ？　なんか、わたしたち夫婦みたい。夫を笑顔で送り出す妻みたいな？」

「はは……」

「あっ待って！　番号教えて！」

　彼女はスマホを取り出してそう言った。綺麗なくらい自然な流れに驚くも、おれは自分の連絡先を画面に出した。まさかこんなに早く連絡を取る仲になるとは。

「はい、ありがと。これからよろしくね」

「よろしく。じゃあまた明日」

「うん。また、明日」

　ドアが閉じられる最後の瞬間まで、彼女は優しい微笑みを浮かべていた。







　翌日。

　漫画のプロットとはどんなものかを知らなかったため、昨晩、ネットで検索してその概要を調べてみた。てっきり漫画だから文字以外に絵も添えなくてはいけないと思っていたが、どうやら小説のようにあらすじ、世界観、ストーリーの流れ、キャラ設定など最初は文字だけらしい。これを固めてから絵に起こすようだ。

　これならおれでも手伝うことができそうだ。いいアイデアが提供できなくとも彼女のために資料集めで貢献することもできる。それに自分の勉強にもなりそうだ。作り手と折せつ角かく出会えたのだから何かを彼女から得たい。

「おはよー、船倉くん」

「あ、おはよう」

　おはようを彼女と交わしたのは初めてだった。津布楽さんは手でパタパタとあおぎながら教室に現れ、鞄かばんを机に置くとこちらにやってきた。

「昨日は振り回しちゃってごめんね。あ、それと秘密は守ってよ？　クラスでは普通の女の子って感じで通ってるから」

「オーケーオーケー」

　自分でも普通ではないという自覚はあるのか。まぁ普通ではないわな。馬鹿力の美少女ＪＫＢＬ同人作家ってキャラが濃すぎる。

「そうだ。色々とプロットについて調べてみたよ」

「え!?　わたしのために!?」

「大まかにだけどな。津布楽さんのスタイルと一致しているかわからないけど、作るからには能動的にならないとって思って」

「やば、朝から刺激強いよぉ……」

「何がだよ」

　津布楽さんは腰をふりふりと動かして謎の喜びをあらわにした。

「むふふ。わたしも昨日の夜に考えてみたよ。どうすればいいかなぁって」

　彼女はそう言うと前の席に座り、覗のぞき込こむように目を合わせてきた。あまりにも綺麗なものだからつい逸そらしてしまいそうになる。夕焼けをそっくり写し取ったような色の髪を机上に垂らし、前まえ屈かがみになって話を続けた。

「恋を描くには恋するしかないと思うの！」

「へぇ」

「あ。こいつ馬鹿だって思ったでしょ！　本気で言ってるんですけど。だってよく考えてみてよ。創作って人生経験がものを言う活動でしょ？　恋がテーマの物語なら恋愛経験が大切になってくるはずだよね？　つまり筆者たるわたしが恋をしなきゃダメ！」

「こだわるなぁ。でもＢＬ描けてるんだから必要ないと思うけどね。津布楽さんはあの過激な恋愛描写をもっと優しく描けばいいんじゃないかな」

「ダメダメ、あれはファンタジーだから。リアルさ重視で行きたいからそんな手抜きは却下。大体、男が妊娠したり架空の器官がある時点で普通のラブコメとは違う。わたしたちはね、普通じゃないことで興奮する種族なの。船倉くん、東京駅を見てどう思う？」

「え、東京駅？　えぇー……立派な駅だなぁとしか……」

「甘いよ。東京駅はね、全国からやってくるあらゆる電車たちを全部受け止めてるんだよ。総受けだよ。毎日毎日朝から晩まで休むことなく。何本も同時に。ヤバいよね、この圧倒的包容力」

「おれたちは朝っぱらから何を話してるんだ……」

「とにかく！　わたしたちにはリアルな恋が必要なんです！　というわけで自分の恋愛体験を文章にして放課後に語り合おうね。絶対にネタとして使えるから。今すぐ恋愛をするなんて無理なのはわかってるから、とりあえず経験談にしよう」

　無む茶ちや苦く茶ちやだが微妙に論理が通っている。彼女が力説したように経験は大切だ。五感で得られる情報量は凄すさまじい。想像だけで表現したものは生きている感じがしなくなる。味のないガムをひたすら噛かみ続けるような、無味無臭の物語を読むのは辛つらいだけだ。

　津布楽さんは友人が登校してきた姿を見ると席を立った。しょうがない。書いてみるとするか。そう意気込んでみたが重大なことに気付いた。

　おれは真面目に恋愛をしたことがない。無味無臭の恋愛を書くしかないようだ。




　一時限目、二時限目、三時限目、と授業が進んでいくが、おれの筆は一向に進まなかった。恋愛体験談ってことは、もちろん過去の恋愛を書かなければならない。単純な話、好きな人との出来事だ。好きな人と何をして何を話してどうなったか。それを簡潔に書けばいいだけのことなのに、ペンは走ることなく、ほくろのような黒い点がノートに増えていくだけだった。

　さらにもう一つ頭から離れないことがあった。恋愛体験談を書くのはおれだけでなく、津布楽さんも書くのだ。つまり津布楽さんも過去にそれなりの恋らしき心理状態を経験しているのである。あの恋愛がよくわかんないと言った彼女の、誰もが恋してしまう陽キャ美少女の恋愛話を聞けるのだ。とても興味がある。

　加えて不本意な嫉妬心が芽生えた。清純を穢けがされるような不快感が腹の奥底で蠢うごめき顔を歪ゆがませる。人を本気で好きになる勇気すらないくせに生意気だ。

　困難を極める体験談執筆の中、救いの手が現れた。

「あぁ～ハーレムアニメで脳のう味み噌そ溶かしてぇ～」

　生粋のアニオタ、松本喜太郞だ。大きな腹を叩きながらのご登場だ。

　彼がアニメキャラに恋していることは間違いない。三次元と二次元という次元差はあるものの、多分たいして変わらないだろう。彼の経験を訊きいてみることにした。

「喜太郞。今まで恋してきたヒロインの思い出話をしてくれないか」

「いきなり気持ち悪いこと言いやがって、この裏切り者が。朝っぱらから女子とイチャイチャしやがって、このクソが。大人になっておれがテロリストになったらお前のせいだからな、このクソが」

「この際、裏切り者でもいいから話してくれないか。頼む」

「頼まれても話すことなんてねぇよ。嫁はすぐに変わっちまうからな。新しいアニメを観みる度に結婚と離婚を繰り返してるから過去の女なんて忘れちまった」

「お前最低なこと言うな。全人類の敵だよ、マジで」

「現実が敵だから当然だ。はぁ、どいつもこいつもうんこうんこ」

　おれはイヤホンをして彼の声を遮断した。あ然を通り越して悲しくなってきた。いつか彼が救われることを一ナノメートルだけ願ってあげた。

　だがヒントは得た。体験談がないなら観てきた映画を参考に書けばいい。自分の体験談ではないがそれっぽく書けばきっと大丈夫だ。白紙で失望されるよりいいと思う。それからおれは授業合間の休み時間と昼休みを使って文章を書き連ねた。

　そして放課後。続々とクラスメイトが教室を後にする中、おれと津布楽さんは向かい合って座っていた。既におれが書いた体験談は手渡しており、今は彼女が読み終わるのを待っている。

「ねぇ、船倉くん。これ本当の話？」

「ま、まぁ」

「嘘うそ。良いとこのお嬢様と庶民である船倉くんが恋に落ちて、でもお嬢様の両親がそれを許さず引っ越してしまう。スマホを持たないお嬢様のために手紙を書くけど返信は無し。そして何とか居場所を突きとめて会いに行ったら既に違う男と仲良くしてて、さらに送った手紙は両親に隠されてた。これ、なんていう映画を参考にしたの？」

「ぐっ……」

「はぁ。船倉くんもフィクションに染まっちゃってるね」

「しょ、しょうがないだろ。恋愛経験豊富ってわけじゃないんだから……」

　すると津布楽さんは半目になって意地悪な表情になった。

「ふぅん？　じゃあ好きになったことすらないの？」

「あるにはあるけど……別に何も変わらなかったからどうでもいい」

「聞きたいなぁ。その子のこと好きだったの？」

「小中学生の恋愛なんて気の迷いだ。たまたま地域が同じだったからって理由で集まった集団なんだ。あまりにも世界が狭すぎる。だからただのクラスメイトでい続けた」

「……苦しかった？」

　その言葉は深く突き刺さった。苦しかったに決まってる。もっと話したいのに、もっと知りたいのに、何もできず何も知れないまま消えていった。臆病な自分をただ殴りたい衝動が卒業式でこみ上げた。けれどもう会うことはない。約四年後の成人式で再会する可能性はあるけれど、その時にはおれを忘れているかもしれないし、誰か思い人がいるかもしれない。考えれば考えるほど苦しさは増していく。

「まぁ、苦しいよ」

「いいね。ちゃんと恋してるじゃん」

　多分、違う。これは臆病者が後悔しているだけの情けない話だ。

　当時を思い出してきたから話題を切り替えることにした。

「津布楽さんも書いたんだろ。見せてくれ」

「え？　わたしは書いてないよ？」

「はい？　どうしてですか？」

「だって恋愛ってよくわかんなぁいもぉん。書けないもぉん」

　都合のいい言い訳をして楽しげに身体からだを左右に揺らした。まんまと思惑に乗せられたが、少しだけ安心した。もし津布楽さんが恋愛体験談を語っていたらきっとモヤモヤとした心境になっていただろうから。

「そうだったな。津布楽さんはＢＬは描けるけど恋愛がよくわからない不思議ちゃんだったもんな。悪かった悪かった」

「何その含みのある言い方ぁ。わたしだって頑張ってるんだからね。でも、もう少し経たてばわたしも恋愛体験を話せるかも」

「何十年後の話だろうな」

「ふん。余裕ぶっちゃって。そういう人に限ってチョロいんだよ？　見み栄えを張ってばかりで中身が空っぽだから、いざ心に近づかれるとあっという間に支配されちゃうよ」

「津布楽さんこそ気をつけた方がいい。ピュアであればあるほど騙だまされやすいから」

　そんなことを話しているとこちらを睨にらんでいる喜太郞に気付いた。両手の中指を立てて無言の圧力をかけている。また魔法使い同盟がどうのこうのと文句を付けてきそうだな。めんどくせぇ。

　その問題込みで場所も考えないといけないと思った。今はいいかもしれないが、これ以上津布楽さんと一緒にいる頻度が増え続ければ面倒な噂うわさが立ちかねないし、津布楽さんがそれに巻き込まれて嫌な思いをするかもしれない。萎しおれた彼女なんて見たくない。

「津布楽さん。これから場所とかも考えよう。ずっと二人で教室にいると勘違いされちゃうからさ。お互いのためにも対策しよう」

「勘違いって？」

「だからその……おれたちが付き合ってるみたいな勘違い」

「むふふ。わたしと君が……付き合ってる。むふ、いいかもね？」

「ふざけてるんじゃなくて本気で憂慮してるんだよ」

「お互いに本気、ね？」

「頼むよ、津布楽さん。面倒なことになるって」

「あはは。ごめんごめん、それについてはちゃんと考えてたから安心してよ」

　くすぐってくるような喋り口や甘い声色を聞いて、だからモテるんだろうなぁと思った。人気が出ないはずがない。だからこそトラブルに巻き込まれないようにと心配していたが、考えてくれていたのなら助かった。

　自分から切り出した話だが他に場所を知らない。空きの教室があるのは把握しているがしっかり施錠されているし、使用許可が下りるとは思えない。学校では難しそうだ。

「椿つばき先輩って知ってる？　椿莉り子こ先輩」

「聞いたことあるような、ないような……」

「うちの生徒会の副会長だよ。ほら、体育祭とか新入生歓迎会の挨拶で登壇してた人。美人で有名な副会長。直接頼んでみよっかなって思ってる」

「あぁ！　あの人か！」

　その人は本当に美人としか言いようがない大人びた人だ。涼しい表情で淡々と物事を語る姿はまるで詩人のようで、生徒たちは黙ってその声に耳を傾ける。満ちあふれる絶対の自信、明確な強い意志、尊重を意識した知的な語り。そんなカリスマ性ある副会長だ。

　けれど不可解な点がある。津布楽さんと副会長の接点だ。

「もしかして副会長とご友人で？」

「うん、まぁそんな感じ。必死にお願いすれば考えてくれると思う」

「へぇ、すげぇなぁ。副会長のイメージって雲の上って感じだからさ。津布楽さんって人脈広いんだな。で、どんな人？　やっぱりクールな感じ？」

「すごく腐ってるよ。あとすごく変態。気をつけてね」

　腐敗と変態。

　その二つの熟語に戦慄する。新たな闘いが着実に迫りつつあった。








第二章　ラブコメ・タイム　～疑似恋愛について～









「パンツを脱ぎなさい。話はそれからよ」




　週が明けて月曜日。

　昼休みに津つ布ぶ楽らさんの案内で外の花壇を訪れていた。

　目的は椿つばき莉り子こ副会長だ。津布楽さんは事前にアポイントメントを取っていたようで、花壇にはじょうろで花たちに水を与える椿先輩がおれたちを待っていた。ナチュラルボブ、鋭く冷たい眼まな差ざし、湖のような静寂さが彼女の特徴だ。一目でわかった。

　そして会うやいなやパンツを見せろと椿先輩から要求された。聞き間違いだったら良かったものの、先輩の声はとてもハッキリとしていた。全校生徒の前で話す経験が惜しみなく滑舌に活いかされている。

「だって、船ふな倉くらくん」

「全くもって意味不明だ……」

「ほら。先輩に言われた通りに早くパンツ脱いじゃってよ」

「おれ？　津布楽さんではなく？」

「もちろん。ちなみに先輩は気に入った人の前でしか変態モードにならないから船倉くんは選ばれし者だよ。良かったね！」

　そんな不名誉な選ばれし者は嫌だ。そもそもなぜパンツなんだ。ズボンを脱げなら多少の可愛かわいげはあるけれどパンツは微み塵じんも可愛くない。陰部を隠す最終防衛ラインだ。それとも椿先輩と津布楽さんの間ではそういう見せ合いっこが流行はやっているのだろうか。とうとううちの学校も終わりだな。

「いやいや見せも脱ぎもしませんよ。早いとこ本題に入りましょう」

　おれの説得に対して二人はわざとらしく大きなため息をついた。

「失望したわ。紅くれ羽は、わたしに何の用で来たの？」

「先輩、使っていい教室とかってありますか」

「なぜ？」

「創作場所にできる教室がないか探しているんです。そこでこの学校の生徒会役員であり、美人で賢く頼れる先輩にお願いしようってことです」

「わたしを褒めたところで何も出やしないわよ。それよりちょっと待ちなさい。あなた今、創作場所って言ったわね？」

「え、言いましたけど」

　椿先輩はじょうろを置き、おれに詰め寄ってきた。ぎゅっと細い眉を寄せて深刻な表情へと切り替わる。さらに両腕を掴つかまれ拘束された。

「君、もしかして腐ってる？」

「……はい？」

「だから！　腐男子かって訊きいているの！　どうなのよ！」

「た、多分腐ってないかと……発酵もしてないかと……」

「じゃあ君は何者？　紅羽の創作って言ったらＢＬでしょう？　君と紅羽が協力関係にあるのは大体予想がつくわ。なら君は腐ってないとおかしいわよね？　そうでしょう？　眼鏡めがねと綺き麗れいな肌と上手うまく散らかった髪とトドメに丁度良く見上げられる身長。紅羽の作品に登場するキャラそっくりだわ。君は理想のモデルよ。わたしも好き」

　いやらしく胸板を撫なでてきた。おれは色んな意味で反応しないようあさっての方向に顔を向けた。考えるな、船倉静しず真ま。無心を保ち続けろ。

「あらぁ、首筋がえっちね。お姉さんに見せつけてるのかしら。あ、わかったわ。紅羽は君のことが──」

　おれと椿先輩の間に津布楽さんが割って入った。

「先輩！　こんな人目のつくところでベタベタとやめてください！」

「あらあら大おお袈げ裟さね。あなた妬やいてるの？」

「ち、違います！　変な妄想しないでください！」

「あらそぉ？　じゃあわたしがこの子を調教しちゃっても文句ないわよね」

「そ、それは……」

　おれはこの不毛な言い争いが終わるまで映画のことを考えることにした。次はどの作品をレビューしよう、どの映画を観みに行こうなど考えて、二人が落ち着くのを待った。

　そうしてお遊びが終わり、津布楽さんが経緯を語り始めてやっと話が進んだ。

「ラブコメ？　あなたラブコメを作ろうとしているの？」

「そうです。船倉くんはサポート役って立ち位置で協力してもらってるんです。彼はラブストーリーに詳しいので今のわたしにとっては必要な人材なんです。それで、二人で活動できる空間がほしいと思って先輩の元に来たわけです。やっとわかりました？」

「ちょっと待ちなさい。あなたＢＬはどうするのよ。まさかあの激エロＢＬ作家・くれはが普通の一般向けラブコメにシフトチェンジするってわけじゃないわよね」

「今回は描きません。またいずれ描きますが一時停止です」

「嘘うそでしょ!?　楽しみにしてるのに！」

　椿先輩は頭を抱えて叫んだ。あのクールな先輩の取り乱した様子に愕がく然ぜんとした。先輩も荒ぶる時は荒ぶるらしい。

「君！　その『ぼくはあなたに失望しました』みたいな顔はやめなさい。君は紅羽の天才っぷりを理解していないのよ。呆あきれちゃうわ。紅羽はわたしたちの救世主。欲望を殺し続ける現代人に癒やしと快感を運んできてくれるの。とっても気持ちが良いのよ」

「はは……」

「癪しやくに障る笑い方ね。やっぱりパンツ脱ぎなさい。そして恥じらう顔をわたしに見せなさい。紅羽、こんなのが役に立つの？　見てくれだけじゃない」

　この場にいたら誰だって苦笑いしかできないだろう。ここで先輩たちのノリに合わせようとしても、おれにはセクハラまがいの発言はできないし、それをやって津布楽さんに不快感を与えたくない。先輩はどうでもいいや。

「ふ、船倉くんにしか頼めないんです！　船倉くんはすごいんですよ！　先輩は漫画好きで数え切れないほど読んできたっていつも豪語してますが、船倉くんだって恋愛映画のスペシャリストなんです！　性欲お化けの先輩になんか負けません！」

「ふぅん。あなた本当にそれが目的で彼に協力してほしいって依頼したの？　確かに映画では負けるかもしれないわ。でも漫画のことならわたしの方が詳しいわよ」
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「違いますよ。これは創造力の問題なんです。物語を作る力があるかどうかで判断してるんです。船倉くんは作り手の意図を丁寧に文章化する力に長たけています。それは物語の構造を理解していないとできません。先輩は性欲だけです」

「あらあら、熱く彼を語るじゃない。まぁ仕方ないかもしれないわね。紅羽は大の眼鏡フェチで静かな雰囲気の男の子が大好きだものね。ちょうど隣にいる彼みたいな。だから彼を抜ばつ擢てきしたのかしら」

「ち、ちちちちがいます！」

　津布楽さんは眼鏡好きなのか。そういえば彼女の家で読ませてもらったＢＬのイケメン上司も眼鏡をかけていた。こんな忌々しい医療器具のどこが良いのか理解に苦しむ。汚れも付着しやすいし雨の日は本当に最悪だ。ストレスしか溜たまらない。

　津布楽さんは椿先輩の両肩を掴んで揺さぶった。

「お願いです！　どこか貸してください！　先輩だってわたしの次回作を読みたいですよね!?　読みたいに決まってる！　うん、読みたい読みたい！」

「ひどく情緒不安定ね。やっぱり彼が好きなの？」

「ば、馬鹿なこと言ってんじゃないよド変態！　わたしは初恋も未経験だ！」

「一応、わたしはあなたの先輩という立場なんだけれど。悲しくなるわ」

　その後、二人は似たようなやり取りを何回も繰り返した。暇を持て余したおれは先輩の代わりにじょうろを持って花に水をやった。

「わかったわ。わかったから肩から手を離しなさい。生徒会室の隣が空いているから使っていいわ。あそこは生徒会のものだけど滅めつ多たに使わないの。外部の講師が特別授業をやるときぐらいしか使わないから大丈夫。だから肩を揺するのをやめなさい。吐きそう」

「ありがとうございます！　やっぱり先輩は頼りになるなぁ！」

「ただし条件があります。物を置いて私物化しないこと。あくまで学校側が認めているのではなくて、わたしの私情ということを忘れないで。個人的な親切心だけで貸しているのだからこっぴどく怒られるのはこのわたしなの。わたしは怒られるのが大嫌いです。包丁を持って暴れてしまいます。怒りっぽい人間は滅んでしまえとも考えています」

「はい、私物化しません」

「それとわたしにも作品を見せること。素直に気になります。読ませなさい」

「見せますとも、見せますとも」

「いいでしょう。許可します」

　津布楽さんの強引な交渉術のおかげで交渉成立だ。肩を揺さぶられまくった椿先輩は気分が悪そうだったが、エゴ暴走に対する天罰だと思って自分を戒めてほしい。

　でも正直、おれに触れた時に見せた魅惑的な手つきは良かった。悔しい。椿先輩に惚ほれかけている自分のチョロさが悔しかった。

　こうしてへんてこなラブコメ作りは始まった。







　恋愛ってなんだろう。

　悩むまでもなく自明なもの。単純明快。自然と落ちるもの。重力みたいなもの。

　連想されるイメージを文字にしていく。そこから何が想像できるか自分を試してみた。しかしうまく物語を構成できない。積み上げようとすると綻びが見つかって次々と瓦解し、また一からやり直し。矛盾のない世界を求めて再び貧乏揺すりが始まる。

　そもそも面白さってなんだろう。

　受け手側からすれば面白いか面白くないかは明白だ。そんなもの読んだり観たりすれば簡単にわかる。けれどいざ作ろうとすると面白さというものが全くわからなくなる。

　陳腐。

　平凡。

　ありきたり。

　ひねりがない。

　生み出したものをすぐに自ら否定し始める。これじゃないと口ずさみながら。

　津布楽さんとのラブコメ作りが本格的に始まって数日が経たったが、ほとんどが思考に思考を重ね続けるだけの静かな時間だった。ラブコメの方向性は決まっている。王道っぽく健全で十代を対象とした学園ものだ。その要素をしっかり取り入れ、恋愛を原動力として物語を動かさなければならないのだが進捗状況は良くなかった。

「船倉くん。他人の恋って読んでて面白いのかな」

「ついにそこに到達してしまったか」

「ラブコメってなんだろう。イチャイチャするのが面白いのかな。ドロドロの人間関係がかな。それとも付き合うまで焦じらされるのが楽しいのかな」

　生徒会室のお隣の教室にて、おれたちはふぬけた声で意見を交わした。

「おれはどれも好きだな。やっぱり大切なのは感情移入できるかどうかだと思う。感情移入できればイチャイチャで悶もだえられるし、ドロドロでは心苦しくなって、告白するその瞬間にはドキドキできる。その感覚が楽しいんだ。問題はその楽しさをわき起こすための感情移入をどうやって読者にさせるかだよな……」

「うーん。人間って面倒臭い生き物だね。もっと単純な生き物だったら簡単に楽しませたり笑わせられるのに。ほら、犬ってボールを投げるだけで面白がるじゃん。あれくらい何事にも純粋だと助かるのになぁ」

　斜め向かい側に座る津布楽さんはぐでーんと上半身を机に乗せ、お手上げといった様子だった。おれも同じだった。ピンと来るものがない。

　こうしている間にも期限は迫っている。プロットの提出まであと三週間ほどだ。期限内に提出しないと折せつ角かくのチャンスを逃してしまう上、津布楽さんの見られ方が変わってしまう。何としてでも結果を出さねば。

　不意に彼女は手をこちらにスライドし、ペンを持つおれの手を包み込んだ。そのまま乱暴に動かしてノートに黒い線が引かれていった。手を彼女に委ねて線を目で追う。その様は化学の教科書でちらっと見た『ブラウン運動』のように無意味で不規則な動きだった。

「どんな絵になった？」

「ぐちゃぐちゃでわからない」

「そりゃそうだよ。適当に動かしただけだし」

　そう言うと頭を横に倒したまま微笑ほほえんだ。

「ねぇ。今、どんな気持ち？　わたしの家で船倉くんもそう訊いてきたよね」

　あの時もそうだった。おれからではなく彼女から手を握ってきた。そして彼女がラブコメを感じたかをおれは訊いた。しかしそれは正確ではない。




　ほんの少しでも、気になっていてくれたら──。




　それを期待して訊いた。自分自身が傷つかないよう大事に大事に闇に閉じ込めて。

　臆病者。

　頭にその言葉が再生される。引っ込み思案では何一つ進展しないことはわかっていた。だから、おれは少しだけ殻を破ってみることにした。

「ドキッとしてる」

　津布楽さんと接するようになってどう心が変容したか。それを一枚フィルターをかけて伝えた。つまりこれは勝負だ。自分自身との戦いだ。

「そう。恋ってそんなものなんだよ」

　彼女は柔らかな声音で述べた。

「ちょっとしたことで惹ひかれちゃうの。触ったり見つめるだけでじわじわと心が変色し始める。相手の好きな色に染まろうとおめかしして、髪を切って、良い子を演じようと頑張っちゃう。本当に魔法みたいだよね。だって一度かかっちゃったら頭から離れなくなるんだもん。そうでしょ？」

　おれは思った。彼女は本当は恋がどういうものかわかっているのではないか、と。だって語り口が恋する乙女そのものじゃないか。

　そして試練の言葉が与えられた。

「船倉くんって……わたしに恋し始めてる？」

　カチッと時計の音が鳴った。急せかすように一秒刻みの音が鮮明に耳に入り込む。言え、言うな、言え、言うなと怒鳴られているみたいだ。

　だが、結局言わなかった。それはとある来訪者のせいだ。

「進捗どうかしら、お二人」

　椿先輩だ。冷たい無表情を貼り付けてのご来場である。

　問いには津布楽さんが答えた。

「全然ダメです。いい感じのストーリーが思いつかないんです」

「あら。苦労しているのね」

　椿先輩はおれの隣に座ってノートに視線を落とした。

「君もなの？」

「はい……どうも難しくてですね……」

「どうしようもないわね。原因はわかってるの？」

「実力不足、ですかね……」

「なによそれ。随分と自信なさそうじゃない。実力不足じゃなくて経験不足なだけじゃないのかしら。あなた誰かと付き合ったことあるの？」

「え。今、それ言わないといけないですか」

「うわー。これは付き合ったことのない男の台詞せりふだわ。もういいわ、わかったから」

「猛烈に悔しい」

　椿先輩は肩を落として息を吐くと丁寧に折られた紙を取り出した。

「紅羽。これを受け取りなさい」

「また貸してほしいＢＬ本のリストとかじゃないですよね」

「これは『恋愛っぽいことリスト』です」

「何ですか、その頭の悪そうなリストは」

「あなたたちはどうせ臆病で弱虫で口だけは達者なお子様です。わたしは非常に呆あきれています。見ていてムズムズが止まりません。そんな二人へ現状打破のアイテムを差し上げます。これは恋人同士が一般的に行うことをリスト化したものよ。わたしが闇ルートから仕入れた情報です。有益に使いなさい」

　そう言うと先輩は立ち上がり、ドアの方へと向かった。

「あの、これどうすればいいんですか？　ちょっと先輩。帰らないでくださいよ」

「あなたたちは口だけは達者って言ったでしょう？　口だけじゃなくて身体からだを動かしなさいってこと。気分転換もかねてそれでお勉強しなさいな」

　再び二人だけとなった。先輩は風のように突然現れ、風のように去っていった。

「何だったんだ。相変わらず椿先輩はミステリアスな女性だ」

「わたしの前ではずっとあんな感じだよ。変なこと言って変なことして。まぁそれはそれで面白いから先輩のことは好きなんだけどね。いい人だし」

「確かに面白そうな人ではある。で、そのリストは？」

「あぁこれ。どうしようね」

　津布楽さんは顎に手をつき、ぼーっとその紙を読み出した。

　すると急に目の色を変えた。

「あの変態副会長も考えたなぁ！　これだよこれ！」

「これって？」

「これに書かれた通りのことをすればいいの！　体験から感じて学ぼうってこと！　そうと決まれば明日から早速実行しなきゃ！」

「へぇ。おれにも見せてくれ」

「ダメ！　これはわたしが管理します。船倉くんは見ちゃダメ」

　彼女は身を引き、おれの手から逃れた。

「名付けて疑似恋愛！　疑似的に恋人関係になって、そこから得られた経験を創作に活いかしていきましょうってことです。同意してくれるよね!?」

「なぜ同意を？」

「んもぅ。とぼけちゃって。わたしと船倉静真くんが恋人関係を構築するの。疑似だから問題ないでしょ、疑似なんだから。いいよって言って」

「マジで言ってるのかよ……」

「なら他に良い案があるの？　もしかして好きな子がいる？　それとも嘘うそで塗り固めた恋愛には耐えられないくらい潔癖？」

　容赦ない質問攻めをされ、退路はなかった。

　いや、これでいい。よく考えればその状況……最高じゃないか。







　翌日。

　何やら朝から津布楽さんが騒がしかった。夏の太陽にも負けない元気いっぱいの彼女とはいえ普段よりも声量が大きい。友人とじゃれ合っているだけのようだが。

「隠してるわけじゃないの！」

「めっちゃ隠してましたけどぉ、紅羽？　さっき何見てたの？」

「違うの！　別に何もないの！」

「あ、わかった。あんたゴム隠してるんでしょ。最近船倉と仲良くしてたからそれかぁ。大人の女になったね、紅羽。でも紅羽が買うんじゃなくて船倉に買わせなよ」

「ちがぁーう！」

　津布楽さんと話しているのは小こ蔦づたかのんだ。彼女はモノクロの世界からやってきたような黒と白に染まった少女だ。汚れなき雪原のような肌と暗黒のショートカットが特徴的な白ギャルである。津布楽さんと仲の良い友人だ。

　津布楽さんが隠したのは椿先輩からもらった『恋愛っぽいことリスト』だろう。朝から熱心に読み返している姿をおれは目にしていた。

　二人の日常を眺めていたところ、いつの間にか喜き太た郞ろうがおれの前で直立していた。

　おれは彼の顔を見て驚いた。下唇を噛かみ、顔中の皺しわを何重にも重ね、血走った目でおれを睨にらんでいるのだ。遠目から見れば化け物だ。古い無料ホラーゲームあたりに出てきそうなくらい彼の顔面は化け物へと変貌していた。

「殺す……裏切り者がッ……」

　こめかみに静脈を浮かせ、怒り心頭のようだ。

「おはよう」

「ふざけた態度取ってんじゃねぇぞクソガキ。津布楽紅羽と交尾したのか？」

「今の発言を録音してたら一発でアウトだぞ、お前」

「魔法使い同盟の禁忌を犯した自覚なしか。落ちるところまで落ちたな」

「あの二人の話をそっくりそのまま信じるなよ。何もないって」

「信じて、いいのか……？」

「おれは今までと変わらない船倉静真だ」

「そうか……安心した。ということで体育の準備体操、ペアになってくれ」

「それが言いたかったのか」

　喜太郞は満足して自分の席へと戻っていった。一方の津布楽さんと小蔦さんはまだぎゃーぎゃー言い争っていた。「ゴムでしょ？」と連呼する小蔦さん、「ゴムなんて聞いたことない！」と呼応する津布楽さん。風紀の乱れが激しい。

　おれの日常に悪影響がないといいが、それよりも津布楽さんは嘘つきだなぁと思った。津布楽さんの作品には、おびただしい量のそれがベッドに散らばっている描写がある。清せい楚その主張は聞いていて虚むなしいだけだった。







「ふーなーくーらー」

　刺激の強い朝から時間が経たち、昼休み。小蔦さんから声をかけられた。

「お弁当一緒にたーべよ」

「え、おれ？」

「嫌？」

「嫌ってわけじゃないけど……」

「じゃあそういうことで。くれはー。ごはーん」

　気付けば小蔦さんの机で弁当を広げていた。もちろん津布楽さんもいる。女子と一緒に飯を食うのは中学生の給食の時以来だ。当時はグループという強制力があったからこそだが、高校生になってからは一度もない。

　落ち着かない。はしたない食べ方をしてないか不安で箸が進まない。弁当だけでなく机の下も大変だ。二人は艶なまめかしい足を自由に動かしまくるので、おれは当たらないよう足を縮こめてキツい体勢で飯を食うハメになった。

　津布楽さんもどこか緊張しているようだった。言葉数が少なく日頃より上品な態度で少しずつ口に運んでいる。どうしたんだろうと思っていたら小蔦さんが爆弾を投下した。

「あんたたちって付き合ってるの？」

　唐突に小蔦さんは訊きいてきた。おれたちは口を揃そろえて「違う！」と否定した。

「わぉ。息がピッタリ。こりゃあ良い夫婦になるね」

「かのん！　気まずくなるようなこと言わないで！」

「わぁ怒ってる怒ってる。でもそんな紅羽も可愛かわいいぞ？　ね、船倉」

「おれに振らないでくれよ……」

「あれれ？　もしかして紅羽のこと可愛いと思ってないの？　サイテー」

　その言葉に津布楽さんが過剰に反応し、まるで世界の崩壊を目の当たりにしたかのように目を見開いた。今にも涙が一粒伝いそうな憂い顔に、こちらまで胸が張り裂けそうな気持ちになる。

「と、とにかく。おれたちはそんな関係じゃない。完全に誤解だ」

「まぁ、わたしとしてはどっちでもいいんですけどね。紅羽がやっと男を連れ回すようになったからどんなやつか気になっただけ。で、どうなの？　紅羽のことどう思ってんの？　教えなよ、この～」

　おれの額に指をぐりぐりと押しつけて尋問してきた。けれど割と気分が良かった。生理的に大丈夫という認識は非常に嬉うれしい。男は生理的に受け付けないという判定が一番精神的に辛つらいのだ。

「いい人、と思ってる」

「うわっ。めっちゃつまんない」

「船倉くん。ちょっとガッカリ」

　パンツを脱がなかったときのように失望された。

「ま、いいや。悪いやつじゃなさそうだから」

「そう思ってくれると助かる」

「あんたたちが裏で何をしてるかは訊かないであげる。友だちの秘密を無む理り矢や理り暴くなんてことしたくないしね。で、二人でナニしてるの？」

「暴くなんてことしたくないって言ったばかりだろ……」

「無理矢理じゃないじゃん。紅羽、船倉とナニしてるの？」

　問われた津布楽さんは無言で首をかしげ、笑みで応えた。それはそれで逆効果な気もする。どうやら嘘と隠し事をするのが下手らしい。対して小蔦さんは津布楽さんをじっとりと見つめて不服そうだった。
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　その後は平穏な昼食となり、秘密に触れられることなく予鈴が鳴った。







　今日も頭を抱えて創作するつもりがおれは校門前にいた。

　傍そばには津布楽さん。例のリストを黙って読んでいる。二人とも鞄かばんを肩から提げていつでも帰宅できる状態だ。

「突然どうしちゃったんだよ。『今日はラブコメ作りしません！』とか言っちゃって。約束通り校門に来たけどこれからどうするんだ？」

「えっへん。これからわたしたちはお勉強をします！」

「勉強？　テストってまだ先だったような……」

「そういうお勉強じゃないよん。恋のお勉強」

　門の前に立つよう指示されて一緒に並んだ。徒競走のスタート待ちみたいだ。

「いい？　門から出たらわたしたちは恋人同士になるの。疑似恋愛だよ。椿先輩が用意したこのリストを元にわたしたち二人が再現する。そしてこの活動で思ったことや感じたことを創作にたっぷり使うってわけ！」

「ほ、本当にやるのか？」

「じゃあ船倉くんって女の子と手を繋つないだり、チューしたり、その先もしたことあるの？　したこともないのに書けるの？」

　おれは反論を考えるのを止やめた。これ以上話し続けても悲しくなってくるだけだ。もちろん全部したことありません。それに彼女の言ったことは間違いではない。ぶっ飛んだ話だけれど現状打破には効果があると思う。そういうことにしよう。

「じゃ、始めよっか」

　その言葉を合図に一歩踏み出し、学校と外の境界線をまたいだ。これで疑似的な恋人関係が成立したらしい。

「はい、わたしたちは両思い！」

「参ったなぁ……で、この後は？」

「街に行きます！　歩きましょう！」

　ハイテンションで大きく腕を振りながら彼女は歩き始めた。こんな調子で大丈夫なのか。心配だったが、それを払拭してくれるくらい彼女は元気溌はつ剌らつだった。

　疑似恋愛で嘘の恋人なのだから何かそれっぽい言動をすべきか悩んだ。荷物を持ってあげるとか、さりげなく車道側を歩くとか。しかし津布楽さんから要望があった。

「恋愛っぽいことその一。恋人繋ぎを実践します」

「ん？」

「ほら、早く握ってよ。ちゃんと一本一本指を絡め合って握るの」

「ええっ!?」

　津布楽さんは前を向いた状態で腰から手を浮かせた。手を握りやすいように配慮してくれているのである。握らないといけないのか。

　邪念を振り払え。これは全てラブコメ作りのためだ。深い意味などない。経験から学ぼうと誠実に頑張っているだけで、あの津布楽紅羽さんに触れられる、恋人繋ぎできる、もしかしたら本当に恋人になれるなんて断じて思っていない。

　純粋な作品作りのためだと言い聞かせて彼女に触れた。

「あっ……」

「その反応やめてくれ！　絶対におかしい！」

「ごめんて！　ちょっとびっくりしちゃっただけだから！」

　口を尖とがらせ強気に言い返してきた。そしてさりげなく指の付け根まで深く握ってきた。おれまで変な声が出そうになる。

「ふん！　こんなことであーだこーだ言ってちゃ何もできないよ！　いい？　これはあくまで疑似で嘘うそで作品作りのためなんだからねっ！　真面目にやって！」

「わかったわかった！　おれも努力する！」

　津布楽さんだって息を荒らげて冷静さを保てていない。横顔を自慢の赤茶髪で隠し、つんと鼻先だけが見えている。照れ隠しが丸わかりだった。

　どちらも無知なお子様だ。

　角を曲がるときも、信号を待っているときも、階段を下りるときも手を繋いでいた。

　緩んでもまた強く握り合った。離れることはなくずっと繋がっていた。そのせいか密着する皮膚同士が溶け合っている感じがした。異物としか思えなかった他人の肉が自分の一部となり、手を通じてお互いの心が融和していくようだった。

　駅前に着いたとき、重大なことに気付いた。

「やべ。自転車、学校に置いたままだ」

「雰囲気壊さないでよ！　結構良い感じにラブラブしてたのに……」

「申し訳ない。つい思い出しちゃって」

「ま、まさかこれからまた学校に戻るとか言わないよね!?」

「そこまで馬鹿じゃないから安心してくれ」

　津布楽さんはぷくっと膨れ、またあのリストを取り出した。

「次は呼び捨てね！　恋人なんだからさん付けくん付けなんておかしい！　もっと距離を縮めてより一層ラブラブに！」

「テンション高いなぁ……」

「ほらわたしを呼んで！　呼ばないと他人の振りしちゃうんだから！」

　呼び捨てということは『津布楽さん』ではなく『紅羽』ということだ。敬称を付けないだけでおれたちの距離はぐっと縮まること間違いなしだ。親密度もグッとアップする。

「く、くれ、は……」

「うーん、ゾンビみたい。もっとハッキリ呼んでよ、静真」

「そうは言われても──え？」

「静真。しーずまくん。くふふっ。ちょっと気恥ずかしいね」

　頭をぶっ叩たたかれたのかと錯覚するほどガツンと来た。この静真という音がこんなに綺麗な音だったとは気が付かなかった。空気を切る音「し」から始まり、最後のまの母音「あ」が官能的に締めくくる。パーフェクトだ。

　気持ち悪い自画自賛を続けている場合ではない。今度はおれがはっきりと呼ぶ番だ。

　腹に力を込めてすっと息を吸った。

「紅羽！」

「はひっ！　何でしょうか!?」

「……」

「……も、もう少し続ける言葉はないの!?　その勢いなら次は『結婚してくれ～！』とか『愛してる～！』だよ!?　この際だから言ってよ！　わたしのこと大好きって！」

「今のでカロリーを使い果たしてしまった……」

「ちぇ。言ってほしかったのにな……」

　基礎代謝を大幅に超えるカロリーを一気に消費した気がする。津布楽さんの名前を呼ぶだけでこんなに疲れてしまうのだから学校では普段通り苗みよう字じのさん付けでいこう。その方が気が楽だ。

「行こっ、静真。まだまだわたしたちの恋は終わらないよ！」

　髪をふんわり浮かせてはしゃぐ彼女は世に舞い降りた天使そのものだった。

　おれたちはゲーセンへと足を運んだ。彼女曰いわくゲーセンは絆きずなを深める場所らしい。素直に楽しめそうだ。

「ゲーセンと言ったらこれ！」

　仁王立ちして堂々と立つ彼女の前にはプリクラの機械がズラリと並んでいた。

　おれはこのピンクとホワイトの二色に染まった筐きよう体たいの中に立ち入ったことは人生で一度もなかった。そもそも機会がなかった。女の子と付き合ったことがないからな。

　かわいいの限界を超えちゃおうというキャッチコピーが書かれた筐体の前に立った。

「ここって男のおれでも入って大丈夫なんですか……？」

「もちろん！　たまに女の子限定っていうところもあるけどね。ほら、あそこだって絶対カップルだよ。好きな人と永遠の思い出を作るならここだよね～！」

　腕を掴つかまれ、ぐいっと垂れ幕の中に引き込まれた。真っ白な箱の中で二人っきりとなる。

　津布楽さんは手慣れた様子で画面を操作した。一方のおれは宇宙人に拉致でもされたかのように首を回して身の回りを観察した。そして運命のシャッタータイムが始まった。

「はいはいはい撮るよ！」

「え、もう撮るのか!?　ど、どうすれば!?」

「落ち着いて静真！　好きなポーズをすればいいの！　なんかして！」

　画面に映った自分の姿はこの時点でだいぶ美化されていた。誰だ貴様。

　おれはとりあえずダブルピースした。喜太郞が大好きなアヘ顔ダブルピースではないが頑張って笑顔を作ってみる。実に不自然な笑顔だった。

　問題の津布楽さんはおれの肩に頭を乗せて同じくピースサインをした。おれのピースとくっつけて。もうポーズどころじゃない。津布楽さんの良い匂いで昇天しそうだった。きっと身体からだに興奮剤でも塗り込んでいるんだ。じゃなきゃここまで心臓はバクバクしない。

「飛ばしすぎなのでは、津布楽さん」

「あ、さん付けはダメ。ちゃんと下の名前で呼んでね？　また次が来るよ！」

　次は津布楽さんの指示で、お互い向き合って手のひらを繋ぎ、ダンス中の一コマを再現した。胸も顔も近づけてとんでもない状況だ。破廉恥レベル百点。

　その後も数枚撮り続けてようやく終了した。かと思いきや、なんと編集作業があるらしい。津布楽さんはタッチペンで画面に忙せわしく書き込み始めた。ちょー愛してる、最強のふたり、好き好き大好き死ぬほど好き、など知能指数が大幅に下がりそうな言葉が可愛らしいタッチで書かれていった。

「はい、静真の分。大切にしてね」

　出来上がった写真を見て不覚にも笑みがこぼれた。最初は顔が引きつっているくせに二枚目からはもう純粋に楽しんでやがる。

　それにしても津布楽さんが可愛すぎる。津布楽さんだけを綺き麗れいに切り取って飾りたいくらいだ。おれが映っている部分は焼却処分しよう。

「ありがとう、紅羽」

「不意打ちでさらっと呼び捨てなんて卑ひ怯きようだなぁ。心臓が……感じちゃった」

「心臓が感じるって表現すごいっすね……」

「無自覚に女を落とすやり手めっ！　成敗しちゃうぞ！」

　指でつんつんと突つつかれる。津布楽さんだって無自覚にボディタッチをして誘惑しているじゃないか。これだから恋を知らないピュアな人は困る。

　徐々に感覚が麻ま痺ひし、最初からおれたちは付き合っていたなんて思い始めた。それくらい遠慮なく手を繋いで、呼び合って、見つめ合って、身体を寄せ合った。疑似なんていう設定自体がもはや嘘だ。おれは既に彼女のことを想おもってしまっている。

　プリクラの次はとある装飾品店だった。

「恋人ならペアルックして当然！　わたしたちは愛で繋がってるって主張をしなきゃダメなんです！　そしてより強固な愛へと育てるのです！」

「同じものを身に付けるってやつか」

「その通り！　ということで選ぼうね！」

　ご機嫌に腕を組んで身を寄せてきた。何をするにも一緒ということなのか、恋人というものは。映像の中で見てきたごく普通のシーンがこんなにドキドキする行動だったなんて知らなかった。そしてそれをさらっとやってのけるリア充の方々が羨ましい。おれはまだまだ関節の固いロボットだ。

「これなんてどう？」

　彼女が指さしたのは指輪だった。一発目からどえらいものが来てしまった。

「こ、これってまさか婚約指輪とかじゃないよな」

「あははっ！　ただのアクセサリーだって。それとも婚約指輪のことをもう考えてくれてるの？　わたしのために？」

「ネジが外れてきてますよ、紅羽さん」

「疑似恋愛なんだから合わせてよぉ。今だけは本当の恋人なんだから」

「……いずれな。いずれ渡すよ」

「うん、ありがと。ずっと待ってる」

　美しい虹こう彩さいがぐっと広がり、照明が彼女の瞳をきらびやかに光らせた。その姿に見とれてしまい、ぽろっと心の声が漏れた。

「なんで……こんなに可愛かわいいんだ」

「む！　もっかい言って！」

「やばい。今、やばいこと言ってしまった」

「わたしもやばいからやばくないよ！　もっかいもっかい！」

　これ以上はダメだ。二人とも急速に語彙力が低下して動物に還かえりかけている。きっと疑似恋愛という設定が判断能力を鈍らせているのだ。自分たちは何でもしていいと思い込んでいる。

　冷静になるために辺りを見渡した。

　ほんの数秒前まで全意識が津布楽さんだけに注がれていた。いつまでも見ていたい、いつまでも語り合いたいと中毒的な感覚に囚とらわれ、津布楽さんだけしか考えられなかった。彼女は歩く中毒物質なのかもしれない。

　商品に視線を泳がせていると一つのブレスレットに目がとまった。

「あ、これいいな」

　翼をイメージしたブレスレットだ。決して華美ではなく控えめで、革の紐ひもには鮮やかで小さな翼が通っている。

「紅羽って名前に『羽』があるだろ。これがちょうどいいかなって思ったんだ」

「ふぅん？　つまりこれをわたしだと思って大事にしてくれるんだ？」

「そ、そう。そういうことだ」

「超嬉うれしい。じゃあこれにしよ？　静真とわたしのペアルック」

　購入するとすぐに左手首を通した。一皮むけた気分だった。こういった自分を装飾するアクセサリーとは無縁の人間だと決めつけていたから新鮮だ。陰からの脱出の第一歩かもしれない。ごめんな、喜太郞。お前を見捨てておれは光の世界へ旅立つ。

　また手を熱く繋つないで次の目的地へと向かう。

　彼女はわざと手を意識的に握ったり緩めたりしておれの反応を楽しみ始めた。「にぎにぎ」と呟つぶやきながら揉もんでくるので荒ぶる我が魂を鎮めることに大忙し。

　そこにトドメを刺す事態が起きる。エスカレーターを登った先に女性用下着がズラリと並んでいたのだ。昔から思うのだがなぜエスカレーターの近くには凹凸のハッキリした女性マネキンや下着が陳列されているのだろう。小さい頃は「いけない子供」と軽蔑されぬようビクビクしながら通過していた。

　そんな思い出に浸って下着をじっと観察してしまったせいか、津布楽さんの意地悪な企たくらみに火をつけてしまった。

「静真ぁ……わたしのパンツ何色だと思う？」

「ほえ？」

　吐息がはっきりと聞こえる距離まで口元を耳に寄せてきた。ほんの少し背伸びをし、おれに体重を預けると彼女は自ら答えた。

「ブラック。すっごい派手なやつ」

「お、おぉ……アダルト……」

「でしょう？　もう立派なレディだもん。静真は？」

「おれは……おれはトランクスだ！」

「なんかアニメで聞きそうな台詞せりふだね。全然えっちな感じしない」

「おれは……おれはミッドウェイブリーフだ！」

「ちょっと格かつ好こいいかも。ふふ」

　くだらない話をした後は目的の喫茶店で飲み物を注文し、腰を下ろした。歩きっぱなしでずっと心が落ち着かないラブラブ状態を続けていたため、とても椅子の座り心地が良かった。津布楽さんも「ふぃ～」と気持ちよさそうに脱力した。

「静真、やるね。わたしの心も身体もめちゃくちゃにしちゃって。流石さすがはラブストーリーのプロフェッショナル」

「どっちかと言えば紅羽の方がすごいけどね。女優になればきっと世界で活躍できる」

「それってわたしの演技が上手ってこと？」

「そうだろ。疑似恋愛だからな」

「残酷だなぁ。ま、そうだよね。そうじゃなきゃ君とこうして恋愛してないんだもんね。プリクラに大好きって書くこともできないし、手を繋ぐこともできない。全部、嘘うそのおかげ」

　しんみりとしてしまった。おれは場を和ませようと即席で話題を振った。

「そういやさ。椿先輩とどうやって出会ったんだ？　一個上の先輩と友人になることは部活とか委員会とか入ってないと中々ないだろ。気になってたんだ」

「先輩とは同人誌即売会で出会った。先輩はお客さん。ずっとわたしのファンだったらしくて、その日は初めて現地に買いに来てくれたの。すっごく熱く語ってくれてね。嬉しかったなぁ。それが入学当初のこと。で、後日ばったり学校で先輩と再会したってわけ。まさか同じ高校だとは思わなかったよ」

「割と世界は狭いんだな」

「それから友だちになった。先輩後輩って関係だけど友だちって感じが強いかな。あんなんだしね。先輩は重度の漫画オタクで土日はいつも漫画喫茶でくつろいでるんだって。ジャンルの好き嫌いはないらしいよ」

「そんなに好きなのか……ちなみに椿先輩が変態な理由ってあるのか？」

「生まれつきじゃない？　でも公の場では普通だから大丈夫でしょ。わたしとか静真の前でしか正体を現さないし。まぁ先輩は友だちがいないからしょうがないか。クールキャラを極めすぎた結果、誰も寄りつかなくなったって嘆いてたなぁ」

「今度から先輩には優しく接してあげよう……」

　あの美女が教室で一人寂しくポツンとしている姿を想像して胸が痛んだ。校舎裏でしくしく泣いていたりして。辛い、辛すぎる。これからは嫌悪せずに正面から先輩の変態を受け止めよう。

「紅羽がＢＬに興味を持ったきっかけは？」

「そうだなぁ。ママかな」

　彼女は例のリストを取り出し、目を通しながら続けた。

「小四の頃ね。深夜に目が覚めておしっこしに行ったとき、台所の電気がついてることに気付いたの。こっそり近づいて覗のぞいてみたらママが座って何か読んでた。災害備蓄とかを保存する床下の小さな収納庫を開けてね。気になって親がいないときに開けてみたら備蓄の一番下に隠されてたんだよ、ＢＬが。それがきっかけ」

「読んだのか……」

「うん。で、隠れて読んでたことが最終的にバレちゃってお互い叫んだ。ぎゃーって。それから親公認の腐女子に転生したわけなのです！」

「面白い親子だなぁ」

　親の理解はとてもありがたいだろうな。教育上よくないと足蹴にする親もいるくらいだ。そうやって自由を奪って支配する行為こそが成長の悪影響となるのにわかっちゃいない。おれが映画を奪われたらきっと喜太郞と一緒に自宅を爆破していると思う。彼なら人の趣味を制限する罪深さを知っているから協力してくれるはずだ。

　津布楽さんはクスクスと含み笑いをしてリストを読んでいる。きっと次にやることを考えながら妄想しているのだろう。そんな彼女を見て意地悪したくなり、ひょいっとリストを取り上げた。

「あっ、ダメ！　読まないで！」

「紅羽ばっかりずるい。どれどれ」

　前のめりになって手を伸ばしてきたが取られるわけにはいかない。おれは仰のけ反ぞってリストを上にかざし、順に読んでいった。

「恋人繋ぎ、ゲーセン、ペアルック、服選び、遊園地、勉強会……なるほどなるほど。結構あるなぁ。これは一日ではこなせそうにないな」

「返して！　ダメだからぁ！」

　なぜそこまで必死なんだと疑問に思いながらも読み続けた。微笑ましいことばかりで至って普通だったのだが、最後の項目に目がとまった。




　キスする。




　それは明らかに後から付け足されたものだった。筆跡が明らかに違う。ずっと続いていた達筆の字はおそらく椿先輩が書いたものだろう。しかし最後の『キスする』だけは丸字だ。プリクラに書かれた文字と一致していた。

　おれがそれを読んでしまったことに津布楽さんは気付いてしまったようだ。途端に手を引っ込めて萎縮してしまった。

「そろそろ……出よっか」

　また俯うつむきがちにさせてしまった。

　あんなものを見てしまった後ではかける言葉が思いつかなかった。

　外はもう日が沈み始め、赤く焼けた雲が空に流れている。歩道には疲れの見えるサラリーマンたちやこれから飲みに行くであろう大人たちが行き交っていた。その中をおれたちは無言で歩いた。おれも彼女も別れるタイミングをどうしようか悩んでいた。

　歩道の信号がちょうど赤になった。その時、津布楽さんは口を開いた。

「今だけは、恋人だよね……？」

「……自分から言ったんじゃないか」
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「ショートカットしちゃダメ……かな。恋人が別れるときにすること……しちゃおうよ。また会おうね、また愛してるって言おうね、また幸せになろうね、また会う日まで忘れないでねって。そんなロマンチックな約束……最後にしたい」

　赤信号のタイムリミットが刻々と近づいていた。もうすぐ青信号を知らせるのどかな音楽が流れて時間が動き出す。行き交う人々の陰鬱な顔や晴れ晴れとした顔が無神経に傍そばを横切って、ずっと見つめていたい彼女の顔が紛れ込んでしまう。邪魔されたくなかった。

「わたしのことだけ感じて」

　そう言って紅羽は薄く目を閉じ、首を僅かに傾けた。

　嘘でもいいのか。真面目な自分が叫んだ。でももう無理だった。関係が嘘でも気持ちは本物だ。きっと後戻りできないと思った。もう、この魂は彼女のものなんだ。

「何してんだ、おめーら」

　あと数センチのところで現実が戻った。

　現実に戻してくれたのは皮肉にも現実が大っ嫌いな松まつ本もと喜太郞だった。彼は某アニメショップのビニール袋を片手に帰宅途中のようだ。

「おい静真。貴様、やっぱり津布楽紅羽と付き合ってんじゃねぇのか。学校でも二人で何かして、外でも二人で行動してるとかマジでクソだな。おれとアニメを語っていた方がそこの女といるより何百倍も有意義なのはこの世の常識だろ？　早く目を覚ませよな。大体な、現実の女ってものはお前が想像しているよりぎゅぴっ──」

　黙り込んでいた津布楽さんが喜太郞を思いっきりビンタした。その豪快な音に周りの一般人も振り向く。おれも豪快に顔の形が崩壊する喜太郞を口を開けて見た。

「一生アニメ観みてやがれこのアニ豚ァ！」

　初めて聞く津布楽さんの怒号だった。相当お怒りだ。

「ぶったなァ！　かーちゃんにもぶたれたことないのに！」

「知るか！　早く消えてよ！　気持ち悪い！」

「あんだとゴラァ！　テメェこそおれの視界に入ってくるんじゃねぇよ！　メインヒロインの邪魔ばかりしてくるゴミみたい野郎だな！　お前は負けヒロインなんだよ！　絶対に幸せになれねぇ運命を背負った雑魚なんだよ！　一生泣いて悔しがってろ！」

「はぁ!?　ゴブリンの生まれ変わりみたいな君がそれ言うの!?」

「うっせぇんだよ約束された敗北者！　せいぜい妄想だけしとけ！」

　そうして喜太郞は去って行った。衝撃的な一幕だったが何よりも驚いたことがある。

　お前女子と喋れてるじゃないか！　おめでとう！

「何なのあいつ！　ムカつく！」

「おれから言っとくよ。あれは言い過ぎだって」

「いいよ。静真が気にすることじゃないし。それより今日はありがとね。すっごく楽しかった！　また明日から一緒にがんばろ！」

　手を振って津布楽さんも去って行った。

　さては喜太郞を殺しに行ったのではあるまいな。しかし仮にバトルが始まったとしても巨漢の喜太郞は易やす々やすとやられはしない。きっと良い勝負をするはずだ。それに彼は二次元の世界に行くまで死ねないと宣言している。心配は無用だろう。

　これで疑似恋愛は終わった。もう津布楽さんはただのクラスメイトになってしまった。

　もはや幻でしかないのだろうか。このブレスレットも、プリクラも全て。全部なかったことになるのだろうか。わかっていたことだがショックは大きかった。

　そして冷静にこう思った。

「レンタル彼女っぽいな、これ」

　お金を払っていたら恋愛代行サービスだ。なんとも恐ろしい。無条件に愛していると告げられる幸福な世界に浸っているところに、突然「お会計三万円です」とお金の話が出てくる残酷なアレだ。おれだったら虚無感に耐えきれず精神崩壊する自信がある。

　まさか津布楽さんはレンタル彼女じゃないよな。夜中に請求書がメールで届いたりしないよな。そこまで世界は悪意に満ち満ちていないと信じたい。

　その夜、おれはめちゃくちゃ創作意欲が爆発した。津布楽さんがレンタル彼女だったとしても可愛かったこと、楽しかったこと、ドキドキしたことは揺るがない事実だ。思い出すだけでニヤニヤが止まらない。津布楽さんとの妄想が捗はかどって捗って、十数年後の未来まで妄想してしまった。

　夢にまで津布楽さんが現れた。津布楽さんはぴちぴちの水着姿でヌルヌルするマットの上で寝っ転がっていた。さらに椿先輩も緊急参加してきた。先輩は期待通り水着など着用せず、母なる大地に最大限の敬意を払った裸体で出現した。二人は絡み合うように狭いマットの上を転げ回り、ヌルヌルの液体を身体からだの隅々に塗りつけて遊んだ。幸せがたくさん詰まったあの丸い脂肪はぷるんぷるん揺れ、おれはヨダレが止まらなかった。もしやこのヌルヌルはおれの唾液か？　なんて淫らな世界だ。永遠にここで暮らしたい。

　もちろん全て夢である。咎とがめられる要素は一切ない。

　しかし目覚めると夢の記憶はどんどん薄れていった。あのスーパーホットな女体は徐々に肌色の抽象画へと変わり、原形は失われていった。

　おれは呻うめきながら膝をつき、頭を何度も叩たたいて記憶を強く刻もうとした。

　津布楽さんの淫乱な姿を……先輩の美しいお尻を忘れるはずがない！

　だが朝飯を食べる頃にはすっかり忘れ、自分が頭を叩いていた理由すら忘れてしまった。おれはとても大切な記憶を失った。とても大切な夢だったはずなのに、もうひとかけらも頭に残っていない。自分が発情した犬のように興奮していたことだけしか覚えていなかった。

　それでもおれは諦めない。いつかは思い出せると信じて家を出る。

　さて、今日もラブコメ作りだ。








第三章　色恋仕掛けのトラブル









「幼おさな馴な染じみは最強の属性だと思うんだ」

　おれの主張に対し、津つ布ぶ楽らさんと椿つばき先輩は怪け訝げんな顔をして首をかしげた。

　ＢＬ話に花を咲かせていたところに、ふらっと現れた眼鏡めがねの男がそう説き始めたのだから不審に思うのは正常な反応と言える。

「幼馴染みという設定はポテンシャルが高い。幼馴染みが主人公を一人の異性として感じてしまう瞬間は最高だ。主人公を誘惑する泥棒猫に嫉妬してしまう様も最高だし、思い出を盾にして小生意気に威張る姿も最高だ。そして幼馴染みは経験値が違う。主人公の何が好きで何が嫌いかをちゃんと把握している。もちろん好みのタイプもな」

　二人の顔は曇りつつあったが、めげずに続けた。

「幼馴染みはラブコメ作品のテンプレートな属性と言っていい。けれど大抵メインヒロインではないよな。幼馴染みを圧倒する可愛かわいいヒロインが現れて打ち砕かれる。毎度おなじみの敗北だ。という悲しい事情に終止符を打つべく幼馴染みの奮闘物語はどうだろう。幼馴染みに幸せを」

　語りきった。おれは満足して水筒のお茶を一口含み、二人の意見を待った。

　最初に切り出したのは津布楽さんだった。

「船ふな倉くらくん……幼馴染みが好きなの？」

「好きですね、はい」

「……船倉くんって幼馴染みいるの？」

「いや、おれはいないが。いたらいいなとは思うけどな」

　もの言いたげな目で不満そうである。もしや津布楽さんは幼馴染みという属性が嫌いなのだろうか。あれほど使い勝手のいい属性はそうそうないのにもったいない。

　次は椿先輩だ。

「幼馴染みはわたしも好きだわ。ショタ時代のあどけない思い出を振り返りながらお尻を洗い合うなんて最高よ。とってもそそられるわ。ガリガリだったのに大人になって再会したらガチムチの大男になってるってシチュエーションも好きね」

「先輩。ＢＬもいいですが今は一般向けラブコメの話をしています」

「細かいことにいちいちうるさい男ね。早いとこあなたの可愛い象さん見せなさいよ。どのみちわたしに見せる運命なのだから潔くパンツ脱げ。遅いか早いか。死と同じよ」

「ナチュラルに性的要求しないでくださいよ。そもそもここにいて大丈夫なんですか？　生徒会はどうなんです？」

「あなたが思ってるほど生徒会は忙しくないのよ。むしろ暇。だからこうして可愛い後輩二人と遊んであげてるんじゃない。あなたも嬉うれしいでしょう？　超可愛い津布楽紅くれ羽はと頭脳明めい晰せきクール系ウルトラ美少女の椿莉り子こと放課後を一緒に過ごせるのだから。これが社会ならお金を取っておくところよ。一時間三万円くらいで。延長アリ」

　先輩と話していても無駄だな。亀と駆けっこするくらい無駄だ。

「津布楽さん。どうかな。あくまで参考程度でいい。想像を膨らます材料になってくれればくらいの気持ちだから」

「考えてくれてありがとう。良い感じに想像できそうだよ。やっぱりキャラクターを設定してから物語を動かす方が楽かなぁ。いつも悩むんだよね」

「おれにはよくわからないけど頑張ってみるよ。他にも考えてほしいことがあったら言ってくれ。考えてみる」

「すっごいエモい……わたしのために尽くしてくれるなんて……」

　自分の頬ほおを包み、感激しているようだった。そんな幸せそうな顔をされたらもっと頑張ってしまうじゃないか。俄が然ぜんやる気が出た。

「紅羽、気をつけなさい。彼はわたしと同じ匂いがするわ。どうせ夜な夜なわたしたちの身体を想像して自分を慰めているわよ。紅羽っ、紅羽っ、って声を押し殺しながらね」

　またも先輩が暴走し始めた。

　この人はきっと尋常でないほど欲求不満なのだ。そういう話をしたくてしたくて暴発寸前なのだろう。表では綺麗な自分でい続け、心を許せるおれたちの前では素の自分をドバッと解放することによって心の均衡をギリギリで保っている。それが椿先輩だ。

　しかし先輩の戯たわ言ごとを即座に否定することができなかった。思い当たる節があったからだ。水着の津布楽さんと裸体の先輩が夢に登場している。意識的ではないが自分の頭で作り出しているので先輩の指摘にばっちり該当していた。

　だとしても、ここで言葉に詰まってはいけなかった。

「あらあらあらぁ。黙っちゃってどうしたのよ。もしかして本当にわたしたちで妄想しちゃっているのかしら」

「し、してませんよ」

「こらっ。嘘うそはダメよ？　正直に言わないとこの教室は取り上げちゃう」

「なんて卑ひ怯きような……！　職権濫用だ」

「権力は使ってないわ。だって副会長として貸しているんじゃないもの。ほーら、言っちゃえっ言っちゃえっ。お姉さんは知りたいわっ」

「……夢に出てきただけですよ。これでこの話は終わりです」

　先輩はお望みの回答を得られると妖艶な笑みを浮かべた。愉悦しているのか悪巧みをしているのかハッキリしない笑みに恐怖する。おれの未来は明るいと信じたい。

　当の津布楽さんは赤面して俯うつむいていた。

「あら可愛い。紅羽の恥ずかしがっている姿は世界で一番可愛いわ」

「ごめんなさい、ごめんなさい、船倉くん……」

「なぜ彼に謝罪を？」

「わ、わたしも夢で……」

　その一言で静寂が舞い降りる。この場をしのげるほどおれは話術に長たけていなかった。

「ひょえ～なにこの空気」

　椿先輩だけは空気に飲まれず、マイペースにぼやいた。

　先輩ぐらい図太い性格の方が生きやすそうだな。







九月上旬。

　まだ若干の暑さは残っているが日に日に陽光の強さは控えめになってきている。

　夏服姿も健在だ。胸元をつまんでパタパタと空気を出し入れする夏の風物詩があちらこちらで垣かい間ま見みえる。自転車を指定の場所に置いて鍵をかけ、おれも制服をつまんで風を入れた。ついでに制汗スプレーも吹きかける。ひんやりと肌に冷気が染み込み、たちまち爽やかな香りが広がった。

　最近、身なりを気にするようになった。いつもなら放置する寝癖も朝のうちに整え、匂いにも注意を払うようになった。

　津布楽さんに不快に思われたくないから意識し始めたことだ。ついでに椿先輩に対しても。あの人にはパーソナルスペースという概念がないのか常に距離が近い。さらにボディタッチも激しい。前なんてさりげなく尻を撫なでられ、耳に息を優しく吹きかけられたりもした。おれをイジるのがとてもお好きなのだ。

　こうやってみんなおしゃれして大人になっていくのだろう。無邪気に洟はなを垂らしていた幼年期を卒業し、自意識の芽生えた少年となり、性を意識し始めた青年となる。そうして恋の成就のために自分を磨き始める。女の子は恋をすると可愛くなるという話はこれに通じているんだろうな。

「あ、船倉じゃん」

　パッと手を開いて声をかけてきたのは小こ蔦づたさんだった。昇降口前でのことだ。

「小蔦さん。おはよう」

「おぱよ。別にわたしのことはさん付けじゃなくていいよ。下の名前にして。『こづた』って響きがダサくて嫌なんだ」

「そうか？　まぁわかった。これからはそう呼ぶ」

「よしよし。今日も元気よくお勉強するんだぞ？」

「なんだそれ。おれの親かよ」

　かのんとも話すようになった。話すような仲ではなかったのは津布楽さんと同様で、夏休み前まではただのクラスメイトだった。それがここ数週間で冗談を飛ばせる関係になるなんてびっくりだ。

「船倉って映画が好きなんだって？」

「まぁそうだな」

「特に恋愛が題材の映画が好きって聞いたけどマジなの？　どかーんばきゅーんとかが好きなんじゃないの、男って」

「……もしかして津布楽さんから？」

「そうそう。紅羽、最近は船倉のことばっか話すからさ。わたしまで船倉のこと知っちゃうんだよね。あの子すっごい楽しそうに話すんだよ？　船倉くんが～船倉くんが～って。もはや船倉病だね」

「ご迷惑をおかけしています……」

　かのんはにひひと白い歯を見せた。朝からテンション上げ上げのようだ。

　津布楽さん、椿先輩、かのんと親密になるにつれ学校生活が楽しくなった。彼女たちの人柄が良かったというのもあるがもっともな理由は人間関係が広まったことだろう。広がった分、自分の心も広がった気がする。余裕が生まれたと言い換えてもいい。

　意外と人間の心は変化しやすいのかもしれないと思いながら教室に入ると、

「ちょ、ちょちょちょっと。なんで？」

　クエスチョンマークで脳内がいっぱいになっている津布楽さんが席を立ち、大股でずかずかと近づいてきた。

「おはよう、津布楽さん」

「おぱよ、紅羽」

　揃そろって挨拶する。しかし津布楽さんはおれを両手でそっと押し始め、廊下へと誘導した。それだけでは終わらず校舎の外まで連れて行かれた。

「そうだったの？」

　コンクリートの壁に背中をつけ、おれは津布楽さんに壁ドンされた。両手で逃げ道を塞がれている。彼女は顔を下に向けたまま弱々しい声で続けた。

「かのんと付き合ってたんでしょ」

「は？　どういうこと？」

「だってあんな仲よさそうに一緒に登校なんて絶対そうじゃん！」

「かのんとはそんな関係じゃないぞ……ただ偶然、下で会っただけで──」

「かのん!?　随分と親しくなってるね！」

「そう呼んでいいって言われたんだよ。とにかく何でもないよ」

　とんでもない勘違いだった。そんなことで交際していることになるなら手を繋つないだ津布楽さんとはもう夫婦だ。キスまでしかけたんだからもはや子供ができちゃうレベルだ。

　自分まで支離滅裂な思考になりつつあったが彼女はもっとおかしかった。

「疑似恋愛しようよ」

「今ここで？」

「うん」

　そっと手を握ってきた。

「わたしって不器用で心配性なんだ。だからすっごく不安。静しず真まが……誰かの方に向いちゃうんじゃないかって。信用はしてるの。でもどうしても疑っちゃう」

「考えすぎだ。さっき言った通り、何でもない」

「ホントにホント？」

「本当」

　沈黙の後、触れていた手は離れた。

「ごめんね。変だよね」

「変じゃないよ。いつもの津布楽さんだ」

　常識から考えれば変だが彼女の場合は変じゃない。むしろこれくらい謎の行動をしてもらわないと心配してしまう。

「いくつかストーリーが出来上がってきたの。今日も放課後あの場所に来てね」

「もちろん。楽しみにしてる」

　彼女は額をおれの胸に当ててきた。それが数秒続いた。

「まだ続いてたのか、疑似恋愛」

「ふふ。どうなんだろうね」

　津布楽さんは翻って駆けていった。揺らめく赤茶髪、美しく長い脚、きゅっと引き締まったくびれが目に映る。彼女以外に目を向けられるものなら向けてみたい。

　彼女には引力が働いているのだと思う。人を引きつける力──そう、重力だ。物質同士の中心部に引かれるよう、落ちるよう作用する力が人間の心にも働いている。だから人はフォール・イン・ラブと伝えるんだろう。恋と重力は紙一重なのかもしれない。

　そう述べたらきっとあの人は怒るだろうな。

『人が恋に落ちるのは重力の責任ではない』

　その言葉を残したアインシュタインに。







「お前、自分に酔ってんじゃねぇのか」

　体育の授業中、辛辣なご意見を喜き太た郞ろうからいただいた。

　授業内容はバレーボールで今はチーム練習をしている。円になって一つのボールをトスし合う練習だ。偶然チームには津布楽さんと喜太郞がいた。

「最近のお前は何かと気持ち悪いぞ。言葉遣いがくっせぇ比喩表現ばっかでネットでよく見かける激寒ポエムみたいだ。おれの鼓膜が腐っちまうから今すぐやめろ」

「マジか。おれってそんなにキモいやつになってたのか」

「あぁ、かなりな。おっと受け取れ静真ァ！」

　喜太郞は回ってきたボールをおれにトスしてきた。ちなみに彼はおれにしかボールを回さない。絶対におれ以外のチームメイトには渡さなかった。

「キモさレベルを百点満点で評価すればお前は一億点だ。視界に入れた途端に嘔おう吐とするくらいキモい。存在すること自体が危険だ」

「もはや人間兵器で世界の敵だな。お前が好きそうな設定を奪っちまったけどいいのか」

「おれはハーレム王だからいいんだよ。憎しみなんてこの世から消えちまえ」

「喜太郞らしくて爽快だ」

　笛が鳴り、練習が終わった。

　おれたちは一発目の試合だ。まぁ運動神経抜群の津布楽さんがいるから大丈夫だろう。彼女を一いち瞥べつして心臓が高鳴った。髪型がポニーテールになっているのである。首元がすっきりとしていてこっちまで涼しくなる。

「がんばろーね！」

　津布楽さんの一言で士気が高まった。よし、命を捧ささげる覚悟で戦おう。

　しかしながらおれの活躍は期待できそうになかった。津布楽さんの殺人サーブが次々決まっていったのだ。無回転で飛んでゆくボールは綺き麗れいに相手コートに落ち、レシーブ側をかき乱した。あんなものを受け止めたら両腕が粉砕する。味方で助かった。

　そうして五本連続で取ったときだった。

「下品な乳ばっか揺らしてんじゃねぇよクソが！　見せつけてんのか！　ノーブラなんじゃねぇのかテメェ！」

　喜太郞が津布楽さんに文句を付けた。おそらく退屈だったのだろう。彼は負けず嫌いなところがあるため勝負事となると真剣になるのだ。その勝負に参加できない現状にいらつき、ついに限界値を超えた。

「おい喜太郞。体育教師に聞かれたらマズいぞ」

「目玉おやじみたいな台詞せりふ言ってんじゃねぇよ。あいつはお前にアピールしてんだよ。気にくわねぇ。おいっ！　カースト上位だからって気取るな！　ボインボインうっせぇ！」

　一方の津布楽さんはツーンとした目でボールをバウンドさせ、無視した。それが正しい対処法と言えよう。関わるだけ面倒になる。

　審判の笛で投球合図が出た。

「ぎゅぴっ！」

　豪速球で放たれたボールは喜太郞の背中にクリーンヒットした。レーザービームのように一直線にだ。その衝撃で奇妙な音を発し、彼は前から倒伏した。

「ぶち殺すぞ！」

「ごっめ～ん。次はちゃんと入れるから～」

　津布楽さんはウインクを飛ばして謝罪した。あんな魔性のウインクをもらったら虜とりこになってしまうところだが喜太郞は中指を立てて般はん若にや顔になった。もしかすれば喜太郞はストイックに生きる修行僧なのかもしれない。女性の誘惑にビクともしないその精神力は人並みを超えているように思える。これもアニメの恩恵か。

　その後、試合は穏便に進み、おれたちが勝利した。

　次の試合が回ってくるまでおれたちはステージの上に座った。

「喜太郞。お前見かけによらず運動できるよな。レシーブすげー上手うまかったぞ」

「動かねぇ豚はただのハムだ。アニ豚舐なめんな」

「かっけぇっす……」

　ここで葉巻でも吸い始めたら男のおれでも惚ほれていた。おれたちは購入したスポーツドリンクを喉に流し込み、疲れを癒やした。

　次の試合が回ってくる前にトイレに行った。

　ちょうどハンカチで手を拭きながらトイレから出てきた津布楽さんとばったり会った。

「あ、船倉くん」

「やっぱり津布楽さんはすごいな。サーブかっこよかった」

「ありがと！　船倉くんもよかったよ」

　津布楽さんはじっと見つめてきた。

「ど、どうした」

「船倉くん。わたしって……下品に見える？」

　喜太郞が発した暴言だ。おれはすぐに否定した。

「そんなわけない。すごく綺麗だと、思う」

「ふふ。そこは『思う』だなんて言わずに断言してよね」

「綺麗だよ」

「んっ！　ふ、不意打ち禁止！」

　津布楽さんより可愛かわいい生命体は地球上に存在しないと思った。いや、存在しないと断言しておこう。







　ラブコメ作りは着実に進んでいった。

　津布楽さんが考えたストーリーは端的に述べれば『嫉妬させ合う物語』だった。

　高校生になった幼おさな馴な染じみの男女二人が主要人物だ。

　腐れ縁のせいで伝えることのできない気持ちを抱えたまま高校生となった二人が、相手から動いてもらおうと心に決め、お互いに嫉妬させ合うのだ。そうする中で変化する関係や巻き起こるトラブルをコメディチックに描く。

　それが津布楽さんの考えたラブコメだった。

　しかしこれで確定というわけではない。ここから深く掘り下げて細かい設定を考えねばならない。漠然としたイメージをくっきりさせる。出来上がってもまだ安心はできない。最終的な判断は出版社側が決めるのだ。企画が通らなければやり直しか修正だ。

　さらに二人で考え、意見し合い、物語を濃くしていった。期限には間に合いそうだ。







　そして休日。何もせず自室でだらけている予定だったが気になっていた映画のことを思い出し、外出することにした。

　近頃はずっと映画を観みていなかった。津布楽さんとのラブコメ作りに時間を割いていたためブログも更新していない。このままでは読者に死んだと思われるので今日はレビューするつもりで観に行こう。

　時刻は午前十時過ぎ。気温はちょうどいい具合で過ごしやすい。

　おれは運動を兼ねて駅前まで歩いた。調べたところ散歩は創作者にとって良い気分転換になるらしい。外の空気を吸い、光を浴び、自然の音に耳を澄ますと良い発想が生まれるとかなんとか。おれも真ま似ねてみた。奇想天外なアイデアがひらめくかもしれない。

　あと数分で駅前の映画館に到着するタイミングで興味深いイベントを目撃した。コスプレのストリートフェスタだ。アニメやゲームのキャラクターを模したコスプレイベントだった。まだ上映まで十分に時間があったので見物することにした。こういったイベントは中々目にできるものではないだろうから後学のために見ておこう。

　イベントはかなり盛り上がっているようでレイヤーも見物人も大勢いた。みな一様に笑顔でエネルギッシュだ。見ているこっちまで気分が高揚する。さらに心も乱れた。かなり肌を露出したレイヤーさんがいるのだ。後ろ姿だけ見ればもはやノーパンだ。椿先輩がいっぱいだ。そんな彼女らにカメラを構える人らもすごかった。狙撃銃のスコープみたいなカメラを構え続け、疲労なんて忘れて夢中になっている。

　喜太郞がいてもおかしくないなとも思ったが彼は三次元に興味がない。おそらく今頃は家でアニメ視聴に全力を注いでいるだろう。また来週になったらどんなアニメの話をされるのやら。そろそろエロアニメを教室で語るのはやめてほしい。

　眺めていると、とあるコスプレイヤーに視線が惹ひかれた。長いブロンドの髪を垂らしたゴシックファッションの女性だ。人間と人形の狭はざ間まにいるような独特の美しさで周りを魅了していた。まるでファンタジーの世界からこちらに迷い込んできたみたいだ。表情は薄く儚はかなげで、動きはとてもしなやかで幻想的だ。

　しかし一番興味を引いたのは顔だ。見覚えがある。その子はこのゴシックファッションのように白と黒が似合う少女で普段からおしゃれを欠かさず、津布楽さんと仲の良い陽キャの白ギャルとしてクラスにいらっしゃる。

　目が合った。おれは咄とつ嗟さに逸そらした。もし彼女が警察官だったら一発で職務質問されるくらいには露骨に逸らしてしまった。おれは知らんぷりでこの場からフェードアウトしようとしたが、彼女の方が早かった。接近され袖を掴つかまれてしまう。

「逃げないでね、船倉。終わるまで待ってろ」

　おれは、かのんの秘密を知ってしまったらしい。




「お待たせ」

　数十分後にかのんと再会した。ウィッグは取っていたが服装はさきほどのゴシックのままだった。それはそれで似合っているので思わず「おぉ……」と感心した。

「ど、どうも。船倉静真です」

「あーあ。バレちゃった」

「はは……では、ぼくはこれで……」

「どうしよっかなぁ。わたしの秘密を知ってタダで済ませるわけにはいかないよなぁ。それがまさかのクラスメイトでわたしもよく知る船倉だったなんてなぁ」

　おれの処分を検討中か。畜生、おれは興味本位で覗のぞいただけなのにあんまりだ。まだまだ観たい映画が山ほどあるのに死にたくない。

「言いふらしたりはしませんのでご安心を。誰にも言いません」

「信用できないなぁ。紅羽とかにさらっと言いそうで不安だなぁ」

「え、津布楽さんにも秘密にしてるんですか。大丈夫です。言いません」

「うーん、やっぱダメだわ。今日一日荷物持ちとして手伝ってくれたら考えてあげる。従順であればあるほど好感度アップ。寿命も延びるよ」

「あぁ……でもおれにも予定がありまして……」

「いいよ。付き合ってあげる。その後はわたしのペースね」

　おや。何だかラブコメの香りがするな。おれは了承して契約を結んだ。

　これは思わぬイベントだ。やはり散歩はクリエイティブに良い効果を与えるらしい。




「予想はしてたけど、やっぱりここか」

　ゴシックかのんとおれは映画館へ足を運んだ。

「どうしても観たい映画があったから外出してたんだ。他意はない」

「ま、別にいいけど。どんな映画？」

「ＳＦ風味の恋愛映画だ。過去に戻れる血筋の主人公が、その能力を使って現在を変え、よりハッピーな人生にしようとする話だ。恋人のためにも家族のためにもな」

「うわ。マジで恋愛じゃん。それをわたしと観みようとするなんて大胆だなぁ、船倉は。もしかしてデートのつもり？」

「なわけあるか。おれはむしろ一人で映画を観る派だ」

　二人で観ると視聴後に感想を言い合う空気になる。あれが嫌いなのだ。余韻に浸って静かに思い返したい身としては最悪だ。夢の世界から無む理り矢や理り連れ戻されるような不快感がある。

　チケットを購入し、後方列中央の席を取った。ここがベストなポジションだ。前すぎると見上げることになって首が疲れ、最後方だと映画ならではの巨大スクリーンの醍だい醐ご味みが半減する。おれが選んだ場所は視線が水平になり、かつ視界いっぱいに映像が楽しめる良い席だ。

「なんで船倉って恋愛映画が好きなの？」

　スクリーンに向かっている間、かのんがそう訊きいてきた。

「綺麗だからだ。人間の一番綺麗な部分が観られる。人間って素敵な生き物だなって思えるんだ。どれだけ大迫力の映像で画面を彩っても人間の恋愛ほど心は揺さぶられない」

「へぇ。じゃあわたしも揺さぶられる？　わたしってあんまり泣いたりしないからさ。たった二時間で泣けるかな？」

「もちろん。おれも元々泣かない人間だ。小学校とか中学校の卒業式でわんさか泣くやつが多かったけど、おれは一滴も流さなかったな。花粉症で鼻水が出たくらいだ。でも映画でなら何回も泣いてきた」

「ふぅん。ま、泣くつもりはないけどね。船倉に泣く姿なんか見られたくないし～！　お嫁に行けなくなっちゃうもんね！」

「二時間後が楽しみだ」

　自信満々で泣かないと彼女は断言した。おれもそんな気がしていた。普段のかのんは気が強くて泣くイメージがつかない。感動で涙を流せないタイプだと思う。

　上映開始。そして上映終了。

　結果、かのんの負けだった。後半の感動シーンにて、彼女は手で口を押さえて嗚お咽えつを殺していた。きっとおれに悟られたくなかったんだろう。もっと素直に泣けばいいのに。顎先に涙が溜たまるほど泣いていたおれみたいに。

　かのんは「化粧直ししてくる」と言って一目散にトイレに駆けていった。おれは彼女の頬ほおを伝っていた黒い涙を見逃さなかった。やはり恋愛映画はいいものだな。

　昼食のため二人でレストランに入った。注文を済ませて店員が去った後、早速おれは切り出した。

「おやおや。かのん、目が腫れてるな」

「うっさい。気のせい。船倉だって充血してる」

「そりゃあ号泣しちゃったからな。かのんみたいに目が腫れて当然だ」

「……はいはいわたしの負けですぅ！　即堕おちですぅ！」

　彼女は目元を押さえて再び涙を堪こらえ始めた。実に良い気分だった。女の子を泣かせるのは最低だがこの場合はグッジョブだろう。感動と悔しさの混じったかのんの涙は人間くささがあって最高だった。

「良い映画だった。やっぱり観に来て良かったな。ついでにかのんの意外な一面を見ることもできたし今日はもう満足だ」

「ちょっとちょっとぉ。終わった気になんないでよ。荷物持ちしてもらうからね」

「忘れてなかったか……」

「あったりまえじゃん。買いたい服とかいっぱいあるから覚悟してね」

「筋トレと思って頑張るか」

　これもラブコメに役立つはずだ。女の子と買い物だなんてラブコメあるあるイベントじゃないか。服選びを手伝う過程で感想を求められたり、様々なファッションの彼女を見ることができる。メモ帳を片手に感じたことをメモすべきだろうか。いや、それは流石さすがに気持ち悪いな。また喜太郞からキモさ一億点とか言われそうだ。

　昼食を済ませ、おれとかのんは洋服店がズラリと並ぶショッピングモールに来た。レディースがメインの階で場違い感極まれりの状態だったが、これもラブコメ作りのためだと思って気を確かに持った。

「なんかやる気満々だね。もしかして彼氏面してる？」

「筋トレできるのが嬉うれしくてたまらないんだ」

「心にも思ってないことをぺらぺらと。わたしが紅羽じゃなくてごめんね～」

「つ、津布楽さんは関係ないだろ……」

「ふふ。チョロいなぁ」

　そうして服選びが始まった。

　かのんはこれからやってくる秋用の服をまとめ買いするらしかった。まとめ買いする理由は面倒だかららしい。毎週のように商品が変わるため、いちいちチェックするのが面倒で疲れる、と。だから一気に買って後は次の季節まで何も買わないという考えだった。

「船倉は荷物持ちと感想ね」

「感想とは？」

「船倉目線でどう思ったかでいいよ。ま、可愛かわいい以外は許さないけどね」

「言論統制だ……」

　おれはカゴを持ってかのんの傍そばについていった。レディースエリアに立ち入ることに慣れていないため居心地が悪い。不審者と間違われないか心配だ。一方、かのんはお構いなしに服を選んでサイズを自分の身体からだと比較し、ぽいぽいカゴに入れていった。

「なぁ。かのんってお金持ち？」

「別に？　ちょっとコスプレで稼ぎがあるだけ」

「あれってお金になるのか。すごいな」

　おれが知らないだけで色んな稼ぎ方があるようだ。

「とりあえずこんなもんでいっか。じゃ、こっち来て」

　いっぱいになったカゴを持って後をついていくと試着室の前で止まった。

「着替えてくるから待ってて」

「お、おっす……」

「ん？　ま、いいや」

　おれの挙動不審について訊いてほしかったが彼女はカーテンを閉じてしまった。だって一人で取り残されてしまうじゃないか。このレディースエリアのど真ん中で。しかも試着室の前で。ただの変態じゃないか。

　一分後くらいにカーテンが開かれた。

「どうかな」

　白いタートルネックとデニムだ。かのんは腕を広げ、感想を求めた。

「いいね。可愛いと思う」

「薄っぺらな感想だなぁ。水着じゃないと船倉は興奮しないか」

「そんなことないっすよ。マジで可愛い。アイドルみたいだ」

　またカーテンが閉じられた。おれは両手を後ろに組んでボディガードになりきった。これなら不審に思われないはずだ。だが、近くを通った綺麗なお姉さんが物珍しげに見てきた。さらし者になった気分で辛つらい。

「これはどう？」

　次は肩を出したニットにロングスカートというカジュアルな雰囲気だ。

「ベリーグッド。肩出し最高。曲線に沿ったニット最高」

「……えっち。おっぱい見すぎ」

　シャッとカーテンが閉ざされた。

　だってニットはそういう服だろ。もしかしておれは気付かぬうちに椿先輩くらい低俗状態になっていたのか。おれの目はどこに注目していたんだ。この眼球をくりぬいて問い詰めたい。お前はかのんのおっぱいを見ていたのか？

「これは？」

　ふんわりとした膝丈のフレアスカートとさっきの肩出しニットだ。

「優勝だ。かのんの良いところが全面に出ていて、その……セクシー……」

「そう？　胸とかさっきより寄せてみたけど違って見える？」

「おれはどっちも大好きだ」

「へんたい」

　いや、おれは変態じゃない。かのんのために全力で好意的になっているだけだ。決してかのんのプロポーションのとれた身体に興奮しているわけではない。

　結局その店で試着したものは全て購入することになった。この時点で片手が埋まった。

「全部買っちまったな」

「船倉が良いって言ってくれるなら大丈夫だと思ったの」

「え──」

「船倉くらい女に興味がなさそうな男が興奮するなら世界中の男が興奮するってこと」

「うわ、泣きそう」

「映画でしか泣かないくせに」

　至極正論だ。涙が生成される予感すらなかった。

　この次もアパレル系のお店に寄るのかと思いきや、なんと我々が向かったのは喜太郞が愛してやまないアニメ専門店だった。

　彼によく連れられて何度もオススメ作品を紹介されたものだ。

「コスプレグッズがあるんだよね。来月もレイヤーとして撮影があるから使えそうなものがないかチェックしたいの」

「へぇ。頑張ってるんだなぁ」

「応援してね。特別サービスしちゃうかもよ？」

「はは」

「ひどい嘘うそ笑いだなぁ。じゃ、さっきみたいに手伝っておくれ」

　おれはなんなりと従った。割とおれは献身行為が好きなのかもしれない。純粋にかのんの喜ぶ姿が見たかった。

　出品されている服はどれも公式お墨付きでクオリティが高かった。制服はもちろんのこと、剣士の服まである。武器や小道具まであって非常に凝っており眺めるだけでも楽しい。

「これ船倉に似合いそう」

　かのんが指さしたのは和服だった。

「和服か。そういや日本人なのに全然着たことないな」

「眼鏡と和服の組み合わせは知的っぽくなるよね。昔の文豪みたいに見える。きっと船倉が着たらばっちり似合うと思うな」

「かのんも和服似合いそうだよな。というか何でも合いそうだ。これなんてすごく似合いそう」

「レースアップのワンピースかぁ」

「メイドさんっぽくて可愛いな、これ」

　メイド服は良い。誠実と奉仕の象徴で見る者全てを癒やしてくれる。本場のメイドさんとおれたちがイメージしているメイドさんは違ったものだろうけれど、どちらも楽しめると考えれば世界は平和になる。おれは何を言っているんだ？

「じゃ、ご褒美に試着してあげよっか」

「お!?」

「特別なんだからなぁ？　この人気レイヤー様が個人の願望を叶かなえてあげるなんてことそうそうないんだぞ？　感謝しなさーい」

　指をくるくると宙で回し、かのんは店員に試着の許可を取りに行った。なんて素晴らしい人格の持ち主なんだ。荷物持ちになった甲か斐いがあった。

　この感動を文字に書き起こしたかったが、衝動を抑えて試着室の傍でお着替え完了を待った。一体どんな可か憐れんな姿になって名前を呼んでくれるのだろう。あぁ楽しみだ。この喜びを喜太郞にも教えてやりたいくらいだ。三次元は良いぞと真理を伝えてあげたい。低い次元で満足していては人生損だ。三次元やその上の四次元を目指して羽ばたいていこう。

　破顔せぬよう照明の数を数えて気を紛らわせていると声をかけられた。

「順番待ちかしら」

「あ、いえ。自分は並んでないのでどうぞ──」

　ショック死しかけた。椿先輩だ。白ブラウス白スカートという清せい楚その究極系みたいなファッションだった。清楚が過ぎる。外見と中身が一致していないにも程がある。そしてなぜここにいる。それを一番尋ねたい。

「せ、先輩。お、お元気そうでなによりです」

「あら奇遇ね。試着室に並んでいた船倉静真くんに似た男の子が本当に船倉静真くん本人だったなんて信じられないわぁ。驚いてお尻が抜けちゃったわよ。どうしてくれるの」

「腰が抜けたの間違いです。それにしても先輩は清楚オーラが半端ないですね。ちょっとした詐欺ですよ。清楚詐欺とでも名付けましょうか」

「詐欺だなんてひどいわ。わたしは心も身体も清廉なのよ」

　そう言ってまた腰骨に手を伸ばしてきた。この人、男のケツが好きすぎる。それに飽き足らず先輩は顔を近づけ、

「今、紅羽と来ているの」

　と囁ささやき声で告げた。

　脳内に電撃が走った。史上最悪の危機的状況だ。津布楽さんのＢＬ属性をかのんに知られてはいけないし、かのんのコスプレ活動を津布楽さんに知られてもいけない。互いの秘密が露呈している今は絶対に会ってはいけない。

　先輩はお得意のウィスパーボイスで再び告げた。

「紅羽の私服はいいわよぉ？　ピチピチのデニムパンツで脚がとっても細くて綺麗なの。上は肩から腕まで透け透けのエレガントレース。あなたの大好きな胸元は広めに露あらわになってて……あぁ！　思い浮かべるだけでもうっとりしちゃうわぁん！」

　見たい。とても見たかったが優先事項はおれの欲望を満たすことではない。二人の関係維持の方が遥はるかに大事だ。だからこれから要求してくるであろう先輩のお願いはしっかりと断ろう。

「見たいならわかってるわよね？　パンツ脱ぎなさい」

「すみませんがお断りさせていただきます」

「あら。紅羽の私服姿が見たくないの？　とっても可愛いのにもったいないわ。わたしにパンツを脱いだ姿を見せるだけで幸せが──天に召されるような幸せがあなたを包み込むというのに。もしかしてわたしが嫌い？　だから見せたくないの？」

「おれには使命があるんです。二人を守るためならばおれは先輩をも残酷に切り捨てましょう。先輩は確かにとても美しい女性です。そしてとても素敵な方だとも思います。できるならば先輩の望みは極力叶えてさしあげたい。ですが、今はダメです」

　後半は嘘だ。先輩の望みを叶えると身の破滅を招く。

　説得に対して先輩は挑戦的な目をし、尻を鷲わし掴づかみしてきた。

「生意気なお尻ね。どう揉もみしだいてやろうかしらっ！」

「くっ。おれは屈服しませんよ」

「いつまでも強気でいられると思ったら大間違いよ。すぐに堕おちるわ」

　熾し烈れつな攻防戦が始まろうとした時、救いの女神が現れた。

「先輩。また店員さんを口説いてるんですか？　えっ、船倉くん……？」

　先輩の言った通りの姿でとても可愛かわいらしく色っぽかった。自分の目が大きく広がっていくのがわかる。ちょっぴり頬ほおを紅潮させた表情のおかげで先輩による精神拷問の傷は癒やされていった。怒りや悪意といった負の感情が蒸発していく。幸せに包まれてゆく。

「じゃーん！　どうよ！　可愛いでしょ！」

　試着室のカーテンが開かれ、かのんが現れた。またしても目蓋が限界まで開ききった。優しさ爆発のふんわりスカートが絶妙に似合っていた。枕にしたら吸入麻酔より早く眠りにつけるだろう。もしかしたら永遠に眠れるかもしれない。

　この場の空気が凍結した。

　津布楽さんも固まり、かのんも固まり、おれも固まった。唯一固まっていなかったのは今なお揉みしだかれているおれのお尻と先輩のいやらしい手つきだけだった。

「ひょえ～なにこの空気」

　先輩の呑のん気きさが羨ましい。







「紅茶が美味おいしいですわね」

　おれの正面に座る椿先輩がお上品に紅茶を啜すすった。

　洋菓子の美味しいこの喫茶店内にはジョアキーノ・ロッシーニ作曲『泥棒かささぎ』の序曲が流れていた。半世紀前の有名なカルト映画の中でも流れていた。映像や内容が強烈だったためすぐにこの曲を思い出せた。壮大で軽快で戯おどけていてヴァイタリティに満ちた曲調なものだから、この四人の気まずい雰囲気がコメディチックに変換された。もちろん脳内で。現実は肌がチクチクするくらい緊張感がある。

　おれの右隣に座るかのんも紅茶を啜った。右斜め向かいの津布楽さんも連鎖的に紅茶を啜る。おれは紅茶が苦手なのでコーヒーを啜った。

「モンブランも美味しいですわね。君も召し上がってみて？」

　椿先輩のメルヘンチックな口調には誰もツッコまない。いつものおふざけだ。ツッコんだら負けだとわかりきっている。

　しかしこの場は先輩の世界観に合わせるしかなかった。これは津布楽さんとかのんの問題なのだ。先輩は二人の関係性を知らないだろうし、おれも無関係だ。ならばおれと先輩、津布楽さんとかのんで分断されるべきなのだ。

　仕切りでも設けたいところだが我慢して先輩の周波数に合わせた。

「いやはや実に美味ですな。見た目も素晴らしい。まるでマヨネーズ信者の料理のように渦巻いていますな」

「例えがド下手な上に全く面白くなくてよ。わたしの子宮から人生をやり直しなさい。次はきっと天才的な笑いのセンスを持って生まれてくるわ」

　先輩とおれは横目で二人の様子をうかがった。さっきから一言も喋っていない。

「どうするのよこれ。どうにかしなさいよ」

「どうもできません。紅茶とモンブランに集中しましょう」

　コソコソと先輩と密談をするも成果無し。

　万策尽きたかと思った矢先、津布楽さんが口を開いた。

「かのんってコスプレが趣味だったんだね。知らなかったよ」

　遅れてかのんも反応した。

「ま、まぁね。紅羽もあーいうところに行くの知らなかった。もしかして紅羽もコスプレしたりするの？」

「ううん。わたしはＢＬが好きでＢＬを描いているだけ」

「へ、へぇ！　漫画家さんなんだ。すごいじゃん」

[image: ]

　緊張感漂う空気の中、おれと先輩はモンブランにフォークを入れるだけで精一杯だった。

「それで。どうして船倉くんとかのんが一緒にいるの？」

　急におれの話題になった。口に運んでいたフォークを思わず止める。

「たまたま会っただけ。で、丁度良かったから買い物を手伝ってもらってた」

「本当に？　付き合ってるならこの場で言って。じゃないとかのんに迷惑かけちゃう」

「ちょっと待って……紅羽、あんた思い込み激しすぎ。わたしが誰かと付き合い始めたらすぐに報告してるよ。だって隠してたら紅羽と遊ぶ予定が立てづらくなるじゃん。メリットなんて何もない」

「……本当に？」

「ホントだってば」

「そう……わかった。変なこと訊きいてごめん」

「わたしも隠し事しててごめんね。コスプレの趣味をカミングアウトしたら紅羽に引かれると思って秘密にしてた。特にクラスのやつに知られるのが嫌だったから誰にも言わなかったの。ほら、エロい目で見られやすいじゃん。勘違いする馬鹿がいるからね」

「わ、わたしもごめん。同じ考えで秘密にしてたの。ちょっと特殊だから言えなかった。それと……」

　津布楽さんはおれに目を向けた。

「船倉くんもごめん。嫌な思いさせちゃったよね。わたし、本当に最低な女だ」

「おれに謝る必要なんて全くないって。むしろラブコメ作りで全く役に立ってなくて申し訳ない。気にせずおれのこと使ってくれ」

　おれは必死に励ました。悲しそうな彼女は一番見たくない。

　先輩はおれの思いを侮辱するかのように小声で「今ならチャンスよ！　弱みを握って紅羽にエロいことしまくりなさい！」と最低な命令をおれに下した。

　将来、先輩の部下だけにはならないと胸に誓った。







「わたしはここで退散にしようかな。朝から動いてたからくたびれちゃった」

　喫茶店を出るとかのんは帰る旨を話した。

「船倉、ありがとね。荷物重かったでしょ」

「いい筋トレになった。楽しかったよ」

「わたしも楽しかった。特に映画。今度オススメ教えてね」

　そうしてゴシック少女は去って行った。時刻は十六時。帰るには丁度良い頃合いだ。

「それではホテルにでも行きましょうか、君。繁華街で気持ちよくなりましょう」

「はは。先輩の冗談は本当に聞いてらんないですよ。今度の生徒会選挙は先輩に投票しようと思ってたのに残念です。失望のオンパレードです」

「あらまぁ。わたしが生徒会長か副会長の座をまた勝ち取らないとあなたたちの居場所は失われてしまうのよ。あなたはわたしを熱く応援しないと自ら苦境に立つことになるわ」

「策士だ……わかりましたよ。先輩の身にスキャンダルが起きても全力で応援します」

「良い子ね。それではわたしもおさらばするわ。お別れのキスでもしてほしい？」

「いらないです。さようなら」

「ふふ。受け入れることもできないのね。寂しい男」

　また一人去って行った。残されたのはおれと津布楽さんだけとなった。

　二人っきり。

　二人の間に緊張が走る。待ち合わせ場所に偶然居合わせた他人同士みたいだ。よそよそしく他人行儀になってしまって声をかけづらい。

「ど、どうしよっか」

　津布楽さんは後ろに手を組み、くるりと辺りを見回した。ネオン看板がやがて訪れる夜に備えて点灯し始めた。それらを背景に立つ彼女は高校生には見えないほど大人びていて、とても艶あでやかだった。

　おれの返答次第。もっと一緒にいたいのが本心だ。会ったばかりでろくに話してもいないし、彼女の私服姿をまだしっかり目に焼き付けていない。

　しかし口実がなかった。おれたちは付き合っていない。幼おさな馴な染じみでもない。暇を見つけて遊ぶような友人関係とも違う。それに彼女は帰りたがっているのかもしれない。お人好よしの彼女のことだからおれに気を遣って一応訊いているだけということもある。

　ダメだ。全部悪い考えに帰結していく。

　そんな時、直前に椿先輩が言い残した言葉を思い出した。

『受け入れることもできないのね』

　先輩には全てを見透かされている。

　攻めることもできなければ受け入れることもできないという意味だ。さらに言い換えれば、好きになる覚悟もなければ好かれることすらも拒否する意気地無しといったところだろうか。

　惨めで笑えてくる。

　先輩が選挙を頑張るようにおれも頑張ってみよう。

「津布楽さん。疑似恋愛……してみない？」

　馬鹿馬鹿しいとしか思えないこの造語。でもおれたちにとっては魔法の言葉だ。そう提案するだけでおれたちは本物の恋人になれ、自由に想おもうことができ、手を繋つなぐことができる。

「うん！　私服デートしてみたかったの！」

　レンタル彼女みたいだって？　いいじゃないか、今だけは本物なのだ。

「歩こっか」

　指を絡めて繋ぎ合う。ゆったりと手を揺らして歩いた。

「ねぇ。どうして人は手を繋ぐと思う？　ラブコメっぽく答えてみてよ」

「ラブコメっぽく？　難しいな」

「むふふ。これもクリエイティブな頭を作るためだと思って考えて」

　おれは少し考え、答えた。

「イチャイチャしたいから？」

「ぶぶー。違いまーす」

　彼女は上機嫌にターンし、おれの前に立って進路を塞いだ。人影の少なくなった公園で立ち止まると彼女はもう片方の手を絡めてきた。

「一人じゃないって確かめるためだよ」

「ラブコメチックじゃないな」

「わたしたちは一人になるのがすごく怖いの。怖いから離れていかないように手を繋いで安心していたい。握手もそう。わたしたちは一人じゃない。だから協力しよう、仲良くしようってね。そして恋人繋ぎはとても臆病な繋ぎ方で、解くのが最も難しい繋ぎ方。一番離れていってほしくない人と繋ぐの。こうやって」

　繋いだ手を胸の前に上げる。

「最後にお願いを聞いてほしい」

「いいよ。何でも言ってくれ」

「強く、抱きしめて」

　おれは紅羽を引き寄せて抱きしめた。

　柔らかい感触、生きている音、柑かん橘きつ系けいの香り。彼女もしがみつくように手を回した。

「静真。わたし、すごく幸せな気持ち……」

　嘘うそでも幸せ。おれも同じだった。

「わたしの勝手な都合に付き合ってくれて本当にありがとう。もっと恋人っぽく好きにしていいよ？」

「恋人だろ」

「む。静真のくせになまいき……椿先輩の誘惑なんかに負けないでね。あの人いっつも静真のこと誘惑してるから見てて不安だよ」

「先輩にとっては挨拶程度のことなんだよ。おれは負けないけどな」

「ふふ。ずっとこうしてたいけどそろそろ帰ろっか」

　身を離して向き直る。何だが照れくさくてアイコンタクトができない。

　けれどいつまでも夢のような心地でいてはいけない。夢なのだから覚めて現実に戻ろう。

「わたし、恋がやっとわかってきた。ありがとう」

　別れ際、彼女は最後にそう言って微笑ほほえんだ。








第四章　世界一スキなあなたに









「恋愛はクソだ」

　新しい一週間が始まったばかりだというのに喜き太た郞ろうは月曜から過激だった。

「この土日で大失恋でもしたのか？」

「恋愛はクソと言ってるやつが恋愛するわけねぇだろ。そんなんだからお前は視力が悪いんだ。ざまぁみろ」

「おれの視力とは関係なくないか」

　ゆっくりと弁当を食べたいのに彼はべらべらと己の考えを語り始めた。こういうことは時々あるので慣れている。

「恋愛なんてものがあるから世界は平和にならないんだ。好きなものには必ず競争が生まれる。もしおれが津つ布ぶ楽ら紅くれ羽はを奪ったらお前は激怒するだろ？　それはお前があいつのことが好きだからだ。好きじゃなかったら報復してやるだなんて思わない」

「なぜ急に津布楽さんが……」

「世界中のありとあらゆる悪意の元凶は愛だ。だから恋愛ってのはクソなんだよ。お前もこの真実に気付いた方がいいぜ。愛は地球なんて救えねぇんだよ」

　行儀悪く箸を突き出し指図する彼はどこか、おれに対して不満を抱いているようだった。これは今に始まったことではない。夏休みが明けた頃、津布楽さんからラブコメ作りを提案されたあたりからだと思う。

「次はどんなアニメにハマったんだ？　テーマが哲学的だったから愛だの平和だの語ってんのか」

「アニメの話をしてるんじゃねぇ。お前の話をしてるんだ」

「アニメの話題以外も話せるのか」

「当然だ。で、お前は放課後あの女と何してるんだ？」

　とても率直だった。

　正直、返答に困る質問だ。本当はラブコメ作りのことを話したいが津布楽さんの秘密をバラすわけにもいかない。疑似恋愛の実態なんて人には言えないことばかりだ。

　そろそろはぐらかし続けるのは限界なのかもしれないが、

「秘密だ」

　と一言伝えた。はぐらかすよりかはいいだろう。言いたくないことがあると意思表示すれば彼もわかってくれるはずだ。

「お前がそこまで頑かたくなだとはな……やっぱり恋愛はクソだ。わかった、もう訊かないでやる。だがこれだけは忠告しとくぞ。外見が完璧だからって中身が完璧なんて保証は一切ないからな。全てが完璧な人間ってのはいないんだ。あの女に呑のみ込こまれるなよ。絶対に腹黒い性格してるぜ」

「おれは恋愛なんてしてないぞ。映画しか眼中にない」

「人間味のない映画オタクめ」

「逆にお前は人間くさすぎるアニオタだよ」

　恋愛なんてしていないと断言したが、おれは間違いなく恋愛していた。

　出会った瞬間から恋愛は始まっているのだと思う。恋愛映画も出会いは映画の始まりであり、気合いを入れるシーンの一つだ。

　おれと津布楽さんの出会いはどうだっただろう。

　初めてお互いを認識したとき、初めて言葉を交わしたとき。

　記憶を呼び起こしたがその情景を思い出すことはできなかった。慣れない新生活で毎日が忙しく、色々な情報が飛び交って全てを海馬に記録する余裕はなかった。覚えるべき顔や覚えるべき名称だけで頭がパンパンだったのだ。

　が、津布楽さんは違った。

　放課後、またいつもの場所に集まり、「おれたちがした最初の会話ってどんなだっけ」と彼女に尋ねてみると予想外の答えが返ってきた。

「嬉うれしい、ありがとう、だよ」

「覚えてないな……」

「ひどい。ほら、親睦会の時だよ。荷物をバスに入れるときに手伝ってくれた。あれが最初だったね」

「あぁ……したような、してないような」

　親睦会は高校一年生対象の交流の場だ。校外で一日社会科見学をして親睦を深めるというイベントである。ラブコメ的には良いイベントだ。温泉もあったし、浴衣も用意されていた。しかし女子部屋侵入や裸体遭遇のようなハプニングは起こらず、とても平和なお泊まりだった。

　そんな印象だ。

「あの時、わたし張り切っちゃってさ。ボストンバッグに服とか詰め込み過ぎちゃってめっちゃ重くなってて。バスに積むときに苦労してたらちょうど後ろに並んでた船ふな倉くらくんが手伝ってくれたの。そこでわたしが『嬉しい、ありがとう』と言ったわけなのです」

「あ。あれ津布楽さんだったのか。思い出した」

「わたしかすら覚えてないのね……でもその方がもっと嬉しいよ。わたしって変な好意を向けられやすいから無関心で助けてくれる方が嬉しい。船倉くんっぽくていいね。女の子に興味なさそうだもん」

　興味は大いにある。そうじゃなきゃ恋愛映画なんて観みていない。

「お話はこれくらいにして、取りかかろっか」

　ペンを持ち、ノートを開いて物語に再びメスを加える。

　作業ペースとしては佳境を迎えたといったところだろう。

　始まりと終わりを定め、登場人物たちが動き回る中間部分のネタも揃そろってきた。ラブコメにおける重要な恋愛描写とコメディ描写は二人で出し合った。おれのネタは、映画、過去の経験、そして疑似恋愛が元だ。

　津布楽さんのネタは基本的に破廉恥が多かった。肌色成分が多く、何かと主人公とヒロインとの間にラッキースケベ的なハプニングを勃発させたがった。どうやらそういうシーンがお好きらしい。ニヤニヤできて妄想が捗はかどるとまで仰おつしやっていた。

「津布楽さんって妄想するのが好きなんだね」

「えっ、そうだけど。というか漫画家とか作り手ってみんな好きだと思うけど……」

「へぇ。例えばどんな妄想？」

「そ、それはちょっと言えないなぁ……」

「そう言われると気になっちゃうな」

　津布楽さんのことだ。どうせ変態チックな妄想に決まっている。現に彼女の顔は赤みを帯び、もぞもぞと落ち着きない。答えを待って見続けているのが悪かったのか最終的におでこを机に貼り付けて黙ってしまった。

「紅羽、お邪魔するわ」

　我らが副会長のご光臨だ。

「椿つばき先輩。いいところに来ましたね」

「君が迎えてくれるなんて新鮮ね。あらま。紅羽、お腹なか痛いの？」

　津布楽さんの背中をさすってそう問う。

「うわ、先輩。今度は何しに来たんですか」

「そんな露骨に嫌な顔されたら泣きそうになっちゃうわ。わたしは泣くのは彼氏を寝取られたときだけって決めているの。こんなとこで泣かせないで」

「先輩って『不幸な女』って感じで一部のマニアに受けそうですよね」

　おれも同感だった。先輩はどこか不幸せになりそうな気がしてならなかった。涼しげで悲しげな雰囲気がそう想起させているのかもしれない。

「今日はこれを返しに来たのよ」

　先輩は紙袋を机上に置いた。おれは気になって訊きいた。

「それ何ですか」

「あら気になる？　いいわよ、お姉さんが教えてあげる。お隣失礼するわ」

　隣に座ると紙袋からブツを取り出した。先輩はまるで我が子に絵本を読ませるかのようにブツがおれによく見えるよう身体からだを寄せてきた。

「じゃあお利口な船倉静しず真ま君。タイトルを読み上げてみてごらんなさい」

「……『下克上、ヤれるもんならヤってみろ』」

「偉いわぁ。これは紅羽が絶賛するＢＬよ。とっても良かったわ。やっぱり上下関係が崩壊して禁断の関係へと発展していく流れにはいつもゾクゾクしちゃう。さて、気になる中身はというと……」

　おれは精神汚染を防ぐため先輩の手を止めた。これ以上はダメだ。そしてこれは先輩のためでもあった。これだけ変態属性を表に出していたら悪いやつが先輩を利用しかねない。もう少し、いや、もっとコントロールすべきだ。信用のおける人物を前にしても慎重になるべきだ。

「先輩は清く美しいままでいてください。おれはそっちの先輩の方が好きです」

「……こういうわたしは、嫌い？」

「ハッキリ言いましょう。嫌いです」

「あ、泣くわ。わたし泣きます」

「嘘うそです。今の先輩も好きです。冗談ですって。無表情でハンカチ取り出さないでくださいよ。すごく不気味です」

　おれは思った。先輩みたいなキャラを津布楽さんのラブコメにぶち込めば色濃くなる。かなり逸材じゃないか。身近にこの秀逸な素材が転がっているとはありがたい。

「先輩。あなたをモデルにしてもいいですか」

「わたしより紅羽の方がモデル体型だと思うけれど」

「そうではないです。先輩をキャラクターのモデルにしたいんです」

「嬉しいけれど紅羽に訊きなさい。さっきからお餅みたいに膨れてるわ」

　本当に餅のように膨れていた。のけ者扱いが気に入らなかったのだろう。

　すると先輩は突然大きなため息をついた。あまりにも大おお袈げ裟さなため息だったものだから訊かざるを得なかった。

「どうかしました？」

「あなたたちいい加減付き合ったらどうなの？」

　爆弾発言だ。

　現在、その関係性を廻めぐっておれの心は繊細な状態だ。そうとも知らずに土足で踏みにじるようなこの無神経さ。やっぱり良いキャラしてる。

「おれたちはそんな関係じゃないですよ」

「真面目君だこと。あなたたちは放課後にいつも二人っきりで、二人ともそれを許容しているのよ。これだけでも成立しているようなものじゃない。そういえば、紅羽。わたしが渡した恋愛っぽいことリストは実行したの？」

　津布楽さんはこくんと頷うなずいた。

「それでこのざまなのね。笑っちゃうわ。おほほほほ」

「何度も言いますがそんな関係ではありません。先輩の言う通り、おれは真面目だと思います。創作に対してですけど。だからお遊びでやってるわけではないんです。今は盲目的になるつもりはありません」

「ふぅん。あなたお子様ね。恋することが恥ずかしいと思っているんでしょう？」

「そんなことは──」

「恋するのが怖くて、恥ずかしいものだと思っているから禁欲的なアピールをして言い訳しているのでしょう？　全く格かつ好こ良くないわ。そういうの子供っぽいからやめなさいな。もうわたしたちは立派に愛し合える年齢なの。人を好きになるよう作られているのだから素直になりなさいな」

「じゃあ先輩はどうなんですか。人にご高説を垂れるくらいなら先輩も立派な恋ってやつをしているんですよね」

「えぇ、しているわ。わたしは君のことが好きよ」

「えっ、ちょっ──嘘です、よね？」

　おれはつい口元を手で隠した。今まで好意を正面からぶつけられたことがなかったから大いに戸惑った。

　どうせいつもみたいにからかっているだけだ。

　しかし先輩はうっすらと頬ほおを紅潮させていた。注視しないと気付けないくらい薄い。それでもおれには十分だった。

「あなたたちと一緒にしないでくれる。わたしは自分の気持ちに嘘はつかないもの。君といるととても楽しいわ。わたしの戯ざれ言ごとにちゃんと付き合ってくれるし、ひたむきに頑張る姿は見ていて飽きない。それに容姿だって好み。わたしがクールに振る舞っているのはクール系に憧れを抱いているからよ。物静かな雰囲気の君はすごく良いってこと」

　自分の顔がどんどん熱くなっている。耳たぶなんてきっと熱した鉄みたいになっているだろう。

　立て続けにぶつけられた想おもいを処理することができず、おれはただ一言「ありがとうございます」としか言えなかった。

「でも安心してちょうだい。わたしは君と付き合うつもりはないわ。理由は自分で考えなさい。君と小太りな友人のカップリングで妄想することだけに留とどめておきましょう」

「小太りって、もしや喜太郞のことですか？」

「えぇ。校内で君を見かけるとよく傍そばにいるわよね。ちなみに君が受けで彼が攻めよ」

　津布楽さんがＢＬ同人作家であると判明した際、おれはその世界をよく知らなかったため連日にわたって検索した。その業界の特殊な用語、隠語などを学び、ＢＬの世界に半歩だけ足をツッコんだ。だから先輩の言った意味も理解できていた。

「地獄ですよ、それ。鳥肌立ちました」

「地獄だなんてとんでもないわ、天国よ。君は彼に死ぬほど愛されて、いたぶられて、そして究極の愛を見つけるの。やがて子供を身籠もって幸せな家庭を築くのよ」

「お、おれは妊娠できたんですね……」

「もちろん。紅羽も同じ妄想をしてるわ」

　おれは黙りっぱなしの津布楽さんに目を向けた。彼女は咄とつ嗟さに視線をノートに落として「忙しいなぁ忙しいなぁ」と呟つぶやいた。なるほど、彼女が自分の妄想をおれに言えなかった理由はこれだったのか。確かに口には出せないな。

　それはともかく、今後、おれは先輩に対してどう接すればいいのだろう。それとも変に気を遣わず今までの日常を過ごせばいいのだろうか。

　おれは何もわからないらしい。子供と言われても仕方ない。




「わたしは帰るとするわ。さようなら」

　十七時になった頃、先輩はそう言い残して去った。

　空気が重い。ずっしりと上から押しつけられている感じで背骨が伸びない。雨雲が空を覆い尽くしているわけでもない。むしろ晴れ晴れとしていて雲一つなかった。

　ちょうどいい。おれも帰ることにしよう。

「津布楽さん、おれも帰るよ」

　そう告げたが彼女はうんともすんとも言わなかった。今は話したくないのだろう。先輩が付き合ったらどうかと爆弾発言をしたせいでおれもうまく話せそうにない。

「待ってよ、船倉くん。逃げないで」

　鞄かばんを持ったとき津布楽さんは顔を上げた。切なそうに口を結んでいる。

「本当に、ただの創作仲間なの？」

「そうだよ」

　違う。そうじゃない。

「仲の良い友だちってだけ？」

「津布楽さんは良い友だちだ」

　そんな単純じゃない。違うだろ。

「だってそうだろ。おれなんかが、津布楽さんと付き合うなんてあり得ないよ。あり得たとしてもクラスのやつらに妬まれて空気悪くしちゃうに決まってる。疑似恋愛なんてものもしたけど結局は全部嘘っぱちだ。客観的に見ても──」

　あぁ、ダメだダメだ。

　津布楽さんの顔が歪ゆがんでいく。とても苦しそうに。

「──馬鹿みたいだって思われる。おままごとと変わらない。それに津布楽さんだって嫌だろ。都合の悪い噂うわさが流れる前におれたち──」

　自分の首を絞めてやりたかった。けれど口も手も自由意思を獲得したかのように、津布楽さんを悲しませることをやめなかった。

　なぜここまで自分は素直になれないのか不思議だ。変化が怖いのか。だからおれは友だち作りが下手なのか。変化することで生じる諸もろ々もろの問題に怯おびえているのか。

「──引き際を考えた方がいい」

　ついに拒絶の言葉が出てしまった。自分の顎が震えていた。

「……ばか」

　彼女は目に涙をためて小さく罵った。

　悲しませるくらいなら憎まれた方がよかった。

　おれに声などかけなければ悲しまなかっただろう。普通に誰かと恋して、幸せになって、そこに芽生えた感情を彼女は大切にしておけばよかったのだ。

　そしておれも間違いを犯していた。

　あの津布楽さんと仲良くなれる、と浅ましい期待に満ちていた。彼女に想いを寄せていたのなら断るべきだったのだ。幸せを願うなら自分の気持ちなどかなぐり捨てるべきだった。それが、あるべき恋の形だ。

　もう終わった。

　彼女の涙は終止符を意味する一粒だった。表面張力が限界を迎える最後の一滴のように、その一粒で関係はもろく崩れていった。目に見えてわかる。荒々しく荷物をバッグに詰め込む彼女は怒りと憎しみに駆られていた。
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　引き留めることも謝ることもできず、燃える赤茶髪を見つめることしかできなかった。

　今更だが伝えておけば良かった。

　津布楽さんが好きだ、と。







　悪いのはおれだ。

　おれには共感能力がないのだろうか。彼女の言葉を拒絶して一体何がしたかったんだ。良い方向に行くはずがないのに本当に馬鹿だ。

　昨日の失態を今日挽ばん回かいするんだ。でなきゃ本当に馬鹿のままで終わる。

「おい、静真。来期のアニメについてなんだが──」

「悪い。それどころじゃないんだ」

「は？」

「ごめん」

　教室に美しい赤茶髪の少女が現れる。津布楽さんが登校してきた。

　おれは彼女を一目見て席を立とうとした。つま先に力を込めて椅子を後ろに引く。が、その時彼女と目が合った。昨日のやり取りが網膜に蘇よみがえる。苦い唾が口内に広がって身体からだが硬直した。

　声が、出ない。

　喉が急速に渇いていくのを感じる。伝えるべき言葉も頭から消えていき、自信すらも失われていった。津布楽さんも気まずそうな表情を一瞬浮かべ、目を逸そらした。

「どうした」

　喜太郞がおれに声をかける。

「アニメの話でも……するか」

「するかしねぇかどっちだよ。優柔不断だな」

　ダメだ、津布楽さんに目を向けることすら怖い。

　最も怖いのは無視されることだ。もう津布楽さんと言葉を交わせられないのなら相当つまらない高校生活になるだろう。卒業まで彼女を目にする度に心苦しくなって、毎回うじうじと後悔するのだ。

　そうしないためにも怖おじ気けづいている場合ではないが、その日、津布楽さんに話しかけることはできなかった。もはや話そうと挑戦すらせず、彼女の視界に入らぬよう逃げ続けた。

　夜、中学の頃の思い出が脳裏にへばりついた。

　津布楽さんにも話した恋の話だ。ずっと気になっていた女の子が一人いた。その子はとても可愛らしく笑い、気遣いのできる優しい人だった。すぐに好きになった。きっかけは多分なかった。いつの間にか彼女がこの世界の中心になっていた。

　彼女と話せた日は一日中舞い上がり、日直が一緒になったときは一生日直でいいとさえ思った。けれど、おれは津布楽さんにも話したように奥手だった。チャンスをずっと待ち続けていた。蜘く蛛もみたいに、自分の領域にふらりと飛んでくるまで待っていた。

　でもおれは虫すら飛んでこない廃はい墟きよで巣を張る馬鹿な蜘蛛だった。当然、やってくることはなく、その子は知らない同級生の男と付き合った。彼女の世界におれはいなかったのだ。姿形は存在していたのだと思うが、名前がなかった。映画の中の通行人のように。

　きっと津布楽さんの世界からも船倉静真は消えようとしている。

　その恐怖でよく眠れなかった。




　なぜおれは生きているんだろう。

　この先続く長い人生でやることは、自立してお金を稼いで一人で生きていくことだ。だがどうして、そんなことを死ぬまで続けないといけないのか。生物的には数を増やすためだろうがそれも謎だ。数を増やして何になる。種の保存をしたところで滅びるものはいつか滅びる。

　生きていたって意味がないんだ。未いまだに生物の存在理由が判明していないのだからきっと生きることは無意味なんだ。道ばたの石ころとなんら変わらない。ちょっとエネルギーの出し入れが上手うまいだけだ。

「ダメだ、死のう」

　ダメだ。

　終わりだ。

　死のう。

　喧けん嘩かをして二日経たった。あれ以来津布楽さんと一言も喋っていないし、あの場所にも行けていない。昨日は朝のうちに撃沈し、今日は魂が抜けかけていた。取り返しのつかない状態になってしまったのだ。

「最低だ、おれって」

「アニメ史に残る名めい台詞ぜりふ来たこれ。死ぬならおれに貯金を全部寄よ越こせ。嫁に貢ぐ」

　喜太郞はおれの生死に全く興味がなかった。スマホのソシャゲの方がよっぽど大事らしく「すこだあああ！」と画面に向かって絶叫した。おれも喜太郞みたいに好きだと伝えられる性格だったら絶望もせず人を悲しませることもなかっただろうな。

　帰る気力も起きず、ただただ机上に頭を乗せて外の景色を目に焼き付けていた。

　喜太郞はそんなおれを案じたのか、いつもは音速で帰宅するくせに話を聞いてくれていた。その何気ない友情に涙が出そうになる。

「何があったのかは知らんが、わかっただろ。恋愛はクソなんだ」

「クソなのはおれなんだよ。もうクソになって肥料にしてもらった方が世の役に立てそうだ。野菜の一部になってみんなに贖しよく罪ざいしよう」

「クソだな」

「お前は本当にクソしか言わないのな。でも心に染みる」

「とっとと帰るぞ。ゲーセンでも行こうぜ」

　津布楽さんの席に目を向ける。既に空席だ。帰ったか、あの場所にいるかのどちらかだろう。うじうじしていないで行くべきだと思う。会ってしっかり謝ろう。




　待て。おれは何を謝ればいいんだ。




　あの日の放課後の会話を振り返る。自分と津布楽さんの関係についての質疑応答だ。ただの創作仲間かただの友だちかを訊きかれ、その後、交際の意思を否定した。

　おれの答えを要約すると、ただの創作仲間で仲の良い友だちなだけで交際するのはあり得ないし津布楽さんに迷惑がかかる、だ。そう伝えたはずだ。

　よく考えれば何も謝ることはないような気がする。津布楽さんを蔑んだわけでもない。むしろ自分のことを蔑んだ。

　となると、だ。

「やっぱりそういうことになるのか……」

「あ？　独り言は年取ってからにしろよな」

　耳の入り口から鼓膜までが日本列島縦断並みに遠いラブコメ主人公でも気付く。わざわざ証明する手間など要らない。ただの創作仲間で、ただの仲の良い友だちで、交際する気がないのが嫌なら、おれが津布楽さんにとってどんな人間なのかは明らかだった。

「喜太郞」

「何だよ」

「両思いだとわかったらお前はどう動く」

「はぁ？　わけわかんねぇよ」

「いいから。どう思う。どう声をかける」

　喜太郞は面倒くさそうに尻を掻かいた後、悪役っぽく不敵に笑った。

「プリンターを買う」

「……？　なぜに？」

「写真に残すためだ。数インチの画面じゃいっぺんに眺められないだろ」

「付き合ってもいないのに用意が早すぎやしないか」

「うるせぇ。エロ画像を印刷するのにも役立つから早いも遅いもねぇんだよ」

「それがしたいだけじゃねーか」

　喜太郞のことだから「ベッドに誘う」的な発想をすると思っていたため意外だった。いや、これは喜太郞じゃなくて椿先輩が言いそうな台詞だな。

　昇降口に向かっていると唐突な出会いがあった。

「お、静真だ。げっ、松まつ本もともいんのかよ」

　かのんだった。ガムを噛かんで口をもぐもぐさせている。

「かのんも帰るとこ？」

「そそー。静真は？　松本とどっか行くの？」

「ちょっとゲーセンにね」

「へー。面白そう。わたしもついてっていい？　ついでに手伝ってほしいことあるんだけど～」

　隣の巨漢を一いち瞥べつする。おれは歓迎だが喜太郞がどうかが問題だ。

「クソビッチがおれたちに近づくんじゃねぇよ」

　想定以上の反応だ。教師に密告すれば指導間違いなし親呼びだし間違いなしだ。

　おれは彼の肩を掴つかんで「おい、やめろ」と忠告した。流石さすがにその蔑称は悪意がこもりすぎている。

　一方のかのんは苛いら立だつ素振りは見せず腕を組み、

「わたしビッチじゃないし。それに松本に近づくつもりなんて全くないから安心して。近くにいるだけで脂肪が増えそう」

「こっちこそごめんだな。近くにいるだけで貞操観念が汚れていく」

　このまま対立が続くといずれ手を出し始めると思い、おれは間に入って仲裁した。とりあえず歩こう。そう提案して二人を離し、うやむやのまま学校を出た。

　おれは自転車を手で押し、二人は歩きだ。自転車側はもちろん喜太郞だ。彼が暴走し始めたらこの自転車でブロックするためである。それもあってか会話はおれとかのんが中心になった。

「今度はどんな手伝いなんだ？　前みたいに買い物？」

「最近有名なタピオカのお店が開店してね。そこに行きたいなって思ってたんだけどカップルだらけで行きづらくて……」

「そういうの気にしないタイプだと思ってた」

「一人映画、一人焼き肉、一人カラオケとか無理なタイプだから、わたし。というわけでお願いね。一緒に並んでくれるだけでいいから」

「それならお安いご用だな」

　個人的にもタピオカドリンクとやらは気になっていた。若い世代を中心にかなり流行はやっていて、教室にいるだけでもその単語は耳にする。甘いものが好きなのでいつかは飲んでみたいと思っていたが、「タピオカ女子」という言葉ができるくらい女性客が多く、男一匹で列に並ぶには強きよう靱じんな精神力が要求されるため未だありつけていない。

　良い機会だからおれも買おう。

「あのウサギのうんこみてぇな飲み物のために並ぶとか狂ってんな」

　素早く喜太郞が文句を付けてきた。

「そんな言い方するなよ。おれだって一度飲んでみたかったんだ。喜太郞はソシャゲでもしててくれ」

「あーわかったわかった。どんな味か後で教えてくれ」

　かのんはもはや喜太郞を存在しない者として扱っているようだった。喜太郞の発言にいちいち耳を貸さず鼻歌交じりに音楽を聴いていた。平和が一番だな。

　最寄りの駐輪場に自転車を置き、彼女の案内でタピオカ店を訪れた。

　案の定、列は女性客が多く、男女のカップルもいた。おれだったら一人では絶対に並べない。

　早速おれとかのんは列に並んだ。混み具合から、十分以内にはありつけるだろう。

「タピオカってどんな味がするんだ？」

「あれ自体に味はないよ。食感を楽しむものだから」

「え、そうだったのか。チョコレートの塊だと思ってた……」

「ウケる。もっと流行に敏感にならないと女の子にモテないぞ」

　映画の話題なら敏感なのだが女子高生の流行は難しいな。タピオカ以外にも居酒屋も流行っていると聞いた。もちろんお酒は飲まないが、大きな声で喋ってもいい雰囲気と美味おいしい食べ物が女子高生の心を掴んでいるらしい。店側もニーズに対応して高校生のお客さんを狙っているとも聞いた。

　これもラブコメの勉強だ、津布楽さんのためにもなる、と考える自分がいる。何でもかんでも物事に彼女を関連付けてしまうのだ。これが恋愛脳か。

「本当は紅羽を誘おうと思ったんだけどねー」

　このタイミングで津布楽さんの名が出たためドキッとした。

「そ、そうだったのか」

「うん。でも紅羽元気なくてさー。どうしてかなー。今日も放課後になったらすぐどっか行っちゃったしー」

「なんでだろうなぁ……」

「本当は紅羽を誘うつもりだったんだけどねー」

「それは残念だな……冴さえない男二人で申し訳ない」

　かのんはクスクス笑っていたがやがて表情が失われ、疑惑の目となった。

「紅羽になんかした？」

「……多分、なんかしてしまったと思います」

「まさか無む理り矢や理り押し倒したりしたんじゃないよね」

「してないしてない！　でも、津布楽さんが元気ないのはおれのせいだ。その原因もわかってる」

「ふーん。ならいっか」

　引きが早い。もっと尋問されるのかと覚悟していた。

　かのんは手鏡を開いて髪をいじり始めた。以降、津布楽さんの話題にはならず世間話が続いた。オススメ映画、コスプレ、勉強などについてお話しして周りの雰囲気に溶け込んだ。端から見れば完全にカップルだった。

　それからやっとタピオカにありつけた。大きくて黒い粒々が透明なプラスチックカップ越しに見えている。ちょっと気持ち悪いな。

「うん、美味しいじゃん。流石は有名店」

　かのんはストローを咥くわえてちゅーちゅー吸った。おれも倣って吸った。

「お。普通に美味うまいな」

「これがタピオカドリンクです。美味しいでしょ」

「これにみんなハマってたんだな。で、このカエルの卵みたいなのがタピオカか」

「うげぇ。グロい表現」

　だが美味い。普通のミルクティーをコップで飲むよりこっちの方が美味しい気がする。これも恋愛脳による補正かもしれない。けれど津布楽さんとの疑似恋愛で多少の耐性がついたのかあまりドキドキしなかった。以前のおれなら並んでいるだけでドギマギして手に汗をかいていただろう。今度は彼女と行ってみたいな。どんな味が好きなんだろう──。

　また、津布楽さんのことを考えてしまった。







　ゲーセンに到着して早々のことだ。

「嘘うそだろ!?　こいつがレイヤーだと!?」

　歩きながらかのんと話していた内容を彼は聞いて、そう結論づけたのだろう。大正解だ。

「まぁね。自分で言うのもなんだけど自信あるよ」

「自画自賛とかくっさ。どうせ加工しまくりのモンスターなんだろ」

「ふん。そう思ってれば？　静真には見せてあげる」

　スマホの画面をおれに見せてくれた。それには黒い衣装でピースするかのんが映っていた。何のキャラクターかはわからないが、これだけは言える。

「可愛かわいいな」

「でしょ～！　静真って良いやつぅ！」

「本当に凝ってるよな。次、イベントとかあったら応援しに行くよ」

「ありがと！　じゃあこれも見せちゃう！」

　目玉が落っこちそうになった。ビキニである。谷間が、すごい。

「可愛い！　可愛い！」

「嬉うれしー！　今度コスプレのやり方教えてあげる！」

　一方、喜太郞はとても悔しそうにおれたちを睨にらんでいた。後悔先に立たずだ。否定ばかりせず温厚な心で肯定していればいいものを。

　だが心が寛大なかのんは画像を喜太郞にも見せた。彼に優しくする女の子をおれは初めて見た。地球上で彼に優しく接する女性は彼の母親だけだと思っていたから感動した。

「ちっ」

　彼は舌打ちをして両替機の方へと歩いて行った。

　おれとかのんは顔を見合わせて笑った。可愛さの勝利だった。




　三人で色々と回った。

　レースのアーケードゲームでは喜太郞とかのんが良い勝負をしていた。喜太郞のゲームセンスの良さは知っていたので一位は彼だろうなと予測していたが、かのんの方が一枚上うわ手てだった。昔からゲームが得意らしい。ちなみにおれは安全運転のビリだった。

　クレーンはおれの土俵だった。過去に何度も喜太郞のためにフィギュアをゲットしてきた実績があり、自分でも自信があった。二人にせがまれて何度も商品を獲得した。お手の物だ。よっぽど意地悪な店員がいない限り取れないものはない。

　敵対心をむき出しにしていた喜太郞も次第に眉間の皺しわを緩め、彼らしい怪しい笑みになってきた。これで魔法使い同盟を離脱してくれたら万歳三唱をして称たたえてやろう。

　遊び疲れた頃、おれたちは帰宅時間も考慮して解散することにした。

「小こ蔦づたかのん！　いつかリベンジしてやるからな！」

「はいは～い。もっと痩せたら車のスピード出るかもね～」

　良い煽あおり方だ。おれも彼にはダイエットしてほしいと思っていたのだ。あのままだと五十歳になる前にきっと天からお迎えが来る。

　彼を見送った後、かのんも見送ることにした。彼女はここからバスで帰るようなのでバス停までだ。

「おやおや、見送ってくれんの？」

「女の子一人じゃ危ないからな」

「なにそれウケる。頼もしいじゃん」

　駅に近いため人の数は多かった。見たことある制服姿の高校生もたくさんいる。部活帰りだろう。スポーツバッグを肩から提げて前まえ屈かがみに歩いていた。

「部活、入っとけば良かったかな」

　心の声が漏れた。雑音が飛び交っていたが、かのんはちゃんと拾ってくれた。

「やりたい気持ちがなかったんならいいんじゃない？　わたしはレイヤー活動に力を入れたかったから入んなかったけどね。わたしは部活に青春なんて望んでないし。汗臭い運動部とか絶対ヤダ」

「そっか。おれは映画研究部とかあったら入ってたかもな」

「入ってただろうね。部長になってる静真、簡単に想像できる」

　絶対楽しいだろうな。コアな映画話を生の声でしたことがないからそういう場がほしい。まぁ、あったら覗のぞいてみる程度の気持ちだから今のままでも十分だ。

「でもいいじゃん。紅羽と部活っぽいことしてるんだし」

「あ、あれは……そうだな。言われてみれば部活っぽいかもな」

　おれは平静を保つよう努めた。津布楽さんのことで動揺していたら彼女を腫れ物扱いしているみたいだ。もっと声をかけづらくなる。

「わたしなんかを見送ってないで紅羽の傍そばにいなよ」

「いて、いいと思うか」

「それを確かめるためにもね。わたしはこれ以上何も言わないよー。親友の紅羽でも勝手に人間関係をいじるのは嫌だからさ。もう知ーらない」

　かのんはぷいっと顔を背けた。

「かのんって良いやつだよな」

「ふふん。良いやつすぎて尊敬しちゃうでしょ？」

「そうだな」

「じゃあまた買い物付き合ってね～。今度は紅羽も入れて三人で。だから頑張っておくれよ、少年！」

　かのんはおれを小突くと手を振った。もうバス停だった。

「見送りご苦労さん。それじゃあね」

「あぁ、じゃあ」

　勇気をもらい、やっと背中を伸ばすことができた。いつまでもしょぼくれていてはいけない。待っているのが許される年齢じゃないんだ。

　上を向いて歩いていこう。







「全校生徒の皆さん。初めまして。この度、生徒会会長に立候補しました、二年Ａ組の椿莉り子こです」

　体育館に先輩の声が響き渡った。ステージ上にはすまし顔の椿先輩がいる。全校生徒を前にしても一切動じないその姿はカリスマ性に溢あふれていた。あれが表の顔だ。彼女だけ全てが静止した絶対零度の世界にいる。冷たく美しく、まるで氷で作られた芸術品だ。聞き心地の良い透き通った声も相あい俟まって、目と耳は彼女に魅入られた。

「わたしは『自分自身を変えるために』と抜かして立候補する阿あ呆ほうが嫌いです。何をどう変えるのでしょう。おそらく具体的に答える者はいません。この場合の変化とは『改善』を目的としているためです。自ら欠点を紹介するなんて闘う気がないと思われますからね。残念ながらそんな者に付き合うつもりは、わたしにはありません。自分を変えるために生徒会を利用しないでいただきたい」

　先輩は堂々と演説を続けた。こちらに疑問を抱かせない自信のこもった声で。

　他の立候補者と異なるのは飾らないところだろう。大きな希望をちらつかせてこちらに期待させようとする立候補者とは違い、先輩は現実的に可能と思われる方針を淡々と述べた。決して曖昧にしない性格が滲にじみ出でていた。

　全立候補者の演説が終わると学年ごとに解散となった。教室に戻ったらすぐに投票開始だ。生徒会長はもちろん椿先輩に投票する。忖そん度たく無しだ。

　体育館の出入り口は混雑して行き詰まった。その時、見慣れた赤茶髪の後ろ髪が目に入った。今しかない。

「津布楽さん！」

　振り返ってもらえた。彼女はおれだとわかると「あっ」と小さく声を漏らした。おれは強引に前に進んで近づいた。

「ごめん、いきなり」

「ううん。全然……」

　そのまま人の流れに従って体育館から出た。校舎へと続く渡り廊下を歩く。

「今日、あの場所に行ってもいいかな」

「……来てよ。毎日来てよ」

「ごめん。もうプロットが出来上がるってときに、その……顔出さなくて」

「ホントだよ。でも、わたしもごめんなさい。変にいじけちゃって」

　津布楽さんが謝る必要なんて微み塵じんもない。責められるべきはおれだ。




　放課後。

　喜太郞はもうどこにもいなかった。やはり音速で帰宅したのだろう。昨日は例外だったのだ。今頃録画した深夜アニメを観みているに違いない。

　例の教室には津布楽さんと椿先輩がいた。

「先輩。今日の演説素敵でしたよ。先輩に入れました」

「わたしに入れたって、随分と今日は攻めた言い方するわね。わたしの身体からだのどこに入れたか濁さず言いなさい」

「ははは。返しにくい冗談はやめてください」

「またまたひどい嘘笑いだこと」

　バッグを置いて津布楽さんの手元にあるノートを覗いた。

「ほぼ完成、か……」

　綺き麗れいに文章化されていた。あらすじ、登場人物とその詳細、ストーリー構成などなどが説明書のように整理されていた。

「うん。これをワープロに打ち込んで、後はメールで送る」

「そしてそれが通ればキャラクターデザインに着手して、それも固まったら本格的に描き始めるってわけか」

「その通り。ウェブ連載が始まるのはもっと先だけどね」

　嬉うれしいことだったが少し寂しくもあった。プロットが通れば、それを元に津布楽さんと出版社の人が次に進める。そうするともうおれの出る幕はない。

　だが元から出るつもりはなかった。これは彼女の作品なのだ。もう彼女の世界を侵すわけにはいかない。

「後は祈るだけって感じだな」

「大丈夫。これがダメでもアドバイスはもらえると思うからゼロからのスタートにはならないはず。ありがとう、手伝ってくれて」

「おれもありがとう。いい勉強になった」

　あれ？　これで最後なのか？

　戻ってこれたと安あん堵どした矢先に終わりだなんて、少し納得がいかない。いつかは、いや、近いうちにこうなることはわかっていた。おれが手伝えるのはプロット段階の極限定的なものだ。それを過ぎれば関われない。けれどこんなにも早く終わるとは思っていなかった。それもあっさりと急に。

　それに津布楽さんとの接点を失うタイミングでもある。

　おれたちを繋つないでいたのはラブコメ作り。それは彼女も十分にわかっているはずだ。だからこれが終わればここに集まる必要もなくなり、話すこともなくなる。たまに「プロットどうなった？」と教室で訊きく程度だろう。

「じゃあもうこの教室は必要ないってことかしら」

　先輩がその件に触れた。

「そ、そうなりますよね。どうしましょうか」

　おれは当たり障りなくそう答えた。

　しかしこの件はすんなり解決された。先輩の純粋で素直な一言で。

「どうもこうも、今日みたいに遊びに来なさいよ。お喋りするの楽しいもの。あなたたちもそうでしょう？」

　おれと津布楽さんは目をぱちくりさせた。こんなに簡単なことだった。そう思うと自分の思い込みが馬鹿馬鹿しく思えて恥ずかしくなった。

「そうですね。おれも楽しいです」

「先輩って、ホントすごい人です」

　おれも津布楽さんも笑いを堪こらえきれなかった。

「二人ともどうして笑っているのよ。気味が悪いわ」

　この環境を与えてくれた先輩にただただ感謝する放課後だった。







「恋愛はクソだ」

　少し前にも聞いた台詞せりふだ。その時と同じく昼休みで昼食中だった。

「愛は地球を救わない、ってやつか」

「そうだ。お前は恋愛を綺麗で聖なるものだと思ってるだろ。滲み出てんだよ、お前が映画を語るときに」

　そうかもしれない。ブログでもなるべく美しさを感じられる文体を意識して文字を打っている。

「いいか。恋愛ってのは『性欲』にドレスを着せただけだ。くだらねぇクソの塊なんだよ」

「お前って確かハーレムアニメ好きだったよな。あれってかなり恋愛要素強めだと思うんだが。恋愛をクソだと説いてるやつが観ちゃダメなやつだろ」

「馬鹿が。二次元と三次元を混同してんじゃねぇ」

　今日はかなり面倒だな。これは聞き手に徹して黙るのを待った方が良さそうだ。

「だがな、そうでもないのかもしれない」

「え？」

「おれは嫁に幸せになってほしいと思ってる。苦悩も苦痛も感じさせたくないと心の底から思っている。そこに性欲なんてものは含まれていない。純粋に幸せを願っているんだ。液晶ディスプレイの中でしか微笑ほほえまない、実体のない嫁だとわかっていてもだ」

　ちょうど傍を通り過ぎたかのんが「キモっ」と軽蔑した。幸いにも彼の耳には届いていなかった。

「いい考え方だと思うぞ。うん、格かつ好こいいっす」

「つまりはこうだ。恋愛はクソだが希望もある。おれのように強欲とは無縁の聖人にのみ、恋愛は美しく光を放つ。それ以外は腐臭を放つ生ゴミだ。つーわけで静真、お前には無理だ。諦めろ」

「そりゃ残念だな」

　少しだけ期待したが裏切られた。いつもの吹っ切れた松本喜太郞だ。

「大体だな。お前がもし誰かと付き合ったらおれはどうなるんだよ。まさか一人にするつもりか。このおれを孤独の坩堝るつぼに突き落として死なせるつもりか」

「アニメがあるだろ」

「薄情者だな。おれたちの友情はそんなもんかよ。そーかそーか。彼女ができたらおれどころじゃねぇよな。こうしてお前と弁当を共にしてやることもなくなるわけだ。清々するぜ」

　面倒な上に荒唐無稽だ。しかし何となく言いたいことはわかる。今すぐ恋愛は止やめろ、だろう。

　自覚はないだろうが彼は少しツンデレっぽいところがある。おれが突き放そうとするとすぐに手のひらを返すのだ。

「お前が何を言おうとおれは自由に動くぞ」

「このわからず屋が。お前の脳みそはスイーツかよ」

「けど、お前と縁を切るつもりはない」

「！」

「驚くことでもないだろ。おれはお前が思っているより冷たい人間じゃないからな」

　ヘイトを集める彼でも大事な友人だ。おれは彼ほどアニメを大切にしている人を見たことがないし、彼ほど心置きなく喋しやべれる友人はこの学校にいない。縁を切るなんて無理な話だ。

　弁当を食べ終わった後、トイレに行った。うっすら漂うアンモニア臭は食後に嗅ぐべきではなかった。もう少し我慢しておけば良かったと思いつつ、トイレを出るとちょうどかのんと鉢合わせた。彼女もトイレから出てきた。

「あ、今『こいつおしっこするんだ』って思ったでしょ。レイヤーだっておしっこするんだからね。夢見ちゃダメだぞ」

「いやいや思ってないですよ……」

　ずいっと前まえ屈かがみになって目を覗のぞかれる。嘘うそか実まことか見極めているつもりか。

「そうだ。さっきあのキモオタと何話してたの？　恋愛とか嫁とかすっごいキモかったけど。早く殺処分しといてよ」

「アニメの話だから気にしなくていいと思う。あいつの話すことに耳を貸してたら頭がおかしくなるからな。一番近いところで聞いてきたおれですらいつ正気を失ってもおかしくないんだ。注意してくれ」

「カワイソー。あいつ生理的にマジで無理だからちゃんと隔離しておいてよね」

　包み隠さず嫌悪を露あらわにしているがこれでいい。喜太郞はクソビッチという最低最悪の蔑称を言い放ったのだ。あと六十年くらいかのんの罵倒は許される。

「紅羽とは仲直りできたの？」

「おかげさまで。かのんのおかげだ。本当に感謝してる」

「ふふーん。貸しがどんどん増えちゃうなぁ。静真がどうやって恩返ししてくれるのか楽しみだなぁ」

「何でもしてやるよ。人道に反する行為以外は」

「ふふ。ま、今後に期待だね。ピンチの時に駆けつけるスーパーヒーローみたいな感じでよろしく頼むよ」

　それは滾たぎる設定だ。

「ほどほどにしないと紅羽に嫉妬されちゃうから気を付けなきゃっ！」

「そんなに楽しそうに言われてもな」

「結構マジだよ？　戻ったらわかるって」

　予言通り、教室に戻ると津布楽さんは確かに膨れていた。

「つ、津布楽さん。もうプロットは送った？」

「まだですー。最後に入念なチェックをしてますー」

「抜かりなくていいね」

「……あ、安心してるようだけどやってもらうことはまだあるからね！」

　ネクタイを掴つかまれる。傍そばにいたかのんは「わーお」と口を開け、津布楽さんは大きな瞳におれの姿が反射するくらい詰め寄った。

「まだ、君はわたしに恋を教えきれてない！」

　君はわたしのもの。

　そんな意思すら感じられる強い語気におれは満足感を得ていた。

　少しずつ、少しずつ殻が剥はがれていく。相手がどんなことを思って、感じて、考えているかがわかる。彼女の感情がひしひしと伝わってきた。

　恋愛はクソじゃない。

　この気持ちは一生を左右するほど強大だ。これほど強い感情はどうやっても恋以外で得られるものではないと思う。痛いくらい高鳴る心臓は今にもジャンプして彼女の胸に飛び込みそうだ。そう、死んでもいいってくらい。




『君のために生まれてきたんだ』




　誰だってこの台詞を聞いたことがあるだろう。恋愛映画はこの台詞を改変した口説き文句がとても多い。それどころか併用されるくらいだ。

　ありふれすぎて何とも気にとめなかったが、おれも心に浮かんだ。津布楽さんに会うために、津布楽さんと恋に落ちるために生きてきたんだ。そう思えてならなかった。

　あと一歩以下だ。

　想おもいを伝えるときが来る。








第五章　世界の中心で愛を叫んだオタク









『愛してる』




　テレビのスピーカーから流れた甘い言葉に胸が苦しくなる。

　世界一嫌いだったはずの男に向かって、悲痛に叫ぶ。幸せになれない運命だとわかっていても胸を押さえ、絞り出すように想いをさらけ出す。

　恋愛映画の構成は様々だ。

　出会い、親密になり、衝突し、仲直りからの恋の成就。

　この構成が一番多い。そして次に多いのは、出会い、付き合い、愛を深め、唐突な別れ、最後に再会。

　どれも円滑に成就するようにはなっていない。喧けん嘩かをしたり、環境が二人を引き裂いたりと不幸なことが起きる。幸せだけを描いた作品を観たことがない。

　多くが最後にはハッピーエンドを迎えるわけだが、まれに、ハッピーとは言い難にくい結末を迎えるものもある。一見、悲しいように見えて実は円満な結末だ。

　それが今、おれたちが観みていた映画だった。

「よくそこまで泣けるな、お前」

　喜き太た郞ろうがドン引きした様子でそう言った。

　おれは涙をだらだら流しながら、彼のプレーヤー兼ゲーム機からディスクを取り出した。

　喜太郞の自室はフィギュアとポスターで埋め尽くされており、誰が見てもアニオタだとわかる。彼の家にお邪魔する度におれは彼の収集力に脱帽する。一体どれだけお金をかけてきたのだろう。

「泣かない方が薄情だ」

　目尻を拭う。こんな素敵なラブストーリーを二時間たっぷり堪能しても涙一つ流さないなんて感情が欠如しているとしか思えない。とはいえ三次元を嫌う彼のことだ。次元違いのせいで感情移入が難しかったのだろう。

「よくもまぁ飽きずにこいつら、愛してるって言葉よく使うよな。アニメじゃ意外と聞かねぇ台詞だぞ」

　テレビのリモコンを操作しながら彼はそう言った。

「アニメのラブストーリーは登場人物に中高生が多いのと、付き合うまでの過程を描いたものが多いからだと思う。中高生に愛してるは重すぎるし、付き合ってもいないのに愛してるは言わないだろ。だからじゃないか？」

「そう言われてみればそうかもな。じゃ、次はおれの番な」

　彼は録画していたアニメを再生した。

　こういった鑑賞会はたまにやっている。

　アニメ専門の彼はアニメを、恋愛映画専門のおれは恋愛映画を持ち寄って、休日にどちらかの自宅で視聴するのだ。高校生にしては少し変わっている遊びかもしれないが、おれたちにはピッタリだった。

　アニメ視聴を開始して十分が経過した頃。彼は視聴中にもかかわらず話しかけてきた。

「最近、どうなんだ」

　父親が息子に言いそうな台詞せりふだ。

「どうって、まぁ元気だけど」

　おれもおれで息子らしい返答をした。

「違ちげぇよ。津つ布ぶ楽ら紅くれ羽はのことだ」

「津布楽さん？　どうって言われても……というかお前、普通に女子と喋れてたよな。かのんともそうだし。魔法使い同盟はどうなっちまったんだよ」

「あんなの冗談に決まってんだろ」

　真面目に取り合っていたおれが馬鹿だった。女の子と喋しやべらない、触れない、付き合わないという三箇条はただのギャグだったわけか。彼がかのんや津布楽さんと言葉を交えていたときの感動を返してほしい。

「前も言ったけどよ。お前、あいつのこと好きなんだろ」

「いや、そういうわけでは……」

「いつまでもナヨナヨしてんじゃねぇよ、気持ち悪わりぃな！　おれのことは気にするな。一人は慣れてるからな。すべきことをしろ」

　強めに肩を叩たたかれた。彼なりの愛の鞭むちとして受け取った。

　ここまで本心が筒抜けならば隠すだけ彼に疎まれるな。正直に白状しよう。

「おれ、自分で物語を書いてたんだ」

「マジかよ。どんなやつだ？」

「ラブストーリー」

「お前らしいな」

「けど、ずっと止まってたんだ。頭の中の物語が全く展開しないし、登場人物がどう動くのかもわからない。台詞の一つ一つに違和感がこびり付いて気味が悪かった。吐き気を覚えるほどに」

　リアルな感じがしなかったのだ。どれもこれも陳腐で薄っぺらで驚くほどつまらない。だから津布楽さんの力になれたのか今でも疑問に思う。

「今なら作れると思う。根拠はないけど自信はあるんだ」

「そりゃ良かったな」

「これも津布楽さんのおかげだ。初めて、人を本気で好きになれた」

　相手がどう思っているかなんて誰にもわからない。それ故におれたちは言葉を交わして探りを入れ、目で反応を確かめる。おれもずっと怖かった。津布楽さんの気持ちがよくわからなかった。だから素直になることができず、変な勘ぐりばかりして一定の距離を取っていた。

　けれど、もう終わりにしようと思う。

「喜太郞。おれ、好きな人がいるんだ」

「やっと親友のおれに言ってくれたか。それを聞きたかった」

　胡座あぐらをかいていた彼は両膝を叩き、まるで自分のことのように嬉うれしがった。

　好きな人がいる、という告白は素っ裸になった気分にさせた。喜太郞の前でさえも恥ずかしさがこみ上げる。

　ちょうどテレビには羞恥に悶もだえるヒロインの姿が映っていた。

「ヒロインたちがしきりに手で顔を隠す根本の理由がわかったよ。心が裸になってるからだな」

「そうだな。おれは誰の前でも露出できるけどな」

「それはただの露出魔だ」

　くくくと笑った後、彼は唐突にテレビを消し、自室から出て行った。まさか裸になって戻ってくるんじゃなかろうな。不可解な行動に首をかしげていると戻ってきた。

「どれどれ」

　彼の手には瓶コーラが二つあった。人を不快にさせるニヤけ顔はさらにニヤニヤ度が増し、もはやアウトローの顔だった。松まつ本もと喜太郞容疑者としてニュースに映っていても違和感がない。

「なんで瓶のコーラなんて家にあるんだよ。変わってるな」

「冷えた瓶で飲むと別物だぜ。よし、語れよ。津布楽紅羽のこと」

「えっ？」

「男同士だろ。好きな女のこと語るくらい屁へでもねぇだろ」

　栓抜きで豪快に蓋を取り、一本手渡される。喜太郞がアニメじゃなくて現実の話を真面目にするだなんて明日は大噴火だな。

「応援してるぜ。静しず真まならイケるはずだ。おれが女だったらお前に惚ほれてたかもな」

「マジかよ。それ喜んでいいのか」

「喜べよ。ムカつくが、お前は割と見てくれが良い方だ。三次元に詳しくないおれでさえそう思うんだから自信持てよ、クソ野郎」

「褒めてるんだかけなしてるんだかわからないな。くれぐれも津布楽さんの前でお前がおれに惚れてたかも、みたいな話はするなよ。おれたちで妄想してるらしいから」

「は？　なんだそれ」

「お前が攻めで、おれが受けらしい。腐女子は掛け算が得意なんだと」

「あの面でそんな想像すんのかよ。しかも現実の人間でやるとかどうかしてんな。でもケツとおっぱいだけはいいよな、あいつ」

「やっぱりお前最低だよ」

　その土曜日は、帰る時間までくだらない話を続けた。津布楽さんの魅力、実はラブコメ作りをしていたこと、椿つばき先輩がド変態であること、アニメの話、映画の話、勉強の話、恋愛の話。話の焦点はどんどんズレていったがたくさん笑った。

「良い報告が聞けるのを楽しみにしてるぜ」

　帰り際、玄関で彼はそんなことを言った。腕を組んで随分と偉そうな態度だったが心強かった。背中をどんと押された気がした。

「任せろ」

「泣いて祝福してやるよ」

　悲しみとは無縁そうな彼がそう言うのだから、泣かせてやるしかない。







　日曜日。

　特に予定もなく課題もなく完全自由な休日。

　となるはずだったが一本の電話で事態は急変した。

「駅前！　十一時集合！　荷物持ち！　私服でオーケー！」

　朝九時にかのんから電話が来た。怒ど濤とうの勢いに負けた。それにかのんには色々と借りがあるのでここらで返済しておこうと思った。それに嫌ってわけではない。かのんといるのは面白いし、彼女はおれの知らない世界を見せてくれる。

　身支度を済ませ、駅前に向かい、集合時間十分前に到着した。かのんは数分の時間差で登場した。キャリーケースを引いている。

「ホントごめんね！　朝っぱらから無理言っちゃって」

　服装はとてもカジュアルな感じで身軽そうだ。

「暇だったから気にしなくていい。それに借りがあるからな」

「およよ？　やる気があってよろしいぞ」

「今日はそのキャリーケースでも持てばいいのか？」

「これもそうだけど、後にもっと忙しくなります。午後一で売り子するんだけど、多分、そこでファンの人からプレゼントがいっぱい来る。そのプレゼントを帰りに運ぶから手伝ってほしい」

「へぇ。人気あるんだな」

「夜中にネットで宣伝したら予想以上に反響があってびっくりしちゃった。で、急きゆう遽きよ、頼れる静真を召喚しようと決めたってわけ。起きててくれて助かったよ。そんじゃ早速行きますぞ！」

　まるでマネージャーみたいだ。いや、ただの雑用だな。

　キャリーケースを受領し、前のめりに早歩きする彼女を追った。

　彼女が止まったのは二次創作作品を取り扱う書店だった。『○○先生サイン会！　スペシャルゲストにＫＡＮＯＮさん！』と書かれた垂れ幕があった。これがコスプレイヤーとしての名前か。直球だな。

　彼女は入店するとすぐに店員の元へ足を運んで自分が何者かを説明し、ぺこぺこと何度もお辞儀をしていた。こんなにもお行儀の良い子だっただろうか。

　変貌っぷりに驚いている間もなく、次は手に持っていたキャリーケースをおれから奪い、再び足早にどこかへ行った。おそらく変身タイムだ。魔法少女みたいな。

　どうしていいかわからず、おれは店内をうろちょろ動いた。漫画やライトノベル、薄い本、イラスト本などがたくさん置いてあった。そしてやけに人が多い。書店にしては盛況だ。きっと作家とかのんが目当てなのだろう。男女の割合は半々くらいで年齢は平均的に若かった。

　しばらくすると電話がかかってきた。

「はい、船ふな倉くらです」

『ちょっと勝手にいなくなんないでよ！　戻ってきて！』

「えーと、どこへ？」

『カウンターの横！　スタッフルームの中に入って更衣室前！』

　ブツッと切れた。何ともお忙しそうな声だ。

　指示通り店員に事情を説明して更衣室前に行くと衣装に着替え終わったかのんがいた。実に本日も刺激の強いコスプレだ。コルセットでキツく締め上げ、胸を寄せ上げている。以前、喜太郞が「乳袋は神だ」と言っていたがきっとこれのことだ。

「ちなみにその服ってどういった名称なので？」

「オープンバストコルセット。そんなことはどうでもよくってね……ちょっと背中見てくれない？　ちゃんと締まってるか確認してほしくて」

　くるりと半回転して背中を見せた。素人目にも無駄なく引き締まっているように見え、くびれが滑らかな曲線を描いている。

「大丈夫だと思うぞ」

「そう。化粧は？　厚すぎたりしてないかな」

「ちょうどいいんじゃないか？　綺き麗れいだと思う」

「んま、いっか。静真が良いって言うなら多分良いはず」

「おれが言える口じゃないが自信持てって。すごく可愛かわいいと思うぞ」

「あれぇ？　もしかして口説いてるつもり？　今日は積極的に褒めてくれるね」

「全くそんなつもりないけどな」

「うわっ。冷たいやつー」

　可愛いと思ったのは本当だ。変幻自在の可愛さと言ったら誤解を招きそうだが、彼女は色々な可愛さを見せてくれる。この前のコスプレイベントで見せた姿は人形のような愛あい嬌きようを持っていて、その後の服選びでは高校生らしいあどけなさが若干残るプリティな一面を見ることができた。

　今回は貴族のお嬢様といった感じだ。背伸びをしているけれどまだお子様っぽい可愛げあるお嬢様だ。今にも「ふんっ、何よ！　庶民のくせに！」と腰に手を当てて見下してきそうである。

「おれはどうすればいいんだ？　まさか隣にいろとか言うんじゃないだろうな。世界観ぶち壊しだぞ」

「静真はさっきみたいにうろついてていいよ。外出ててもいいし。サイン会が終わった後が仕事だから」

「そっか、荷物持ちだったな」

「いえすいえす。ま、終わったら何かご褒美あげるからさ。良い子にして待ってておくれ」

「お。期待しておこう。見守ってる」

「ありがとー。それではＫＡＮＯＮ、行ってまいります！」

　すっと表情が切り替わる。かのんがＫＡＮＯＮになった瞬間だった。

　彼女の登場に無秩序なお客たちの視線が一点に集中する。たちまち目は大きく開かれていった。子供が好奇心を抱いたときのような、期待と感動が瞳に宿る。みな自然と笑顔になった。

　人の心を掴つかむ。彼女はそれができる人間だ。




　サイン会は大変繁盛していた。

　作家のファン、かのんのファンの両方がまとめて並んだため、蛇のように長い列を作った。かのんが演じたキャラは作家の作品に登場するキャラクターだった。コミックの表紙に描かれてる少女と瓜うり二ふたつだ。それほど完成度が高かった。

「おれ、新たな性癖に目覚めたかもしれない」

　仕事を終え、スタッフルームで髪をとかす彼女に声をかけた。

「ふぅん？」

「女の子が頑張る姿」

「あはっ。おもしろ。じゃあ今日のわたしは静真のドストライクってわけだ！　攫さらわれちゃう！」

　お腹なかを抱えてケタケタと笑うかのんはもう普通の女子高生だった。

　彼女の傍そばにはどっさりとプレゼントらしきものが積まれていた。手紙や紙袋などが多く、彼女の人気の高さを物語っている。津布楽さんと言い、かのんと言い、おれの周りには才能溢あふれる人たちばかりだ。ただただ尊敬するに尽きる。

「よぅし。静真、お仕事だよ。これに差し入れ詰めてって」

　かのんはキャリーケースから手提げバッグを取り出し、そう指示した。ファンからの贈り物なのだから触っていいのかと気が引けたが、傍らで機械的に詰め込んでいく彼女の様子を見て考えないことにした。

　バッグはすぐに膨れ、キャリーケースも旅行帰りみたいで苦しそうだ。結局、手提げバッグ二つとキャリーケースで収納作業は落ち着いた。もうこれ以上は容量オーバーになる。

「おれがいなかったら大変だったな」

「ホントだよ！　店員さんにダンボールくださいなんて言えないし、捨てるなんて絶対したくないしね。これがわたしの生きる糧みたいなもんだから」

　店を出る。時刻は十四時。

　中途半端な時間帯かつ両手の荷物でどこかに立ち寄るのも厳しいな。

　キャリーケースをがらがら引くかのんの後ろを歩いているとコインロッカーの前で止まった。

「休憩タイム兼ご褒美にお茶でも奢おごろうかな」

「え、いいのか」

「タダ働きさせるほどわたしは荒廃してないぞ？　ほら、ロッカーにぶち込んで」

　身軽になった足で喫茶店を訪れた。なんとショートケーキまで奢ってくれた。悪い気がしたので財布を取り出すも手をはたかれて怒らせてしまった。また、借りを作ってしまったようだな。

「今日はありがとさん」

「いえいえ」

　ゆっくり温かいラテを啜すすってひと息ついた。疲労を癒やす糖分が身体からだに染みる。かのんもソファーに深く座り、つんと鼻先を天井に向けて力を抜いた。おれはつい、その筋張る首筋に見とれた。本当に綺麗だったからだ。なぜそんなに綺麗なんだと嫉妬してしまうほどに白く美しかった。

「ちょっとちょっと視線熱くない？　わたしのこと好きになんないでよ、困るから」

「悪い。変な勘違いさせた。それにしてもこのケーキ美味うまいな」

「でしょ？　わたしの行きつけなの」

　かのんは幸せそうに目を細めて味を堪能した。おれもフォークを入れ、もう一口。

「突然ですが問題です。ばばん！　今日は何日でしょうか」

「九月二十日。何か特別な日だっけか」

「せいかーい。じゃあ明明後日しあさつては？」

「明明後日……てことは水曜日で二十三か。あ、秋分の日だ」

「またまたせいかーい。全国民待望の休日です。そしてそして～」

　彼女は小さな手鞄を開き、

「ここに遊園地の入場券があります～。なんと二人分。前に謝礼で貰もらったんだよね～」

　ひらひらと団扇うちわ代わりに自身をあおぐ。まるで感じの悪い成金みたいだ。

　なるほど、おれに一緒に来てほしいわけか。一人カラオケや一人映画ができないと彼女が明言していたのを思い出した。なら遊園地はもっと無理だろうな。

「仕方ないな。遊園地ぐらい付き合うよ」

「は？」

　てっきり感謝されるのかと。

　チケットをテーブルに叩たたきつけ、一転して怒り顔となった。

「静真、全然違うよ。違いすぎてびっくりだよ。びっくりしすぎて呆あきれちゃうよ」

「待て待て。流れ的におれとかのんが遊園地に行く流れじゃないか。何が違うんだよ」

「あのね。もうね。わかってるんだよ。紅羽の好きな人が誰で、静真の好きな人が誰かなんて近くにいれば伝わってくる。もしかしてまだシラを切るつも──」

「いるよ、好きな人」

「──なんだ、覚悟できてたんだ。いいね」

　チケットがこちらに寄よ越こされる。

「これをどうするかは静真次第だよ。捨てても良し、あのキモオタと行っても良し。もちろん、わたしを誘っても構わない」

「本当にいいのか……？」

「これが本当のご褒美ね。ちなみにこのケーキとドリンクは貸しだから」

　これくらいの貸しは貸しにすらならないな。

　店を出て再びコインロッカーへと舞い戻った。未いまだ苦しそうな手提げバッグを両手に持ち、

「これ、次はどこまで持って行けばいいんだ？　かのんの家までじゃないよな」

「タクシー乗り場までお願い。またお金が減る～」

　彼女は肩を落としてため息をつくと歩き始めた。彼女のようにおれも前向きに、自信を持って歩こう。背中を丸め続けるのはやめだ。

　数分後にはタクシー乗り場へと着いた。運転手にトランクを開けてもらって荷物を積載した。筋張っていた腕がやっと緩んで痺しびれが穏やかになった。

「何か紅羽に悪いなぁ。静真のこと独占しちゃってるみたいで」

「どうだか」

「二人が悪いんだからね。どっちも受け身だからわたしみたいな積極的なやつに呑のみ込こまれんの。油断してると、本当に静真のこと落としちゃうよ？」

「冗談止やめろよ。おれって結構信じやすい性格してるからさ」

「さぁて、冗談かな？」

　彼女はウインクを一つ残してタクシーに乗車した。ガラス越しに手を振ってきたのでおれも振り返す。




　がんばれ。




　口パクでそう伝えてきた。おれは親指を立てて笑ってみせる。

　エンジンの音とともに遠のく彼女の顔は憂いを帯びていた。







　月曜日。九月二十一日。

　九月後半ともなれば暑さはもうへっちゃらだった。ペダルを漕こぐ度にじんわりと汗が出てくる夏はもう過ぎ去った。来月になれば衣替えで夏服は役目を終え、秋は深まり木の葉も衣替えをし始める。

　変わる。学校も、季節も変わっていく。

　それは人も同じだ。

「おはようございます」

　校舎前によく知る人が立っていた。持ち前の管楽器のような美しい声で眠気の残る生徒らに挨拶している。朝の挨拶運動ってやつだ。

「おはようございます、先輩」

「あら。ごきげんよう。暇なら手伝ってちょうだいな。挨拶は気持ちの良いものよ」

「えぇ……」

「嫌そうな顔ね。君、お尻に何かツッコんでる？」

「生徒会長になっても相変わらずですね。そういえばまだ言ってませんでした。当選、おめでとうございます」

「はい、どうも」

　椿先輩は見事に副会長から生徒会長へと進化した。本校生徒の中で最上位の地位を手に入れたのである。吉と出るか凶と出るかという話をするならば、きっと吉と出るだろう。変態だけどただの変態じゃない。しっかりした変態──変態エリートだな。

　万年暇人なので先輩のお願いを聞き入れ挨拶運動に加わった。

　やることは挨拶だけだ。近くを通った生徒に「おはようございます」と挨拶するだけでいい。こんなつまらなさの極致みたいな活動をよく真面目にやるもんだと先輩に感心した。大抵の生徒は「──っす」と九割削り落とした挨拶で返してくる。繊細な人なら心にチクチクくるだろう。おれたちの他にも各学年の代表者や生徒会役員がいる。それもあって先輩の変態度は少々抑えめだった。

「君、悩んでいるように見えるわ」

「そう見えます？」

「えぇ。男が悩んでいるかなんてすぐわかるわ。漫画で散々見てきたもの」

「おれ、悩んでるんですかね……？」

「ちょっと顔を見せなさい」

　先輩は指でおれの顎に触れ、自分の方に向けさせた。これから口説くと言わんばかりの引き寄せ方に鼓動が高鳴る。

「あ、違うわね。これは女を狩ろうとしている目だわ。紅羽のことね」

「先輩って人の心を見透かす能力者だったりするんですか」

「だったら面白そうね」

　ぱっと手が離れる。

「良いこと教えてあげる。恋愛で大切なのは、好きって伝えることよ。大人も子供もこれに気付いていない。みんな好かれることばっかり考えてる。ひたすら容姿を磨いて、権力を得て、お金を稼いで、好かれることにとっても必死。いつも愛に飢えていて自分のことばっかり。赤ん坊と一緒なのよ。ただただ愛されたい、愛を与えられたいと思ってる」

　先輩は涼しい顔のまま続けた。

「でもね、それでは幸せにはなれないわ。恋愛における幸せは能動的なことだから。好きな人がいたらプレゼントを渡したくなるでしょう？　自分本位の人間は何も渡そうとしないわ。何事も損得で考える人のことよ。そういう自己中心的な貧しい心の持ち主は永遠に不幸ね。自分から愛そうとしないと愛は返ってこないのよ。だから──」

　先輩は薄く微笑ほほえみ、おれの肩にそっと手を乗せた。

「好きって言ってあげなさい。君のためにも」

「……先輩は何でも知ってますね」

「大切なことは漫画が教えてくれるのよ。もういいわ。これが言いたかっただけだから」

　邪魔者を追い出すように手を払った。椿先輩の言うことは全部図星でムズ痒がゆくなる。彼女の前では隠し事も企たくらみも通用しないな。

　浅く一礼し、去り際、先輩が「あ、そうそう」と呟つぶやいた。

「これで君と付き合う気がない理由がわかったかしら」

「何となくですが、おれのこと考えてくれたんでしょう？」

「ふふ。そう、君のため。わたしは君を困らせるだけだからね」

　けれど、もし先輩との出会い方が津布楽さんを経由せず純粋な偶然で出会っていたら、きっとおれは先輩に恋していたと思う。心優しく、後輩思いで、魅力的でしっかり者。ちょっと変態なだけだ。それにおれにとって変態はマイナスにならない。変態な女の子って、正直……良い。おれは好きだ。







　生まれてから約十六年。人生最大のミッションだ。

　今日か明日、津布楽さんをデートに誘う。いや、今日じゃないとダメだ。先に延ばそうとし出したらずっと繰り返す。今日誘わなかったら自害する意気込みで臨む。

　脳内シミュレーションを始めよう。

　まず口頭で誘うのは決まっている。ちゃんと目を見て言いたい。大事なことだからスマホで済ませてはいけないと思う。

　次に誘い文句だ。

『デートしよう』

　ストレートすぎるし狙いすぎていてダメだ。いきなりすぎて変質者と思われる。

『どっか遊びに行かない？』

　どっかってどこだよ。適当すぎる上にチャラチャラしていてうざったらしい。

『疑似恋愛しよう』

　もうそれは使えない。それに使うつもりもない。嘘うそを盾にするのはやめたんだ。

　どう、誘えばいいんだろう……。

　肝心の誘い方でつまずいた。おれが考えすぎなのかもしれない。けれど誘うならばやっぱり断られたくない。故に断られないような素晴らしい誘い文句がおれには必要だ。

　しかし、どうもしっくり来る台詞せりふが頭に浮かばなかった。

　そもそも明後日、津布楽さんが暇かは不明なのだ。既に予定が入っている可能性だってある。祝日なのだから尚なお更さらだ。

　よし、決めた。『秋分の日』の話題を振って自然に誘ってみよう。気楽にいこうぜ。

　昼休み。

　おれは津布楽さんの行動をさりげなく観察しながら飯を食っていた。一人になるチャンスをうかがっているのだ。喜太郞がおれの目の前で成人向けアニメについて語っていたが完全無視。運命の瞬間だけに神経を尖とがらせた。

　そしてその瞬間がやってきた。津布楽さんが席を立って教室を出た。

　おれはすかさず席を立つ。まずは声をかけて世間話をしよう。そうしてそれとなく話題を秋分の日に移し、デートに誘う。

　何度もシミュレーションする。一歩歩むごとに一回といったペースで脳みそを働かせた。それくらいおれには大事な場面だった。

「津布楽さん！」

　美麗な赤茶髪が揺れ、形の良い横顔が目に入った。おれを認識するとにこっと笑ってくれて、もうそれだけで満足してしまいそうだった。

「あ、船倉くん。なにー？」

「デートしてくれませんか!?」

　おれは……愚鈍だ。

　思考のプロセスを思いっきり間違えた。シミュレーションのしすぎでスタート地点の世間話をすっ飛ばしてしまったんだ。これではアニメに出てくるモブキャラだ。ヒロインがいかにモテるかを表現するためにかり出されるモブキャラ。突然現れて「好きです！　付き合ってください！」と告白し、一秒後に玉砕する使い捨て。

　映画みたいに時間を巻き戻せたらな。一時停止、二倍速巻き戻し、再生。でも映画だったら結局は同じ結末になるのか。どっちにしろ失敗は免れない。

「え……？」

　津布楽さんはきょとんとして固まった。おれも固まった。このまま世界の終わりまで固まっていよう。

　しかし事態は好転した。

「すっごく嬉うれしい……！　わたしもいつかしたいと思ってたの！」

「お、おおっ!?」

「あっ、でもこ、こここっ、これはあくまで参考っていうだけで、そのっ静真と──じゃなくて船倉くんと純粋な本気デートをしたいってわけじゃあぁ……うぅ……」

「おっ、おおおれも、津布楽さんと疑似恋愛じゃなくて、本物のデートを……」

　お互い両手をわたわた振って大いに慌てふためく。もう二人して何を言いたいんだか何をしたいんだか。勝手に自爆発言して勝手に照れくさくなっている。

　馬鹿馬鹿しくなって笑いがこみ上げてきた。

「津布楽さん。明後日の祝日、予定とかある？　実は遊園地のチケットがあって二人で行きたいと……思ってたんだ」

「ふふっ。わたしたちって性格似てるよね。どっちもビクビクしてていっつも待ってる。ありがとう、誘ってくれて」

「そうかもな」

　しかしそれも今日で卒業だ。もうおれたちは赤ん坊でも臆病者でもない。

「一緒に、最高のデートにしようね」

　好きだ、愛してる、と告白できる大人なのだ。







　デート当日まであっという間だった。

　誘うことに成功した後のことはもう忘れてしまった。激しい興奮と共に蒸発した。その次の日も一日中デートのことで頭がいっぱいで、もはや授業内容も覚えていない。

　昨晩は緊張で胸が苦しかった。定期的に変な動どう悸きに襲われて、死ぬんじゃないかと不安に駆られた。久しぶりに社会人の姉に電話して、置いていった香水を借りる旨や近況を話すことで気を紛らわせた。

　そんなドキドキの二日間を終え、九月二十三日・秋分の日を迎えた。

　遊園地のチケット良し、財布良し、身だしなみ良し、覚悟……良し。

　待ち合わせの駅構内で津布楽さんを待つ。約束の時間まで十五分もあった。津布楽さんを絶対に待たせてはいけないと決めていたので、ひとまず良い滑り出しだ。

　数分後に津布楽さんは現れた。探す必要がないほど一目で彼女だとわかった。チャームポイントの長髪は毛先がくるんと巻かれ、大きな瞳は宝石みたいに輝いていた。ウエスト付近から膝丈までのしっとりとした生地のスカートは、彼女の高い位置にある腰にとても似合っていて心を奪われる。黒タイツもブーツもぴちぴちのニットも、それら全てが彼女を愛らしくコーディネートしていた。

「お待たせ、船倉くん。待ったかな」

「ま、待ってない待ってない！」

「むふふ。すっごいテンプレートな会話してるね、わたしたち。とっても似合ってるよ」

「津布楽さんもすっごく綺き麗れいだ……本当に、可愛かわいすぎる」

「ありがと。手、握ろう？」

　指を一本一本絡め合う。優しさと自分の想おもいを伝えるつもりで。

　電車に乗って一つ駅をまたいだ。電車内は祝日ともあって人が多かったが逆に功を奏した。津布楽さんを壁ドンする形となったので、いつぞやに壁ドンされたときのお返しができた。

　目的駅に降りた後は歩き、遊園地へとようやく到着した。

「遊園地なんていつぶりだろう。中一以来かも」

「おれもそんなもんかな。元々アクティブな方じゃないからな」

　チケットを取り出し、受付門に向かう。おれは心の中でかのんにもう一度感謝した。かのん様のおかげで津布楽さんをデートにも誘うことができ、私服姿も拝むことができた。本当にありがとう。

　園内は家族連れやおれたちのような中高生がたくさんいた。着ぐるみに群がる子どもたち、明るいＢＧＭ、あちこちから聞こえてくる笑い声が懐かしい記憶を呼び起こす。おれもあの子どもたちみたいに何事にも驚いて何事にも笑っていた。

「ねっ、ねっ！　船倉くんって絶叫系イケる!?」

　津布楽さんの指さす先には三百六十度回転するジェットコースターがあった。あんなものがあるのか。首とかもげないだろうな。

「だ、大丈夫だと思います」

「なら行こっ！　あーいうの乗ってみたかったんだ！」

　ぐいっと腕を引かれて列へと加わった。それにしても津布楽さん、お胸が。おれの二の腕にダイブしている。

「すごく良い匂いする」

「キャラメルのポップコーン？」

「違うよー。船倉くんの匂い。安心する」

　おれの首筋につんと尖とがった鼻先が肉薄した。姉の香水に大感謝だ。もちろん、津布楽さんも良い匂いがした。

　順番が回ってきた。コースターに乗り、安全装置の固定器具で身体からだを固定する。完全にビビっていたおれはその固定器具をがっちり掴つかんだ。途中でふっとばされたらひとたまりもない。

「ビビってる？」

「い、いや全くビビってない。怖くない」

　発車のアナウンスが流れた。同時にコースターが動いた。

「おおっ、おほぉ……！」

「声えっち。今の録音したかった」

　普通に怖い。すぐにコースターは斜面にかかり、それによって腹部にのしかかった重力がさらに恐怖を煽あおった。大丈夫だよな、大丈夫だよな、と心の中で自分を安あん堵どさせようと努めるも冷や汗が手のひらに滲にじんだ。

　絶叫系に相応ふさわしい絶叫を何度も奏で、元の場所に戻る頃には喉が死んでいた。相方の津布楽さんはとても楽しそうにキャーキャー可愛らしく叫んでいた。

「楽しかったぁ！　風がびゅんびゅんして気持ちよかった！」

「おれは命の危機をずっと感じてた……」

「あんな大声出せたんだね！　見てて可愛かったよ。次は……あれ！　バイキング！」

　大きな船が振り子のように揺れるアトラクションだ。ジェットコースターよりは緩やかそうだと思っていたが、

「おっ、おほぉ！」

　こっちも重力がすごかった。それと見た目より振れが大きく、ふわっと浮く瞬間が何度もあってお股がひゅんっとした。膀ぼう胱こうの中の尿が攪かく拌はんされ尿意が募った。

　それは津布楽さんも同じだったようで、降りるとすぐ「おトイレ……」と報告をした。それぞれトイレに入って一時別れた。

　ひと息つきながら、おれはどのタイミングで想いを伝えようか考えた。シチュエーションも大事だ。唐突に告げたところで驚かれて終わる。だから雰囲気が重要になってくる。過去に鑑賞してきた恋愛映画を思い出せ。初めて愛を伝えるときは一様に良いムードの中で行われていた。こんな雑踏の中ではダメだ。

　遊園地で伝えるとすれば……あそこしかないな。




「はい、あーん」

　甘い声と一緒にクレープが口元に差し出される。おれは迷わず食いついた。食いつかない方が罪だ、こんなもの。甘いクレープが津布楽さんのおかげで百倍甘く感じる。

　彼女は、おれが食いついた部分をためらわずぱくついた。間接キス。間接キス……。

「わたしも欲しいなぁ」

　物欲しそうな目でおねだり。背徳的な気分に陥るも自分のクレープを差し出した。口元に付いたクリームを器用に舌で舐なめ取る仕草に唾を飲む。神秘的とさえ思えるほどに津布楽さんは完璧だ。

　路上販売のクレープで幸せをたっぷり補充できたところで、ホラー系のアトラクションに行くことにした。

「わたしやばいかも……」

　お化け屋敷を前にして、津布楽さんは弱々しく腕を組んできた。

「こういうの苦手なのか」

「心霊系って怖くない？　心霊番組でさえ無理だよ。おトイレ行けなくなる」

「マジか。じゃあ今度はおれのターンだな」

　おれはホラーに耐性がある。びっくりするだけでそこに恐怖はない。心霊番組なんてひどい映像ばかりだ。都合良くカメラが回ってて、そしてご丁寧に画面中心に霊を映してくれる。興ざめしていつも楽しめない。

　津布楽さんはぎゅっとおれの腕を抱きしめて縮こまった。屋敷に入るとさらに強くなり、腕の血管が一気に締められた。本気で怖いらしい。

「かのんだったら笑い飛ばして歩いて行きそうだよな」

「むっ。なんで他の女の子の話するの？　今は二人っきりのデートだよ？」

「悪い悪い」

「むー。あっ、そっかぁ。わたしに嫉妬させたいんでしょ？　わたしたちが作ったラブコメみたいに。イジワル」

「そんな気はなかったけど、可愛いから嫉妬させたくなっちゃうな」

「ふぅん。わたしを妬やかせるなんて、ぎゃああああ！」

　床から飛び出てきた口だけの化け物に彼女は飛び跳ねて驚いた。

「あふっあふっ……」

「流石さすがにいきなりだと驚くな。大丈夫だって、死にはしないから」

「死ぬとかそういうんじゃなくてぇ……あぴゃああああ！　あ、ただのお札か……」

「申し訳ないけどめっちゃ面白い」

「結構深刻なんですけど!?　もうおしっこ漏れちゃ、ああああああ！」

　もはや何に驚いたのかすらわからなかった。叫んだ彼女は思いっきりおれに抱きつき、そのまま押し倒した。そして馬乗りになってガクガクと震え始めた。

　瞬時におれは危機感を覚える。津布楽さん、ダメだ、震えないでくれ。揺れちゃダメだ。津布楽さんが丁寧に描くあのご立派なアレみたいな状態になってしまう。

「もうダメだぁ……腰抜けたぁ……」

「大丈夫だって。立てる？」

「んっ、んっ。無理、立てない……」

「とりあえずそれ以上動かんでくれ。絶対に」

　支えながら抜け出し、肩を支えて立たせた。

「ごめん～ホントごめん～」

「いいからいいから」

　キャストに頭を下げながら道を引き返す。

「おしっこ漏れちゃう～」

「男の前ではあんまり言わないでくれよ……心配になる……」

「船倉くんを信用してるから言えるの。嬉うれしい？」

「……嬉しいよ。嬉しいからちゃんと歩こう」

「むふふ。照れてる照れてる。その顔、すっごく好き」

　おれもその天使みたいな柔らかい笑顔が大好きだ。

　早く伝えたい。大好きで大好きで仕方ないんだと。どうして高校生になるまで出会えなかったんだ。中学の三年間も、小学校の六年間も全て彼女のために捧ささげたかった。後悔がこみ上げてくる。春から夏にかけておれは何をしていたんだ。夏休みを一緒に過ごせたかもしれないのに、海にだって行けたかもしれないのに、おれは懲りずに映画ばかりで……。

「なんで泣いてるの……」

「えっ」

　頬ほおを何かが伝っている。

　泣いていた。こんなところでいきなり泣くなんて馬鹿か、おれは。

「ごめん。わたし気に障ること言ったかも」

「いいや、いいんだ。津布楽さんは何にも悪くない。何一つ」

　情けないおれが悪い。また津布楽さんに不安そうな顔をさせてしまっているおれが悪いんだ。

　お化け屋敷から出ると彼女は思い掛けないことを言った。

「謝るのはわたしの方なの。わたし、嘘うそつきなんだ」

　嘘つき。

　まさか、これが全部嘘だったりするのか。全て演技で──。

　重苦しい不安が肺に充満する。しかしそうだったとしてもおれは伝えなければいけない。歩く方向は決まった。そこに向けてしっかり地を踏んで歩く。

「本当は恋がどんなものかわかってた」

「それは気付いてたよ。別に謝ることなんてない」

「本当は船倉くんが恋愛映画が好きなことも、ラブコメが好きなのも夏休み前から知ってた。ずっとわかってた。ずっと見てたから……」

　彼女まで泣きそうになっていた。

「でも話しかけられなかった。船倉くんを前にするとテンパって真っ白になっちゃう。嫌われたらどうしよう、変なやつって思われたらどうしようって考えて、ほとんど話せなかった。夏休みに入って毎日不安で苦しかった。他の子と仲良くしてるんじゃないかって思って。そんなときに出版社からスカウトが来た。もうこれしかないと思ったの。わたしと船倉くんが深く繋つながれる唯一の手段……共同制作だよ。船倉くんが創作活動してたのも気付いてたから、それを始めたタイミングで話しかけようって決めた。そうすればラブコメ作りに繋がるかなって思って……」

　そういうことだったのか。

　あの時、偶然あの創作ノートを見たのではなく計画的にうかがっていたのか。

「ただ、仲良くなりたかった……そのために嘘を重ね続けて、疑似恋愛なんていうわがままもやり始めた。嘘の恋愛、嘘の恋人。わたし、本当に嘘ばっかだ……」

　彼女は本音を吐露するごとに萎しおれていった。

　それでも、おれは嘘でも楽しかった。この嘘がなければ津布楽さんとは繋がらず、かのんとも無関係で、椿先輩はクールな副会長なだけだった。

　おれたちは観覧車の前で止まった。全長約百十メートル、一周約十五分。ゆっくりと回転する巨大観覧車を二人で見上げた。

「乗るの？」

「もちろん」

　津布楽さんの手を握り、ゴンドラへと導く。優しく手を引く。

　二人で向かい合って座り、扉が閉じられる。そして静かに上昇し始めた。

「一目見たときから虜とりこになってた」

　入学式、彼女はおれの意識を奪った。誰もが同一人物に見えたモノクロの中で、彼女は燃えさかる炎だった。

「おれもずっと見てた。けど、おれも話しかけられなかった。どうせおれには無理だ、どうせ気味悪がられる。そう思われるくらいなら関わらないでおこう。おれは傷つかず、津布楽さんも迷惑しない。そう思ってた」

　なおもゴンドラは上がり続け、ガラスの景色は徐々に青くなっていった。

「でも無理だった。津布楽さんを知れば知るほど想おもいはどんどん膨らんで、もう限界まで来てる」

「わたしも同じだよ。最初は一目惚れだった。それから次に声に惹ひかれた。そして優しくて真面目な性格でとどめを刺された。それからずっとずっと夢中で、内臓ごとぐちゃぐちゃに混じりたいってくらい……自分をコントロールできなくなっていった」

[image: ]

　止まらない。とめどなく彼女への愛が湧き出てくる。

　抱きしめたくてたまらない。愛いとおしくて愛おしくて、自分が壊れてしまいそう。

　彼女の家で心臓を重ねた日のこと。

　初めて手を繋いだときのこと。

　初めて抱きしめたときのこと。

　彼女を泣かせてしまった日のこと。

　彼女を好きになった日のこと。

　彼女に纏まつわる記憶たちが次々と再生される。

　少しでも近くにいたかった。

　そんな想いは気付かぬうちに現実化され、隣には彼女がいて、そして抱きしめ合った。お互いの魂を近づけようとしがみつくように密着する。息を荒らげ、服越しに伝わる鼓動や温ぬくもりを感じようと神経が根を伸ばす。

「好き、大好き、静真。好きすぎて辛つらいよ」

「おれも紅羽が好きだ。紅羽の全てが大好きだ」

　彼女を愛することでこの世界すら愛しく感じる。

　彼女のすすり泣く声や柔らかな乳房の感触が告白に拍車をかけた。ひたすら好きと伝える。今まで言えなかった分を一気に身体からだに染み込ませていった。

　そして貪るように唇を重ねた。

　何度も何度も本能の赴くままに確かめ、一心不乱に君が好きだと伝え続けた。瞳を見つめて心を繋げ、目を閉じ口づけして相手だけを感じる。君を奥深くまで知りたい。不格好だろうと関係ない。好きだと伝われば、この愛が伝わるのならばこれでいい。

　ゴンドラが一周するまで、ずっとキスをした。




　こうしておれたちは本物の恋人になった。

　遠回りや余計な勘ぐりばかりの道のりではあったが、これでよかったんだと思う。こうしておけばよかったと考え始めたらキリが無い。それに紅羽と共に過ごした放課後は大切な思い出だ。あれらをなかったことにするなんてできない。

　ここからがスタートだ。

　全てが幸せではないだろう。恋愛映画みたいに視聴者がハラハラするような悲劇があったり、喧けん嘩か別れしたりするかもしれない。けれど、それが恋する人間の姿であり、ラブストーリーには無くてはならない要素だ。我慢して受け入れるしか我々にはできない。するべきは相手を想うことだけだ。困難に備えて絆きずなを深め、共に闘う力を身に付ける。そしたらどんな悲劇にも打ち勝てる。

　紅羽と別れる際、彼女はとても安心した様子で、

「これで放課後、また一緒に過ごせるね」

「これからはどう過ごす？　ラブコメ作りは一段落ついちゃったわけだし」

「当然、あの場所でラブコメ作るよ」

「また新しいのをか」

「ううん。今度は静真が作るの。作ってる最中だったんでしょ？　今度はわたしがラブコメを教えてあげる！」

　良い話だ。おれも作ろうと思ってうずうずしていたところだ。

　彼女の背中を見送りながら空想する。

　春先の表情の硬い新入生。

　真夏の白いワイシャツ。

　彩る秋の学園祭。

　冬に握りしめた受験票。

　チョコレート、ワックス、マフラー、コンタクト、飛行機、喫茶店、校舎裏、図書室、出会い、旅立ち、再会、成就。チャプター画面のように物語のワンシーンが次々と目に浮かぶ。

　広がっていく架空の世界を眺めていたら自然と口角がつり上がった。

「良い……ラブコメになりそうだ」

　今すぐにでも想いを伝えたくなるような、そんな物語にしよう。








エピローグ









「静しず真ま！　通った！」

　昼休みに紅くれ羽はが満開の笑顔でやってきた。

「何が？」

「プロット！　とりあえずこれを元に進めてみようって担当さんから返信が来た！」

「おお！　やったな！」

　無事、実を結んで良かった。ずっとどうなったか教えられていなかったから若干心配していたのだ。紅羽も肩の荷が下りたかのようにすっきりとした様子だった。

「うっせぇな。とっとと自分の席に戻れ」

　容赦なく喜き太た郞ろうが侮蔑の眼めをして紅羽を邪険にした。

「ふーんだ。松まつ本もとくんなんか、オメガバース設定にして触手系モンスターの赤ちゃん孕はらませまくってやるもん。いっぱい産ませてあげる」

「お前末期だよマジで。ガチできめぇ」

　専門性が高すぎるためおれには理解不能だった。紅羽はかのんの元へと戻っていった。

「あいつホント妄想癖やべぇな。気をつけろよ。あの手の女は裏でドラッグとかキメてるぜ。法律は破るなよ、静真」

「お前は相当シビアな世界で生きてきたんだな」

「とにかく気をつけろ。やっぱり三次元の女は信用ならねぇ」

「はいはい」

　通常運行の喜太郞で今日も平和だ。これまで通り三次元はクソだと叫びながら二次元を語ってくれ。その方が安心する。

　かのんの方を一いち瞥べつするとちょうど目が合った。意味深なサムズアップをされた。色々な解釈をできそうだがきっとおれと紅羽の関係だろう。いつかまた借りを返さないとな。

　放課後になるとすぐおれは学校を出た。目的地はコンビニだ。

　買うものを買って再び学校に戻り、例の場所へと向かった。

「入りまーす」

　教室には紅羽と椿つばき先輩がいた。また先輩は暇を持て余しているようだ。だがちょうどいい。呼ぶ手間が省けた。

「どうも、先輩。また暇してるんですか」

「生徒会長が暇じゃないときは本校がヤバいときよ」

「そうだったんですか……ま、そんな茶番は置いといて……」

　おれはコンビニで買ってきたシュークリームを二つ出した。

「改めて先輩。生徒会長就任おめでとうございます。これ、お祝いです」

「あらあら、悪いわね。ありがとう」

「そして紅羽もおめでとう。夢に一歩近づいたお祝い」

「ありがとー！」

　二人とも喜んでくれてよかった。先輩あたりは「こんなものでわたしが喜ぶと思ったのかしら」とでも言うと思っていたからほっとした。値段より気持ちが大切なんだ。

「あれ？　静真の分は？」

　紅羽が首をかしげた。

「いや、おれはいいよ」

「よくないよ！　一緒に食べたらもっと美味おいしい！　わたしとはんぶんこしよ」

　そう言って包装を破り始めた。すると椿先輩が目を見張った。

「待ちなさいな。これじゃあわたしが欲張りなババアみたいになるじゃない。わたしが分けるから紅羽はまるまる一つ食べなさい」

「お気遣い結構です～。先輩こそ食べるべきです。食べないと出るところがちゃんと出ませんよーだ」

「殺すわよ。着痩せするタイプなだけよ」

「見み栄えを張っても虚むなしくなるだけです」

「本当よ。ね、船ふな倉くら静真君」

　かなり危険な火種が飛んできた。

「静真、それどういうこと？　先輩と裸の付き合いがあるってこと？」

「完全にブラフだぞ。先輩もやめてくださいよ」

　先輩はつまらなそうにため息をつき、シュークリームを囓かじった。

　戦争の終結に一安心していると紅羽からシュークリームを半分渡された。ぷいっと顔を背けて。ツンツンした紅羽も最高に可愛かわいい。

「ありがとう、紅羽」

「わたしたちのラブコメなんだから半々にするのは当たり前なの！　ばか！」

　それもそうか。おれたちのラブコメ、だったな。

　紅羽の手首に巻かれているブレスレットが輝いた。疑似恋愛という名の下で買った翼のブレスレットだ。おれの左手首にも巻かれている。冬服になってからにしようと思っていたが紅羽がどうしてもペアルックをしたいと言ってきたので揃そろって身に付けた。

　これもあの疑似恋愛の縁あって手に入れたものだ。ラブコメチックなヘンテコな展開の中で得られた二人の繋つながりだ。おれたちのラブコメはとても不器用で素直じゃない。それでもこれで良かった。最後に待ち受けていた結末は望んでいたものだったから。

　シュークリームを一口含む。本当に甘くて温かい気持ちになる味だった。

　おれはこの気持ちが過ぎゆく前にペンを握った。

　愛してる、の続きを書くために。








あとがき






　お手にとっていただき誠にありがとうございます。水みず埜のアテルイです。

　本作は第四回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト・ラブコメ部門・特別賞の『津つ布ぶ楽ら紅くれ羽はは君の中心で甘き恋を叫びたい』をほぼ一から書き改め、書籍化した作品となります。

　この物語は『臆病』がテーマです。嫌われるかも、笑われるかもといった杞き憂ゆうは一歩踏み出そうとしたときに生まれます。特に人に「好き」と伝える寸前は身体からだが震え上がることでしょう。作中の二人はその『臆病』に負け、約五ヶ月間も接点がありませんでした。ずっと好かれるのを待っている、楽で傷つかないから……けれど何も変わらない。ならどうするか。そんな恋に臆病な二人が手を繋つなごうとする物語でした。純愛は最高だぜ！

　改めまして謝辞を述べさせていただきます。（尺の都合上、三行）

　イラストの睦むつ茸たけ先生。初めて紅羽を拝見した瞬間、恋に落ちました。感無量です。速攻で先生の代表作を購入しました。お引き受けいただき、誠にありがとうございました。

　また、本作刊行に関わってくださった皆様に心から感謝を申し上げます。
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